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イ

ギ

リ

ス

決
鎮
業
三
労
働
者
階
級

1

1
第
一
安
大
戦
後
の
園
有
化
斗
宇
を
め
ャ
っ
て
|
|

前

JII 

嘉

lま

し

力三

き

の
園
有
化
計
霊
bz一
瑳
表
し
、

英
閥
労
働
黛
は
第
二
衣
大
戦
後
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
決
鉱
業
、
銭
鋼
業
、
民
間
航
空
業
、
電
気
通
信
業
、
放
逸
業
、
保
険
業
等

い
ち
早
く
四
六
年
一
二
月
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
を
四
六
年
十
一
月
土
り
放
逸
事
業
主
、
更
に
四
七
年
一
月

に
は
茨
鎖
業
ー
と
民
間
航
宗
業
、
電
気
泊
信
業
を
園
有
化
し
た
。
し
か
し
と
れ
ら
の
労
働
黛
政
府
に
土
る
枇
舎
化
の
本
質
に
ヨ
い
て
、

或
い
は
こ
れ
を
枇
曾
主
義
へ
白
過
程
と
み
な
し
、
或
い
は
濁
占
資
本
再
編
成
の
一
形
態
ム
一
考
え
、

主
義
的
政
策
の
二
百
性
を
有
ず
る
過
渡
的
形
態
と
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

或
い
は
枇
合
主
義
的
政
策
と
資
本

い
う
ま
で
も
な
く
間
有
化
が
第
二
次
大
戦
後
費
施
さ
れ
た
の
は
、
過
去
の
長
い
岡
有
化
を
め
ぐ
九
階
級
斗
争
白
謄
史
的
所
産
と
し

て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
労
働
黛
に
よ
る
現
資
自
枇
合
化
政
策
に
封
ず
る
勢
働
者
階
級
D
批
判
は
冷
践
で
あ
る
。
と
れ
は
労

働
黛
の
闘
有
化
政
策
と
‘
自
己
白
生
括
か
ら
生
ん
だ
労
働
者
階
級
白
園
有
化
現
念
去
の
背
離
陀
某
く
も
白
で
あ
り
、
生
産
手
段
。
園

、

、

、

、

家
所
有
と
共
に
自
に
主
張
さ
れ
て
き
た
馬
主
的
管
理
な
る
労
働
者
の
要
求
を
犠
牲
に
し
て
、
労
働
黛
が
現
賞
、
と
委
協
し
た
か
ら
に
他

イギ
P
A
決
輯
業
と
努
働
者
階
級

第
六
十
八
巻

= 
六
三五

第
六
競

O 



第

六

十

八

巻

三

六

六

な
ら
な
い
。
過
去
、
苦
粧
に
み
ち
た
闘
有
化
を
め
ぐ
る
斗
年
は
常
に
労
働
指
導
者
白
現
資
的
妥
協
?
格
始
さ
れ
、

イ
ギ
U
J

ス
炭
鋼
業
と
勢
働
者
階
級

第
六
臨

O 
そ
の
結
果
労
働
黛

園
有
化
時
間
九
現
。
時
期
と
し
て
労
働
大
衆
に
期
待
せ
し
め
、

た
。
に
も
拘
ら
す
貸
現
さ
れ
た
国
有
化
政
策
は
再
び
現
寅
的
安
協
の
産
物
に
す
ぎ
な
か
O
た
の
で
あ
る
。
如
何
に
過
去
の
幽
有
北
斗

に
よ
る
政
府
樹
立
の
時
期
主
、

長
期
に
亙
る
忍
耐
と
犠
牲
を
強
い
て
来

手
に
於
て
野
働
者
の
堅
持
し
て
い
た
現
念
と
現
在
の
政
策
が
背
離
す
る
か
、

こ
れ
ら
を
み
る

と
と
は
英
図
幽
有
化
政
策
白
木
質
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
伝
説
鮪
を
輿
え
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
第
一
'
次
大
戦
後
白
一
般
的
危
機

現
寅
的
安
協
と
は
何
を
惹
味
す
る
か
、

の
段
階
に
於
て
行
わ
れ
た
茨
鏑
閤
有
化
斗
守
過
程
、
即
ち
一
九
一
九
、

二
O
、
二
一
年
目
三
年
忙
亙

Z
斗
争
過
程
を
分
析
す
る
所
以

で
あ
る
。

一
般
的
危
機
は
労
資
の
樹
立
を
激
化
せ
し
め
る
。
と
の
時
期
に
於
て
英
闘
努
働
者
階
級
が
如
何
に
運
動
者
展
開
し
た
か
、
官
時
の

英
園
労
働
逗
動
の
支
柱
で
あ
っ
た
表
鍛
努
働
者
の
斗
守
に
よ
う
て
と
れ
わ
佐
考
主
、
そ
の
斗
争
過
程
に
於
で
英
国
勢
働
運
動
の
骨
格
を

明
ら
か
な
ら
し
め
た
い
。
と
れ
小
論
の
意
闘
す
る
第
二
賄
で
あ
る
。
特
に
と
の
場
合
、
勢
働
指
導
者
と
努
働
大
衆
白
閥
係
を
視
結
に

分
析
を
行
う
。
常
決
鱗
労
働
者
の
階
級
斗
争
を
考
う
に
光
立
ち
英
図
茨
鍛
業
の
諸
問
題
を
考
察
す
る
。

註
仰
「
英
国
産
業
四
国
有
北
」
大
野
雄
二
郎
氏
、
コ
国
有
北
と
イ
ギ
9
ス
捗
働
集
を
め
「
っ
て
」
遠
藤
湘
吉
氏
、
「
イ
ギ
9
ス
炭
鋼
業
図
有
他
に
つ
い

て
」
中
林
賢
ニ
郎
氏
、
「
英
国
炭
鎮
の
園
有
」
角
田
豊
民
、
「
英
国
一
位
官
主
義
の
限
界
」
中
村
金
泊
氏
、
「
社
骨
主
義
化
。
蓮
麗
に
つ
い
C
」
脇
村

輯
太
郎
氏
、
「
固
有
化
政
策
心
意
義
と
保
件
」
吉
田
義
=
一
氏
、
「
費
本
主
議
終
済
計
壷
」
豊
崎
稔
氏
、
「
イ
ギ
ヨ
λ

の
枇
官
と
捗
働
階
扱
」
隅
荘
一
=

害
男
氏
撃
の
詩
論
文
が
あ
る
。

情
実
闘
炭
輔
図
有
化
に

h
j
J

い
て
勢
働
燕
白
果
し
た
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
こ
れ
は
別
心
機
官
に
考
察
し
、
本
論
で
は
主

ι
L
7
捧
働
組
骨
運
動
号

親
貼
か
ち
取
り
土
げ
る
o

(

本
論
出
傍
鮎
比
い
ベ
て
前
川
)
/



英

園

炭

鍍

業

の

構

造

英
図
労
働
集
に
よ
り
て
第
二
次
大
戦
後
い
ち
早
く
貫
施
主
れ
た
決
銑
の
闘
有
は
、
経
済
界
ピ
「
放
率
」

(
m
E
2
2
)
と
し
て
意
味
づ

け
さ
れ
、
世
曾
主
義
者
に
は
「
公
共
の
利
径
」
(
官
E
Z
E
E
E
)
と
し
て
判
断
さ
れ
た
U】
如
何
に
闘
有
必
を
意
味
づ
け
る
し
に
で
も

そ
れ
は
資
本
制
生
産
の
一
般
的
危
機
に
於
て
問
題
と
さ
れ
、
決
鉱
業
の
者
本
と
同
労
働
D
釘
抗
関
係
の
一
強
化
に
上
っ
て
提
起
さ
れ
た
問

題
で
あ
る
の
即
ち
第
一
次
大
戦
後
D
者
本
主
義
の
一
般
的
危
機
と
い
ラ
、
現
貨
の
事
態
に
基
〈
焚
鎖
資
本
家
階
級
と
労
働
者
階
級
の

不
可
避
的
に
生
じ
た
階
級
走
ず
の
問
題
と
し
て
現
わ
れ
弘
出
品
鱗
図
有
化
の
問
題
は
躍
に
純
粋
に
艇
部
山
い
な
も
む
と
し
て
で
な
く
、

恥
今
政
恥
白
問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
英
国
決
笠
宮
加
問
機
分
析
も
園
有
化
斗
争
へ
白
契
機
と
し
て
白
問

題
黙
り
折
山
内
に
限
定
す
る
。

匙

ω
〉

回
F何E釦里邑色わ乙長骨Hv官H目伊

s百
4
宮
匂
1円耳5伶E2u出E伺自皇白旦斤百
mE阿昆E停t恒E自。邑{ご停
F苦F官伶:何史2《富語ごロ

同喝
V
c
.

向
園
有
化
自
盟
申
は
い
う
ま
で
も
な
く
近
代
社
曾
主
義
思
想

ω
誕
生
と
と
も
に
現
わ
れ
る
。

(
ζ

の
貼
に
つ
い
て
は
青
山
経
漕
論
集
帯
二
容
第
一
一

瞬
阿
部
源
一
氏
、
イ
ギ
D
ス
由
幽
有
化
計
壷
由
理
論
と
寅
現
参
照
)
。

出
足
。
E
n
c
x
は
固
有
化

ω
要
求
は
現
在
の
事
態
よ
り
生
れ
た
も
の
で
な
〈
、
世
曾
問
問
心
理
想
的
解
決
と
し
て
闘
有
化
り
た
め
の
理
論
的
先
入
額

か
ら
主
札
た

ιす
る
が
、
(
日
目
。
E
の
詰
吋
宮
台
。
乙
『
含
ω

古
河
己
皇
官
円
。
『
尻
島
cup-EES
冨
5
・
)
園
有
他
が
第
働
者
階
級
の
現
質
的
問

題
と
し
て
現
わ
れ
た
白
は
第
-
究
職
後
白
一
般
的
危
機
の
段
階
で
あ
る
。
し
か
し
国
有
化
開
宰
ー
が
そ
れ
M
前
の
歴
史
的
所
産
で
あ
る
こ
と
を
珊
か
も

否
定
す
る
も
む
で
は
な
い
。

阿
川

E
-
g
z
=
F
F
-
吋
官
。
e
b
t
z
s
a
F
0
4司
E
Eロ
m
n
F
w
m
m
E
出

Z
E
E
-
岩
田
・
ヲ
同
・

=Ro--白
河
H

吋
宵
《
U
O
S
H
H
E
5同

H

W

・
巴
自
明
日
且

z
a
z
p払
H
E
m
p
-
P
H
@い冨田目
v・
]
「

イ
ギ
リ
ス
炭
鋼
業
主
捗
働
者
階
蔽

第
六
十
八
巻

，、
七

第
六
置

O 



イ
ギ
リ
ス
茨
輔
業
と
努
倒
者
階
級

第
六
十
八
巻

第
六
競

0 
四

第
二
央
大
職
後
園
有
化
貸
施
に
皆
旬
、
資
本
家
陪
級
は
純
梓
に
紹
涛
的
立
場
で
幽
有
化
を
考
え
主
う
と
し
て
い
る
。
即
ち
一
九
四
九
年
七
月
、
工
業

金
融
合
世
世
長
心
管
業
報
告
は
と
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
「
自
由
企
業
に
封
す
る
図
有
化
の
問
題
を
政
治
白
岡
外
に
立
た
仁
め
よ
.
凡
そ

ど
の
産
業
自
固
有
化
も
最
高
樺
力
に
よ
る
解
決
の
問
題
で
な
い
と
と
、
宜
た
あ
る
産
業
は
固
有
に
適
す
る
が
紹
封
多
数
で
反
劃
あ
る
私
自
は
民
有
に

残
し
て
お
く
べ
き
こ
と
、
ま
弁
各
産
業
。
園
有
化
問
題
は
そ
の
設
車
及
び
そ
の
特
殊
事
情
や
僚
件
に
則
し
て
判
断
せ
ら
れ
ね
ば
な

ι由
と
と
を
は
っ

き
り
京
閉
山
せ
よ
。
(
調
査
月
報
第
一
一
一
丸
目
前
、
第
ニ
競
掲
載
)

」

( 

) 

産
業
構
造
上
の
茨
鱗
業
白
地
位

英
園
白
茨
鏑
業
は
七
世
紀
前
に
ま
で
遡
る
ほ
ど
歴

史
は
古
い
が
、
そ
れ
が
英
図
産
業
構
造
上
、
特
に
重

要
性
を
帯
び
て
き
た
白
は
一
七
九

O
年
以
降
で
あ
っ

て
、
銭
鋼
業
に
於
い
て
の
パ
ッ
ド
ル
法
に
よ

Z
石
茨

使
用
.

等
を
契
機 ワ
にツ
産 f
業(
一】
借恒

喜 5
:を垣甜.
t. ~ 
て 白
玉聖蒸
展気
し 機
た1)閥
。σコ

英霊盈
岡明

b

近
代
産
業
は
石
炭
を
廉
債
生
産
し
、
そ
れ
h
k
服
者
材

生
産
に
投
じ
、
そ
れ
を
轍
山
川
し
得
る
能
力
を
産
業
稜

肢
の
設
一
一
司
白
基
礎
と
し
た
。
と
の
ζ

と
は
次
の
表
示

に
止
っ
て
明
か
で
あ
ろ
う
。
主
A

園
近
代
産
業
の
構
造

は
結
舶
の
大
所
有
照
債
な
石
突
D
上
に
立
円
J

P

「
一
得
十

~ 
J 、
/円、

英圃石炭使用~rr~豪

使用途 1913 1923 1913 1923 

1ω高ト'%
家庭用 1 33.5 1 33.50 1 18.2 1 10.0 

ず λ 産業 16.7 I 1".37 I 9，1 ‘ 9_1 

電気事業 4.9 I 7.担 2.7 I 4.3 

餓道用 13目2I 13目33I 7.2 I 7.9 

舶舶用 1.9 I 1.16 I 1.0 I 0.7 

決坑用 18.0 I 16.85 I 9.8 I 10.0 

坑夫用 5.8 '1 e.47 1 3.2 1 3.8 
句"

製 融業 21.2 I i4.42 I 1.l.5 I 8.5 

一般製造 1 
工業そり仙 686l sOA2 37.3 I 368 

l … 1687:L~ωo [100.0 
Rep吋.tof the Royal Commission on the coal 

industryo 1925. p. 15 



ら
れ
高
所
以
で
あ
る
。

英圏石炭臨出量

年度(生産量|輪出茸|重出基

1895 189，965，56ト2J 31，714，90ト5μ 17 % 

1900 225，170，163 43，946，922 20 

1905 236，111，150 47，378，942 20 

UHO 264，417，588 62，085，47G 23 

1911 271，878，124 64，590，266 24 

1912 自白0，398，578 M，444)~9fi 2出

1913 287，411，898 73，400，118 26 

1914 265，543，030 δ9，038，880 

1915 253，179e46 43，534，560 17 

1916 256，348，351 38，351，553 15 

1917 248，473，119 34，995，787 14 

J918 ~27， 714，b79 31 ， 752，~04 14 

1919 229，743，128 35，249，578 15 

1920 229，503，435 24，931，853 11 

1921 164，354，100 22，660，552 15 

Finlay A. GibsOll A cOluplication of the 

statistics， of the coal min】幻gindustry of 

the United Kingdom. The valious coalfields 

thereof a11d the priocipal foreign cOllntrief:i 

of the world. ]922. p. 78 

茨
鏑
業
は
英
国
圏
内
産
業
の
悲
礎
と
し
て
白
役
割
を
携
う
許

D
で
な
く
、
輸
出
産
業
と
し
て
も
重
要
な
地
位
を
保
ヨ
も
の
で
あ

る
。
(
石
茨
の
漏
出
は
撤
出
額
山
知
か
ら
み
て
も
査
髄
山
一
O
%
を
占
る
)
更
に
某
幹
産
業
と
し
て
白
茨
鏑
業
の
重
要
壮
は
雇
用
量
り
駄
か
ら

右
表
に
占
つ
℃
明
ら
か
な
よ
う
に
茨
鉱
業
雇
用
人
口
の
占
め
る
割
合
は
入
居
純
白
六
%
在
占
め
、
串
-
産
業
と
し
て
は
良
業
と
と
も

に
大
き
い
。
(
金
属
工
業
の
中
で
は
鱒
時
期
業
の
入
乃
也
高
人
、
五
・
一
%
、
機
維
工
業
で
は
木
工
綿
業
の
五
九
六
高
人
、
三
・
五
%
、
伺
れ
も
一
九
二

イ
ギ
リ
ス
炭
鋼
業
主
努
働
者
階
叡

み
て
も
甘
口
い
得
ら
れ
る
。

第
六
十
八
巻

一
六
九

第
六
韓

O 
守主



、て砕='1 1'0民輯嚇吋告k垣梅毒~g運

産 業 ~U 

全 人 口 3:3，028，172 

10 歳 以 上 23，(削，000

雇(1用0歳以金上)数 12，752，000 

ァ'J< 産 業 25，OOQ 

農 業 1，285，000 

鎖 業 630，0口日

量買 鏑 業 517，000 

北畢工業 47，000 

金属工業 941，000 

鱗維工業 1，0.58，00。
皮革工業 74，000 

被服工業 9 

食糧品工業 ? 

建 築 業
， 

交 通 業 ? 

官 吏 ? 

(;} 吏 ヲ

個 人 業 ? 

¥t;iCf-，(絹川 -¥'0 蟻K鵠 10i、

英国産業別雇用人口

1901 1911 1921 1削 j1911 I悶

36，999，946 40，831，396 42，769，196 
一高人中吾産業に於て中雇用数割合25，324，000 28，519..000 _31，但6，000

14，329，000 16，284，000 17，l78，000 10，000 1川 11叩∞ 110，0∞
24sOO 29，000 4.0，000 20 17 18 25 

1，.198，000 1，230，000 1，124，000 1，008 836 755 654 

791，000 1，127，000 1，盟6，000 494 552 6921 749 

644，000 971，000 1，133，000 406 449 596 659 

671，000 133，000 198，000 37 47 81 115 

1，232，0Q!2 1，516，刷。 2，126;000 738 860 931 1，237 

995，000 1，174000 1，142，000 830 694 721 665 

79，口00 87，000 80，0凹 58 55 53 47 

1，0.52;000 1，050，000 815，000 ? 715 645 474 

217，000 337，000 378，000 ? 151 207 220 

1，052，0叩 861，000 758000 ヲ 734 δ29 442 

7 1，127，000 U04000 ? ? 692 701 

? 414，000 &17，000 ? ? 254 377 

， 439，000 689，000 ? 300 401 

? 2，452，000 2，025，000 ラ 1，506 1，179 

COlUmitt田 00 山 lustryand irade survey of阻 duslrialregulatiOll. 19担6・凶・ 41$-420，也L圭人口教は同書 p.56. 



一
年
度
が
最
志
向
皆
川
。
)

以
上
に
よ
っ
て
決
鍬
業
の
英
関
経
済
に
於
け
る
基
幹
産
業
と
し
て
の
重
要
性
を
知
り
得
る
。
唯
、
か
く
の
如
く
出
品
鉱
業
が
護
展
し

た
の
は
第
一
ー
に
自
然
的
保
件
の
有
利
1
即
ち
餓
鎖
脈
、
産
業
地
域
に
茨
繍
が
接
近
し
て
い
た
と
と
、
第
二
に
他
D
産
業
に
封
ず
る
特

殊
的
地
位
U

原
動
力
の
供
給
源
と
し
て
の
地
位
H

を
保
有
し
て
い
た
と
止
、
第
三
陀
廉
債
労
働
力
の
上
に
立
ち
得
た
と
と
、
以
上
白

諸
叶
酬
を
看
過
す
る
こ
と
は
問
来
な
い
。

出
此
鏑
業
が
英
図
資
本
主
義
の
基
礎
産
業
で
あ
る
だ
け
に
第
一
弐
大
戦
後
立
た
さ
れ
た
危
機
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
勿
論
こ
れ
に
は
主

要
生
産
諸
闘
の
過
剰
生
産
に
よ
る
外
に
、
市
場
D

一
般
的
狭
院
、
恐
慌
ー
と
澗
占
の
結
合
に
よ
る
市
場
の
限
定
、
布
炭
に
代
る
石
油
、

電
気
白
後
展
等
D
諾
因
子
が
作
用
す
る
が
、
基
本
的
に
は
芙
園
炭
同
輸
業
の
も
つ
生
産
構
法
自
慨
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

註
川
円
英
図
忙
於
て
石
山
寓
は
十
三
世
相
首
相

-
Z
I
パ
ッ
ト
ル
、
及
び
ノ
1
ザ
ム
バ
1
ラ
ン
ド
の
語
地
方
で
健
保
に
よ
っ
て
箆
摘
さ
れ
始
b
、
+
=
一

世
拘
束
に
は
ま
速
に
撹
り
、
時
ん
ど
現
在
白
炭
坑
で
採
炭
さ
れ
た
。
営
時
は
盟
、
右
炭
田
生
産
、
鍛
冶
に
使
目
さ
れ
た
模
椋
で
あ
る
。
炭
銀
業
が
質

質
的
に
最
初
賞
反
し
た
り
は
で
μ
ザ
ベ
品
(
巴

E
宮

F
E
E
l】
2
3
ジ
ェ
ム
ズ
亡
き
や
忌

MU)
惜
世
下
で
あ
る
。
こ
れ
は
木
材
債
格
回
非
常

な
騰
貴
(
普
語
物
慣
旧
三
倍
)
に
原
因
す
る
。

L
か
し
近
代
産
業
と
し
て
愛
展
し
た
自
は
産
業
革
命
を
品
じ
て
で
あ
っ
た
。
(
何
時
品
。
〉
自
主
-

H
r
o
冨

E
可

HCAFMV-vhv・
5
1白
。
)

即
ち
す
自
由
君
主
白
ス
テ
f
l
ム
・
エ
ン
ヂ
シ
の
養
明
(
一
七
六
四
卑
)
に

X
る
倒
山
で
由
ポ
ン
フ
使
用
、
一
七
六
六
年
ク
ラ
ネ
1
ヂ
兄
弟
申
反

射
盟
後
明
(
右
茨
使
用
)
一
七
三
年
目
オ
-
一
オ
ン
ズ
の
バ
ツ
ザ
ル
控
一
七
八
四
年
目
コ
ー
ト
由
パ
ッ
ド
ル
法
設
現
に
よ
り
一
七

1
0
年
代
よ
り
錨
鋼

業
に
君
炭
が
使
用
さ
れ
始
め
た
D

主
要
決
坑
地
生
産
量
り
推
移
は
究
頁
衰
一
市
の
語

p
で
あ
る
。

何

回

VEEmBU
。
山
門
事

c
E
B
L
F
p
m骨弓

E
白
日
伊
丹
出

E
2
3
P
8
8
同

E
H
z
q・
同
4
2件
。
{
停
車
同
官
。
官
百
円

g
E
M
m
m
H
S
L
F
m

ZMH同
園
自
己

F
a
z
a
E】
の
宮
崎

2
5
8
】W
C
自

P
E
E
-
M
-
E
ω
・

何

回
μ
唱
。
ユ
C
士

宮

F
E
F
E
R
5
5
5
0士
宮

F
巳

F
E
m
{
4・
d
p】
回
忌
忠
司
・

ω

イ
ギ

gλ
炭
鏑
業
と
労
働
者
階
担

第
六
十
八
輯

七

第
六
披

O 
七



イ
ギ
リ
J
λ

炭
鋼
業
左
努
働
者
階
赦

(車位1，000トγ)

長 坑 168190llm-9い
Durham and Northumberland 85 

Scotland 40 475 i 1，600! 37，QOO 

Wales 20 200 I 800 I 50，000 

Midlands 、65 850) 4，000 1100，180 

CumLedanu 6 100 500 2，120 

Kingswood Chase ;;〉 11∞100 
Somerset 

Forest of Dean 3 25 的 I1削

Devon and Ireland 7 25 I 200 

Tobl 川2蜘|…l担 uno

主要炭坑地別年生産量

第
六
十
八
巻

MidJandは Yorks，L叩同 Ch，建Z同1Jerby，Notts， Salop，出afl"s，

Warwickshire， Leiceste四 hire，Wnr~e!iter!il1Ìre を合む。

R. Page Arnot The Mincr. 1949. p. 22 

(町 (4)

円
。
己

E
=
R
C
E
Z一民

E島
田
町
司
自
仏

E
骨

E
2
4
a
M
Z
E
E
-
凶作宮
E
E
E
昌国

a
M
V
E
∞

〉
】
】
何
回
国
白
骨
骨
一

4
v
m
門
♀
白
色
体
百
回
。
内

F
o
d
g
}同
r
E
m
n】
耳
切
目
出

2
m
m
E
]む
白
白
・
ヲ
回
・

七

第
六
揖

O 
J、



〔

) 

炭
鉱
業
生
産
機
構
白
諮
問
題

(A) 

鎖

直

使

別

料

(
回
。
〕
盲
]
【
〕
ヰ

石
炭
採
掘
櫨
と
し
て
産
業
者
本
家
か
ら
得
る
使
問
料
が
鉱
区
使
用
料
で
あ
る
。
己
れ
は
一
五
六
八
年
目
エ

H

ザ
ベ
ス
女
王
と
ベ
ロ
ロ
n
w
E

日

4
2
F
E
M
Z己
E
午
、
と
の
聞
の
所
詞

Z
O円
E
へ
の
毘
ゆ
え
宮
山
口

E

よ
り
制
定
さ
れ
た
制
度
で
あ
円

J

土
地
所
有
権
者
が
、

一
定
の
.
使
用
料
を
支
梯
ワ
て
企
業
主
行
っ
て
い

勾

る
。
鎖
国
使
問
権
が
地
表
所
有
者
に
蹄
L
、
関
家
に
在
い
の
は
ア
メ
り
カ
は
別
と
し
て
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
る
。
か
か
る
封
建
的
残

て
、
以
来
英
国
に
於
い
て
は
個
々
の
炭
鉱
業
者
は
側
々
の
土
地
所
有
者
と
交
渉
し
、

津
制
度
は
茨
鏑
業
の
生
産
方
誌
に
つ
い
て
著
し
く
総
務
的
阻
害
保
作
と
左
り
、
叉
労
働
依
件
を
劣
悪
化
す
る
も
の
と
し
て
現
わ
れ
た
。

苫
て
鎖
直
使
肘
料
に
ワ
い
て
の
問
題
は
共
の
誇
離
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
鎖
直
採
掘
権
が
地
表
権
者
に
蹄
し
て
い
る
と
と

が
、
炭
坑
境
界
線
vr一
閥
聯
I
V
企
業
規
模
を
零
細
化
な
ら
し
め
る
。
第
二
に
坑
道
の
延
長
、
曲
折
在
徐
儀
な
く
せ
し
め
、
従
っ
て
回
定

。

資
本
投
下
の
靖
大
井
一
段
り
、
又
坑
道
白
長
い
と
と
が
労
働
強
化
白
重
一
長
な
一
因
と
な
る
。
第
一
二
に
鎖
直
使
用
料
は
生
産
量
に
従
っ
て

定
め
ら
れ
、
茨
鍛
努
働
者
の
成
果
に
か
か
っ
て
い

L
。
第
四
に
所
有
者
聞
の
境
界
に
あ
た
る
茨
鍬
に
石
炭
が
残
置
さ
れ
る
d

鎖
直
使
用
料
は
英
園
茨
鍍
業
の
生
産
諸
僚
件
を
規
定
す
る
最
も
重
要
な
も
白
で
あ
る
と
と
も
に
、
炭
鉱
労
賛
聞
の
抗
手
の
原
因
と

な
っ
た
。
鉱
区
所
有
料
は
鎖
直
所
有
者
に
と
う
て
は
繁
柴
の
五
礎
で
あ
り
、
従
っ
て
彼
等
は
十
九
世
紀
木
以
来
そ
の
権
利
保
持
忙
努

力
し
て
青
た
。
し
か
し
反
面
、
出
此
鎖
労
働
者
に
と
う
て
は
資
本
主
義
制
度
の
候
陥
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
鎖
国

使
用
料
ほ
英
園
茨
鎖
業
褒
展
の
一
阻
害
的
主
因
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
に
よ
る
閤
有
化
斗
乎
を
提
起
す
石
重
要
な
問
題
と
も
な
っ
た
。

需
最
初
採
掘
構
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
エ
ー
ル
ズ
で
は
図
王
に
賦
興
さ
れ
て
い
た
P

一
五
六
八
年
ロ
ぬ

E
C
o
g
と

句

2
z
z
-
E
P
Z
Z崎
町

イ
ギ
リ
ス
炭
鏑
業
と
第
働
者
階
級

第
宍
十
八
者

七

第
占
ハ
披

O 
丸

;る



イ
ギ

pλ
炭
鋼
業
と
捗
働
者
階
融

第
六
十
八
轡

三
七
回

第
六
扱

O 

街
尭
し
、
判
決
は
金
額
四
与
が
主
樺
に
、
他
は
個
人
に
蹄
せ
ら
れ
た
。
鏑
直
使
用
科
の
起
源
、
性
格
に
ヲ
い
で
は
究
由
香
に
相
A
V
さ
れ
て
い
る
。

『
官
民
主

F何
回
。
〕

E
P
E
E
S
-
b
c士
宮
内
自
己

F
E
2
4
〈
己
同
呂
田
・
司

-z

何

回

¥
F
2
3
・J

『

r
F
E
F
E
Z
5
冨
2
2
8
F
E回
出

切

串

英
園
山
詞
坑
固
有
問
題
東
亜
細
間
務
調
査
周
英
国
茨
鏑
白
図
有
角
田
豊
民

何

回

召

主

主

管

問

。

苫

-
F
E
E
Z
C
F百
円

Z
E
-
-
E
5
2・
u
呂
田
E

h

，EgbHMHA。
民
・

3何
者
間
昌
弘
同
岡
田
署
目
同
窓

l
回∞恥・

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

7

一
フ
シ
ス
・
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ス
寸
イ
ソ
・
イ
ン
ド
ロ
図
家
に
障
し
、
ベ
ル
ギ
ー
は
地
表
所
有
権
者
に
あ
る
も
採
掘
に
は

園
家
白
許
可
が
必
要
で
あ
る
。
ア
メ

y
カ
は
個
人
所
有
。

的
ロ
ー
ヤ
ル
テ
イ
を
と
っ
て
炭
坑
業
者
に
鎖
国
使
用
躍
を
貸
し
て
い
る
土
地
所
有
者
は
柏
田

0
0
0。
即
ち
英
圏
白
右
提
埋
蔵
量
比
四

0
0
0
0

の
所
有
者
忙
分
た
れ
て
、
=
一
、
二
五

O
白
最
坑
が
あ
る
。

同
・
国
a

叶

Z
固
め
可

-
F
o
F
E
M
V
E
-
x一
語
冨
。
耳
目
自
ア
句
・

5
・
邑
民
・

仙
川

4
Z
E
E
-
L
E
E
t
s
t
F
E
F
H向
島
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た

-
E
F
1
P
E
E
S
E
F
O
E
-
Z
E
4
へ
白
報
骨
に
よ

札
ぽ
例
へ
ば
去
り
ょ
う
で
あ
る
。

(
P
E
Z
L
E
P
ロ

E
t
P
E
W
Sュ
Z
S
F
Z
E
rュE
A
D分
)

情
勢
働
者
自
不
平
と
し
て
主
と
し
て
高
温
度
と
換
気
不
備
を
あ
げ
て
い
る
。

同作占。

z
t
F
=四回。〕
E戸
口

CEE宮戸
s
a
F
m
g
v巴
包
ロ
丘
町
下
〈
。
「

ω
〉
匂
官
早
良

Z0・
色
、
邑
段
、
白
川
・
呂
m
p

坑道距離反所要時間

容地方貌 札野町問

1 i 3，，¥98 50 

2 I 2，694 38 

3 2，430 34 

4 3，850 54 

5 4，305 61 

6 3，420 48 

7 4，187 58 

8 2，092 29 

10 1，265 18 

11 1，138 16 

12 1，788 25 

13 1，264 37 

14 3，112 44 

15 2，337 23 

16 359 5.1 

17 1，205 17 

18 1，067 15 

19 1，304 18 

20 2，293 32 

21 I 2，140 30 

22 '2，584 37 

23 2，756 39 

24 2，744 39 

25 770 10 

26 1，082 15 

ノ

ぽ



向
鏑
匝
使
用
料
は
ト

y
嘗
り
由
形
を
と
り
一
年
ぎ
晶
、
又
は
短
期
契
約
古
支
柿
わ
れ
る
。
(
問
召

O河内

a
F何
回

4mH
のぴ

E
E
5
H
B
E
F
o
g乙

宮
島
Z
U骨

4
・ぐ。】
E
Y
ヲ
戸

E
忠
)

所
有
者
に
よ
っ
て
異
る
も
大
陸
ト
ン
首
り
、
四
一

O
片
、
一
・
九
一
八
年
中
は
支
耕
わ
れ
た
額
は
王
丸
宍

O
、
一
一
一
六
五
時
世
笥
同

E
W
国
主

m
g
-

Z
E
C
E
E
E
G虫
色

件

Z
E
E
P
司
回
戸
冨
呂
・
)

山
門
】
司
自
己
ザ
内
国

oammm
は
境
界
に
残
存
さ
れ
て
い
る
埋
蔵
量
を

ωMEP。
s
l
p。。。、
s
p
o
S
ト
ン
と
指
摘
し
て
い
る

o

A
F
S
F
出
色
何
日

-
z
s
o
s
-
-
E
r
s
t
F何
回
目

F

E問
。

℃

回

路

)

的
一
八
丸
四
年
白
冨
『
・
唱
。
邑
切
の
鏡
匝
使
用
料
麿
止
運
動
に
劃

L
m
4
i
c
v
E
E問
自
由
は
鎖
国
使
用
料
に
つ
い
て
衣
の
如
〈
報
告
し
て
い

る
。
「
鎖
直
使
用
料
は
英
国
山
鎖
山
資
源
心
一
般
的
誕
展
及
日
外
図
と
白
石
決
職
出
貿
易
を
妨
害
し
な
か
っ
た
と
い
う
り
が
わ
れ
わ
れ
の
意
見
で
あ

る
。
」
(
国

E
E
p
f
H
V
O
R
U
E
-
F
E
m
Z
】
CHG・
唱
・
同
)

(B) 

山
主
鎖
業
の
不
均
等
護
展
ー
ー
一
般
的
な
零
細
性

英
闘
の
茨
鉱
業
は
小
経
営
が
分
立
し
て
い
る
。
し
か
し
問
題
は
単
に
中
小
経
営
白
乱
立
に
あ
る
の
み
で
は
た
く
、
大
企
業
と
小
企
業

の
不
均
等
霊
展
に
在
す
る
。
副
ち
一
九
二
四
年
陀
於
て
全
企
業
数
の
六
七
・
二
%
に
首
る
小
茨
鱗
は
全
牛
産
量
白
僅
か
一
七
二
一
一
%
し

か
生
産
せ
宇
、
叉
逆
に
全
憾
の
一
六
・
八
%
の
企
業
慨
が
全
生
産
の
五
七
・
八
%
を
生
産
し
て
い
る
。
表
示
す
れ
ば
失
頁
目
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
っ

τ英
幽
堤
倣
業
は
一
般
的
ピ
小
規
模
生
産
で
あ
る
事
貨
を
知
り
得
る
。
英
図
茨
鉱
業
主
小
規
模
た
ら
し
め
て
い
る
白

は
自
然
的
保
件

(
H
地
質
皐
的
益
、
地
域
的
分
散
)
及
び
経
消
的
権
件

(
H
炭
坑
評
債
の
附
鵜
性
、
鎖
国
使
用
科
の
問
層
)
が
要
因
と
な
づ

τ

い
Z
S
し
か
し
他
面
一
九

O
O年
前
後
上
り
合
同
が
促
進
さ
れ
、
大
資
本
が
炭
坑
業
主
支
配
し
て
来
た
。
合
同
は
三
円

J

の
型
に
よ
る
。

第
一
の
型
H

鍛
鋼
曾
祉
に
よ
る
決
鍛
業
の
吸
牧
、
第
二
D
型
リ
茨
鍬
企
業
間
の
一
合
同
及
び
大
企
業
に
よ
る
小
決
鎮
の
吸
枚
、
第
三
回

イ
ギ

9
ス
決
鋼
業
と
揚
働
者
階
扱

第
六
十
八
巻

=
一
七
丑

第
六
腕



イ
ギ
リ
'
λ

炭
鋼
業
と
傍
働
者
階
紋

一
丁

h 

従業員数別い函瓦[

時点d 0.9 33.0 
"ν 
1771 " 2，394，ヨ，3:到818 50人以下

16.4 34.2 2181 43，4fi4，587 199，300 848 5ι-500人

24.9 25.21 17.0 217 66，356，64:3 305，532 2

8

7

 

2

9

7

 

4

1

 

500~1 ，OOO人

19.4 20.01 8.0 2141 51，729，26α 4
A
l
S
 

6

9

 

2

1

 

，
，
 

mu

目

Z

1

 

1，000-1，500人

11.2 11.1 3目12241 30，043，54到1，500-2，000人

11.0 11.1 2.5 219 9，486，67創134，588 61 2，000-2，500人

7.4 7.01 1.2 2341 19，7泊，47同84，380 31 2，500-3，000人

8.8 8.01 1.0 2431 23，520，541 96，972 02 ，3，000人 以 上

吋川 1帥 01川岨の“

3. 19o 

:266，720，351 

v
 

vd 
n
山h

 
mJ〆

凶nM 
R
 

阿

川

R

P

 

1~210，742 雷十

第
六
「
八
巻

一
七
六

第
六
競

う摺
ち 11

最茨
も 首長
支合
配位
自'Jに
な よ
も る
の鍵
は鋼
第合
~ ftt止
(T)ー¥

型の
で資
あオミ
ワ投

て下'

十と
;iL ι》

世
紀
末
こ
の
方
、
主
要
な
銭
鋼
曾
耽
は
完
全
自
給
に
な
る

手
段
と
し
て
、
自
己
の
直
接
支
配
下
に
石
炭
白
供
給
主
持

た
う
と
す
る
組
織
的
政
策
佐
途
行
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

英
風
波
鎖
業
白
大
資
本
は
主
と
し
て
他
の
恭
幹
産
業
費
本

に
従
属
し
て
止
が
り
、
と
の
と
と
は
人
的
結
合
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
安
本
の
優
劣
の
差
、
規
模
の
大
小
の
差
は
生
産
設

備
の
宗
と
し
て
現
わ
れ
る
。
勿
論
機
械
化
は
促
進
さ
れ
た

が
、
ど
の
程
度
に
ま
で
機
械
の
導
入
が
行
は
れ
た
か
が
問

題
で
あ
る
、
新
し
い
炭
鉱
を
多
く
持
つ
大
資
本
を
除
き
、

純一
等般
入の
をノj、
木企
i車業
な m に

らあ
しつ
るて
。は

~p 埋
ち臓
機是
械
へ緊
の坑
資

本坑
投道
1ては
心機

で不
あ経

るの情
。'I't

由ミ と
くな
で る
英 ζ

闘と
J炭主
型民 り
の阻
機害
械 さ
イ七 れ
はて
全 lい
甘3 る
との
し由三

て貨
俄 1情

〈
E
q
非
常
在
不
均
衡
を
示
す
。



機欄操裡によ昌生産量比率(%)

ま也 方 1913 1915- 1917 1919 1920 

Scotland 21.7 24.7 28.7 31.6 、34.0

N orthumberland 13.8 16.0 17.3 16.3 20.o 

Durham 3.5 5.4 6.4 8.1 9.0 

South Wales and 
1.1 1.1 1.5 1.9 2.~ 

Monmollth 

Yorkshie south 6.0 5.5: 6.6 7.41 7.6 

Yo:r:U~hire west 17.8 15.9 16.9 166 17.4 

DNeortbtuy g}旧日皿d 10.8 13.3 14.4 13.4 14.3 

乱IJnedECeCst2e2r2，n vcvk aτCwhldasミe 4.0 5.4' 6.8 8.5 9.1 

Easterri District 一-1 11 ~ 12.0 

工anoヨN51o11rrtqhCllesTIKE 
and North Staffad- 7.7 9.1 1!:l.9 13.8 14.0 
h灯es

Report o( the ~oyal Commission on the Cnal 

Industry. VoJ. 3. 1925. pp目 155-160.

機櫨録溜量比寧(%)

己ど 園米

50.7 8.48 1913 

65.6 14.11 10:31 

63.2 

米園は憧脊茨

且eporlof the Royal Commission 

of the Coal Industry. Vol. 3. 

1925. pp. 4.'1. 1'73. 

15.27 192~ 

ノ

出
比
鎖
業
に
於
U
る
大
規
模
生
産
の
有
利
主
一
不
し
、
又
一
般
的
に
英
国
炭
鉱
業
は
小
規
模
生
産
が
多
く
、
全
燃
と
し
て
炭
鉱
生
産
能

率
を
阻
害
し
て
い
る
己
と
を
指
摘
し
得
る
。
と
心
事
貨
は
不
振
期
の
み
白
併
微
で
は
な
い
。
炭
鉱
に
於
け
る
利
潤
の
甚
し
い
不
均
等

は
景
策
変
劃
に
際
し
結
え
す
炭
坑
の
閉
鎖
、
再
開
を
行
は
し
め
、
資
本
制
生
産
は
労
働
者
階
級
に
底
迫
町
市
民
主
た
d

か
か
る
不
均
等

性
を
内
包
し
な
が
ら
全
般
的
'
左
英
閤
炭
鋭
業
の
不
利
な
諮
保
件
は
賃
金
及
び
労
働
諸
保
件
の
不
均
整
全
般
的
た
劣
悪
化
を
仲
は
A
Y
に

イ
ギ

p
丸
山
良
輔
業
と
弊
働
者
階
扱

蕗
六
十
八
巻

豆
七
七

第
六
盟

句、



イ
ギ
リ
ス
炭
鋼
業
主
勢
働
者
階
粗

年生産量 企業数 I生産量ト!?交?代常l|表情 Iコスト li 
(草位1000ト，) (;nooトン)I (r .:-) . I (トシ首志) I (ト :-m志) I (トニ''Ifi志)

5-200 307 ~7'，360 16.22 20_23 -L21 

出)0-400 126 36，394 17.0δ 18.43 1'J.21 -0_78 

40弘-600 72 35， tl8 ¥18.34 17.90 18.04 -0_11 

600-800 28 ，10，132 18.86 17.58 

800-1，OQO 20 17，992 18.08 17.52 17.G5 -0.13 

1，000-2，000 19.60 17.77 17目49 十0，28

2，000 ~夕、上 8 I 22，744 19_76 1739 17.11 十0.28

Report on thf' Rnyal Commission on the C疋沼IIn也市try.Vol. 1. 1925 

p. 54. (註 6)

第
六
十
八
巻

=
一
士
八

第
六
蹴
一
一
四

は
烏
か
な
い
。

(
こ
む
こ
こ
は
行
論
で
明
か
に
す
る
J

か
く
て
第
一
女
大

戦
後
茨
餓
業
の
危
機
『
際
し
て
、
労
働
者
階
級
に
よ
O

て
固
有
ル
叫
が
唱

え
ら
れ
た
の
は
基
本
怖
に
は
ま
さ
に
と
の
よ
う
な
英
問
決
鉱
業
の
生
産

機
構
そ
の
も
白
陀
問
題
を
も
つ
の
で
あ
る
。

註
川
川
醐
鋼
曾
祉
が
決
鎖
骨
祉
を
合
併
し
て
垂
直
結
令
に
獲
展
す
る
白
は
多

〈
、
そ
山
代
表
的
な
も
O

と
し
て
南
ウ
で
1

ル
ス
(
目
。
昌
子
毛
己
ou〕
叫

切
札
。

d
Z
H
M
F
E
E事
げ
う
る
。
こ
白
倉
祉
は
一
万
搾
製
鋼
工
場
で
廿
世
組
。
始

出
よ
り
垂
直
結
骨
を
始
b
、
第
一
夫
大
職
後
特
に
設
展
L
た
。
(
資
本
金
、

一
九
一
一
一
三
年
H

ニ
0
0高
曹
、
一
九
二
二
年
H

一、

O
七
八
高
層
)
同
洲
町
司
自
己

4

r
s
。
。
も
人
的
結
合
記
媒
介
と
し
て
一
九

=
0年同
V22ロ
ロ
邑
4白
日

E
旨

。。

t
。
。
を
支
配
す
。
そ
の
他
J

門
司
邑
品
目

r
s
E仏
円
。
・

Evrd司
〈
E-

C
P
2
2骨片品
-
o
E
q
E己
g
r
g委
員

r
h
0・
撃
も
第
一
四
割
と
な
す
。

(
巴
]
・
4
〈

E
g
z
u
p聞記
ZZ具
合
自
ヴ
自
戸
内

B
E
E
r
p
p戸
阿
国

E
2
4・
E
日・

冨
・
宰
l
z
p
)

間
第
二
回
製
と
し
て
衣
白
ニ
官
祉
を
例
示
す
る
。

例
目
一
つ
、

J

↓
『
宮
d巴E向邑
ZFド

一
九
一
一
田
出
年
玄
で
に
数
個
の
山
茨
提
錨
を
令
併

L
、
一
九
一
四
年
に

E
E
E
L

合。

=
5
2
E
P
E
A
t官
併
、
一
九
一
五
年
国
主
乙

par-no--52mu
出
E
E可宮崎

国
3
4回
(
U
O
-

を
支
閉
す
る
。

例
の
一
一
、
噌
民
仰
の
G
乙
。
。
目
(
一
八
七
二
年
設
立
)
、

一
八
九
六
年

F
a
g
-
v
E
E
E旨
Z
E
E
E
-
-
2
2
を
一
九

C
C



時 LahourC岨 1Cο 

1 iiO~く暗 =Ro団welJ Coal Co， 1 ~ 0 r<叶~D叩ibrisfle Colliery Co・liiOii社 BowhiUCOa1 CO 

liililJ;社=Earlof Rossl}'ll's Cullieri田Ltd 中主主f眠時。 (l1>id.pp. 112， 135.) 

8" 睦111Q罰古車1品。

Richard Thomas & CO. '*属性<111' 1 ，(明 dAト ~IIO睡能 1 "， 11耳ー=肘Otll' 1 '" 1 111 時 ~<O掩訟， 1 ・~~<幹二回00慣

it' 1 刊 110叶~iiOO陣地。 1 唱 1<叶起 Redhou_fll I-lilI Iron & -CoaJ Co. -¥1 I ~， II 0暗記 NewSharleston Coll曲目Co.

ぬd1"主主~ I "lllli社立主主ド♀剖髄誼R世間長~~111 1fI掩ム λ' 軍事=<0樺4λ ， '1\:='\砕~IlI O慣ー入。 (Ibid. _pp.. 113， 
114.) 

:f肘 ill1くド手当~4註世号制~附<-\l .(0 "，.， lilK 1 ，(坦"'<~縦 Q 阿~""'事出~\J ι 。。

ド~l属医師， *1<"事ヨ岡己望管事k出 =ru~(-<." 去三時骨量=同〈中-<'聖護酔棋~-\l置くF 曜害事H握~ 1 KI -<' '"κ"*相・艇聴

=g[!s<" <型霊監盤~I.mli-<' t判潤"世=11 < iJ -<0 '(The Coal Cr出払 p.28.) 

思ol' . Eoldwin Ltd. Q判事担-/(，0藍睦ω位F。

J. R. Wright=Natibnal Smalting Co. Ltd目

H. L. Da沼田=EagleT阻 ν.IateCu.， Ltd 

軍Q11' Collieries Bu巾，1可 MainCul1iery CO'J Ltd. (Yorlsshire) 日聴4rro

R. Jal附 =Walhend anrl Hebburll Coal Co.， Ltd. 

Thornclff Coal DistiJlation， Ltd. 

G. M. Richir = Kopper Ov-匂1 CO'
J 
Ltd. Whitehaven Colliery C。ーLtd.

J-L C. ElUbleton=Redlington Coal CO.， L吋

J. K可=NeutoIl， Chambers & CO. Ltd. 

J. lr. W. La回 目ch=BritishTar Produds CO'
J 
Ltd. 

Glass Haughton & Castleford Cul1i町田， Ltd. 

♂、「砕"'~飛車哲雄4勲章栴lll'1'iI 構i<t<や 1114'ii 主義~(鶴 1 IIfI 



ぬマ砕~~時民事鰍ペ}愈軍事聖誕 臨4く+ピ損 111<0 睦1c嵩 111く亀

J，. & G. Wells， Ltd. Old S剖1北lk>試昨tc田 C白。d品l日凶lier町 5; Ltd. 

(Report of the Royal Cornroission on the Coal Industry. Vol. 3，_ 1925. pp. 134. 137.) 

5 恥入筏おや垣根t草云世帯E担c;.the Departm阻 tCo阻 mllteeドQ1 ~ I 同社1I 1 m:; ~mQ粗削目立崎 Uν"'::R晶ド'噂坦聾望糟

，(~単駐車州銀 T ド与陣。

Andbe much mOIe印 stly，] 也氏"Y下一一一 Yes.

Yuu do llot hold out凹 uchhope in thal direct刷出血?

1 do not think y01l w0111d get much b企nefitfroro the iutroduction of m配hanicalcoal cutting. (Report-of the Depnrtmenl 

CommIUee. apo阻 tedto inquire into the conditions prevaiIing in the coal mining iudustry due to the war. Part. 11. 1915. 515. 

516. p. 14.) 

ε 1~lill日叶魁ピ私\-I~Ji[ U~@州市」 ν 主的。

(Report of the Royal COIl山崎山non the coal ind，c-strYl Vol. 1， 1925， p.-259.) 
ε <~耕輔坦葉、」い与ドQ~ IJ ~:ti判断定必 "， Q 1"t;~' 簡 5 宜主E刊-"...ユ世主昨毘刊品時01

¥ 

(Report of the Royal COnll田崎ionou the coal industry. 1925. Vol. 1. p. 60.) 

~心」 νThe United Collieties， Ltd. ぬJ~早曝J底的。長官0~ fEi場記樹相理JνI ~O< llí" <l民~州自画"同縦士1ωE軍」ド♀伸。

(D. J 可

(11 J) 号室日号基盤以来士rZd[!随一

相〈園部自室料Q堤l習量基盤!;!-l;!fl¥♀eli' :長話~:J二占ζ時。

(1) retial COJl merchants and dealerふ山 coalfactors '，and ¥vhoJesale仁:Jalmerchrmts 

(3)∞aJ expor匝rs. (4) colliery回目mgagencles 



と
れ
ら
の
機
関
が
生
産
者
と
消
費
者
閣
に
介
在
し
不
必
要
に
ん
き
い
利
得
を
取
得
し
て
い
た
。
卸
ち
と
れ
ら
の
利
得
忙
ワ
い
て
サ

同

、
、
与
一
ル
報
台
は
次
の
如
き
数
字
を
あ
げ
て
い
る
。

3
)
弓
E
-
E
g
n
r回
E
m
u
-州
内
出
(
第
一
弐
犬
勤
前
)
=
叫
内
向
(
第
一
戎
大
艶
後
)

(
国
)
印
胃

4
1
Z
C
]
自
己
O
E
E内
F
E
Z
リ
品
CmN(第
一
究
大
理
前
二
年
間
)
晶
乏
(
冨
出
)
(
印

V
Z号
の
富
]
恒
石
E
Z
Z
H
∞
-
記
(
臣
民
匡
)

(
h
p
)

内。

--rq
切己出口町

M戸時
dEUMOmwuH申
告
札

(
H
C
M
S

日
「
回
九

(
E凶
凶

出

)

と
の
よ
う
な
事
貨
は
努
働
者
階
級
に
と
づ
て
混
乱
ぜ
る
制
度
以
外
の
何
物
で
も
友
か
っ
た
。
営
時
の
流
通
機
構
の
紋
陥
を
指
摘
し
，

て
南
ウ
ヱ

1
ル
ズ
坑
夫
物
合
刷
会
良
長
の
∞
。
巴
官
、
町
は
弐
白
如
く
述
べ
て
い
る
。

か
く
で
サ
シ
キ

l
委
員
曾
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ

t
分
配
的
混
飢
ぜ
る
制
度
は
旋
鎮
の
私
有
制
度
の
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
即
ち
相
臆
の

生
活
水
準
と
実
閣
の
融
H
M
却
の
た
め
に
産
業
を
再
組
織
す
る
目
的
の
坑
央
町
闘
字
、
毛
れ
に
罰
す
る
援
鋪
曾
祉
及
び
個
人
の
宋
繍
所
有
者
自
ら
の
せ
っ

ば
く
せ
る
反
則
剖
闘
宰
「
い
針
麿
レ
て
利
潤
川
連
め
ら
れ
る
結
を
一
事
業
か
巳
一
他
勾
事
業
に
移
し
か
え
る
と
一
エ
う
比
類
な
き
機
曾
と
彼
等
即
ち
茨
錆
曾

枇
及
び
擬
鏑
所
有
者
に
奥
え
る
ち
の
で
め
る
d

'

英
園
炭
焼
業
白
沈
描
機
構
は
生
産
機
構
と
同
じ
く
資
本
削
機
構
白
快
献
と
し
て
あ
ら

b
れ
危
機
を
深
化
さ
せ
た
。
卸
ち
石
茨
成
費

債
格
を
高
か
ら
し
め
、
轍
同
心
不
振
右
招
来
す
る
と
と
も
に
園
内
用
石
炭
債
格
白
吊
上
げ
、
労
働
者
階
級
の
斗
争
を
ひ
き
烏
と
す
要

悶
と
も
な
っ
た
。

詰
町
内
と
の
四
つ
の
糊
闘
に
つ
い
て
の
役
割
噸
構
に
つ
い
て
は
同
4
2向
。
『
【
宮
間
品
旦
門
。
包
E
E
M
O
S
S
F問。
E
-
言
E
m
-
4・
〈

O
]
F
E自

E
Y
E
-
c
p
参
照
。

向

F
匹、】
W
E
M
∞
♂
吉
凶
毘
・

(3) 

FH品
川
、
Q

H

ω

・
2A嗣・

イ

S
F
ス
炭
鍋
業
と
捗
曲
者
陪
識

第
六
十
八
巻

= 
/可、

時
~ 
r、
韓

t 



イ
ギ
ヨ
ス
決
鎖
業
と
静
働
者
階
綾

第
六
ナ
八
巻

J¥ 

事

鵠

i¥. 

(
一
)
茨

英
図
白
茨
鏑
業
は
、
生
産
及
川
ぱ
流
通
に
多
く
の
構
迭
的
矛
盾
を
内
包
し
な
が
ら
も
第
一
夫
大
戦
前
の
一
九
一
一
二
年
ま
で
護
展
し
つ

づ
け
る
と
と
が
州
来
た
。
し
か
し
第
一
次
大
戦
前
の
戦
時
統
制
ピ
経
て
、
途
に
戦
後
世
界
の
一
般
的
危
機
D

一
部
と
し
て
英
図
資
本

主
義
も
危
機
に
立
た
さ
れ
、
茨
鱗
業
は
そ
の
焦
貼
と
し
て
現
わ
れ
た
。
生
産
量
の
下
落
、
生
産
性
の
侭
下
は
絶
潤
的
に
、
相
鈎
的
に

著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
女
表
は
こ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

英

園

炭

鍍

業

危

機

の

深

化

鋲

危

機

業

白

英米濁隼生産高

(車位100高トン)

年式 米園 l実園 調謹

1905 350_6 

1910 447.8 

1911 443.1 271.8 I 230.7 

1912 477_2 260.3 I 251.6 

19¥3 508.8 287，3 272，8 

19¥4 458，5 265.5 241.1 

1915 474.6 253.1 231.0 

lOl6 u20.8 256.2 249.2 

.1917 58L6 248.4 259.0 

1918 605.5 227.6 254，6 

1919 

1[120 587.7 ~29.4 i 239.3 

192.1 45~.1 163.1 255.0 

}922 425.8 249目6 262.8 

1923 587，0 276リ 177.5 

1924 512_0 267_1 239_2 

Report of thc Royal COll1missIon 

on the coal iudu:stry. Vol. 3. 1925. 
，. 

p. 17 



量世界産農高主主要草ケ歯止

全世界産額 告来園
王ケ図

年'!Ic (1川高トシ〕 (妬) (持、(%) (9百財)
言十
(%) 

Uヨ

1890 [j13.1 27.6 3u.l 17.4 5.1 Q.5 86.7 

1895 581.7 30.5 33A 17.9 4.8 。お fJ.7A 

1900 7G5.9 31.7 29.8 ]9.5 4.3 O~9 86.2 

1905 9280 31.3 25.7 ! 3.8 1.2 80.7 

1910 1，143.3 38.9 23.1 19.4 3.3 1.3 86.7 

1915 1，310.0 40.5 2L.6 19.ケ 1.5 1.5 84.8 

1920 1;3l0.0 45，3 17.6 1.9 2.2 86.8 

1926 38.7 l~.O 4.3 2.1 83.1 

イ
ギ
リ
ス
炭
輯
業
L
Z

勢
働
者
階
級

英圏友坑固有問題東亜経済調査周 p.4.掲載。

Blue Hook and Mitleral lridustrずによる数値。

(トン)

目 弐 I 英国 l| 悌園 1 自国 I 調題|骨量図
(平均)

蜘|招致醐|指敦賀数i指敦賀致|指数|醐|撒

間 4ー刊 I 270 100 154! 100 I 135 : 100 i 209 I 100 I 327 I 100 

1879-83 319 I 118 

1884-88 i 319 i 118 196 i 127 ! 17R I 128 i 269 I 129 i 398 I 121 I 

1889-93 I 282 I 104 201 I 130 I 168 I 124 : 257 : 123 I 444: 136 

1894-98 I 287 I 106 208 l' 135 I 174 I 129 I ~62 I 125 I 447 I 137 

18田 1叩 3 出 9I 1町 198 I 129 I 169 I 125 I 247 I 118 i 542 i 171 

1904-08 I 283 I 104 1941 12611621 120! 251 1'20)附汀

1909-13 I 257 I 95 

H1l4-18 I 25:.l I 94 
回目 1部一 1釘叩 217

1919-23 I 195 I 74 132 ~ 86 I 135 I 100 I 163[78 I 6盟 190

各国農鏑夫ー人宮り出歳高比較累年表

第
六
十
八
巻

ブL

ヨ一八一一一

第
六
披

Report of thc Royal Commission on the coal iw:instry. Vol. ，3. 1925 
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イ
ギ
リ
ス
茨
鋼
業
と
勢
働
者
階
級

第
六
十
凡
巻

第
宍
競

O 

今
世
紀
に
入
る
や
米
闘
に

コ
一
八
回

一
八
七

O
年
に
は
全
世
界
石
茨
産
川
量
の
牛
数

T
五
一
・
五
%
)
を
占
め
て
い
た
英
闘
の
茨
鍍
業
は
、

劣
り
、
遂
に
一
九
一
七
年
に
は
ド
イ
ツ
忙
も
譲
る
結
果
と
な
b
、
産
出
絶
封
量
も
一
九
一
八
年
以
降
甚
し
い
低
落
を
示
し
た
。
生
産

(トシ)

図 月日 1913 19:;]。 才骨 減

AU5tri且 Hungary 1，056，634 

Belgiuffi ~，031，077 671，385 I -1，31')9，602 

Denmark 3，034，240 1，040，107 I -1，994， l33 

F，叩oe 12，775，909 11，6!.l0，922 - 1，084)J87 

Germany 8，9δ2，318 13，457 - 8，938，871 

Greece 727，899 98，238 629，661 

Italy 9，647，161 2，905，217 - 6，741，944 

Nt:1ht:rl出'" 2，018，401 '239，067 - 1，779，334 

Norway 2，298，345 800，u17 - 1，407，432 

! Portugal 1，2ο1，722 301，413 900，309 

RUSla (b) 5，996，434 92，879 - 5，905，555 

Spain 2，534，131 290，141 I -'2，243，900 

Sweden 4，563，076 1，372，478 - 3，190，598 

Turkey 369，789 60，017 309，772 

AIg-eria 1，281，664 510，837 ケケ0，827

Canary Island 1，1'14.s29 382，249 732，480 

lj:gypt 3，162，479 985，423 - 2，177，056 

United States 6，250 “，250 

Argentina 3，5721，88 3，419，904 

Brazil A 3，696，871 273，668 - 1~728，727 
句

Chili 588，526 158，144 581，4θ4 

Untgay 723，936 7，122 606，456 

OCCth1LEeEr tty ForeIgn 1，414，406 1，030，711 383，695 

九 Total 73，400，118 24，931，853 -48，468，265 

第一攻大躍後英圏炭D海外市場白需要白:届退

(a) 1920年 度仕OtherFo目 ignCOlmtri師に合む。

( b) Finland， Latviaを骨む。

Report of the Royal Commission on the I'.oa] ， inollstry. 1925 
Vol，_3. p. 18ょP作成す。



能
率
に
於
℃
も
米
圏
の
飛
躍
的
用
車
畏
に
も
拘
ら
ム
ァ
、
英
圏
の
そ
れ
は
今
世
結
以
降
機
織
し
た
低
下
か
示
し
た
。
が
く
て
第
一
夫
大
戦

末
期
主
り
戦
後
に
か
け
て
そ
の
生
産
は
全
く
の
沈
滞
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
英
岡
山
事
鱗
業
の
戦
後
の
危
機
は
京
表
に
よ
ヨ
て
明
ら
か

な
よ
う
に
此
に
第
一
女
大
戦
前
上
り
怪
胎
し
、
銃
逃
せ
る
生
産
構
浩
そ
の
も
の
に
基
因
す
る
も
白
で
あ
っ
て
、
戦
時
中
は
税
制
を
も

り
て
と
れ
を
糊
塗
し
得
た
に
す
ぎ
ヂ
・
途
に
戦
後
、
推
積
せ
る
諸
矛
盾
が
市
場
喪
失
と
と
も
に
危
機
的
筏
相
を
招
来
せ
し
め
た
の
で

司

あ
る
。
英
関
炭
鉱
業
は
そ
の
利
潤
の
多
く
を
輸
出
に
よ
っ
て
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
う
て
、
戦
後
の
市
場
の
琵
失
は
極
め
て
大
き
な

れ
撃
と
な
ヲ
た
。
右
表
は
第
一
次
大
戦
後
の
海
外
市
場
の
喪
失
吐
一
万
す
も
白
で
あ
る
パ

と
の
よ
う
在
第
一
次
大
戦
後
の
市
場
爽
失
の
原
因
と
し
て
、
(
一
)
得
意
先
の
衰
微
、
亡
さ
新
炭
坑
の
愛
展
、
三
一
)
代
用
物
。
使
用

時
加
、
(
四
)
諸
外
閥
特
に
謝
迩
と
の
競
争
、
(
五
)
ず
斗
ル
サ
イ
ユ
僚
約
に
よ
る
影
響
等
を
サ
ミ
ヱ
ル
委
員
合
報
台
は
指
摘
し
て
い
る
町

諸
外
閣
の
茨
鋪
業
の
殻
展
に
よ
る
英
関
茨
鱗
業
の
衰
退
は
山
市
慣
白
賄
上
り
み
て
営
然
で
あ
る
。

最値 比較表

(per Long ton at P出 Mouth)

年究 l実園 | 来園 | 淘逸

Fミ d チミ d 同 d 
1905 6 11 5 7 8 7 

1910 8 2 5 9 9 11 

1911 8 2 5 9 。9 

1912 9 1 6 o I 10 6 

1913 10 2 6 1 I 11 2 

1914 10 。6 1 I 10 7 

1915 12 6 6 01 10 9 

1916 15 7 6 10 10 9 

1917 16 9 I 11 10 12 。
1918 20 11 12 8 I 15 9 

1919 27 4 I 14 1 I 11 9 

1920 34 7 I 23 10 13 9 

1921 26 2 I 19 o I 10 8 

1922 17 8 I 16 6 

1923 18 10 15 o 

1924 18 10 

イ
ギ
リ
ス
炭
鋼
業
と
勢
働
者
階
組

静
六
十
八
巻

=
一
八
五

Report of the Royal Commission 

on the coal induitry. Vol. 3. 192'5. 

p. 21. 
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イ
ギ

D
ス
炭
蝿
業
と
第
働
者
階
蔽

第
六
十
八
巻

コ
一
八
宍

第
六
鵠

危
機
に
直
商
し
て
英
閣
の
茨
鏑
業
者
に
と
り
で
は
如
何
に
し
て
茨
債
を
切
下
げ
る
か
が
問
題
と
な
り
、
従
っ
て
如
何
に
と
れ
を
努

働
者
に
聯
嫁
す
る
か
が
問
題
と
さ
れ
た
。
危
機
は
経
静
的
危
機
で
あ
り
、
階
級
針
ム
止
の
危
機
と
し
で
二
一
五
の
判
質
を
櫓
う
も

D
で
あ

る。

註
川
川
田
正
坑
業
陀
闘
し
て
の
第
一
究
大
戦
中
山
管
週
目
的
位
(
一
)
産
最
量
白
維
持
帯
加
、
へ
一
一
)
経
済
的
、
政
治
問
、
外
交
的
型
由
か
ら
の
輸
出
統
制
、

(
一
ユ
)
決
倒
の
貼
よ
り
圏
内
消
費
者
四
保
護
、
(
四
)
経
済
的
な
分
配
旬
確
保
、
(
五
)
争
議
に
よ
る
産
業
不
安
の
防
止
等
で
あ
っ
て
、
統
制
機
関
と
し
7

は
次
回
如
き
も
の
が
設
立
さ
れ
た
。

冨
百
北
国
国

-
F
O
凸

S
H
自

E
E
m
。
品
B
E
E
E
の
σ己
E
Z日

α
国
仲
町
内
《

U
S
H
F
w
y
a
Z
H
O
B
E
5
p
『
回
二
宮
町
ロ
自
主
円

O
R
X
E
E
F

E
白
)
〉
♀
・
民
国
昨
宮
門

E
E
-
n
s
-
E仏
門

c
r
F
弔
]
E
円
。

B
E
2
2
冨

毘

有

台

国

民

巴

巳

E
B
o士
官
官
乙
百
回
品
巳
E
C
P
M門

出

e
E
a
v
R
巴何時

B
S
L
F
O
問
。
回
目
自
問
。
官

E
M
B
-
E弓
骨
同
国
μ

併
の
o己

(
A
S
Z
P
H
E
m
O
4
R
E
E何
回

C
E布
日
出
向
己
馬
台
。
己
冨

E
2

〉
岡
田
何
回
何
回
沖
合
。
口
出
口
出

EH。同
μ

〉
2
・

し
か
じ
こ
由
競
制
白
本
質
は
、
私
企
業
の
ま
ま
に
し
て
、
そ
の
組
織
に
何
ら
基
本
的
経
革
を
輿
え
る
こ
と
な
〈
、
園
家
が
債
格
、
分
間
の
統
制
、
最

輔
資
本
家
に
一
定
の
利
潤
を
保
障
す
る
に
あ
っ
た
。
円
同
口

HM42匂
目
、
H
V
O
F
P
F号
冨
2
2
M
E
r
-
c出
品
目

E
v・∞や
i
g・
r
(ベ
官

官

民

げ

ooF

E
5
宅
目
思
ゆ
(
口
同
町
)

向
勢
働
生
産
性
低
下
回
原
悶
と
し
之
査
本
家
目
操
業
短
縮
、
個
人
的
努
力
の
減
退
、
賃
金
上
昇
白
た
め
努
働
意
欲
心
減
退
隼
が
謂
わ
れ
、
こ
れ
に

到
し
、

F
E
r
国
主
唱
聞
は
す
べ
て
に
反
罰
し
て
お
り

2
E
H
p
r
z
E
m
E
・
Z
え
E
E
H
M
E
P
S
え

F
O
E
E
E
E回。

E
Y
E
E
)
Z
n器
開
宏
司
創
刊
与

は
そ
の
原
岡
と
し
て
資
本
家
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
と
担
皆
目
誤

η
を
指
摘
し
て
い
る
。
(
耳
世
田
岡

F
E早
川
、
同
古
田
z
a
H自

E
F
m
E
E
E問

E
E怒
号
¥

叶

vmFPCOZH
冨
。
昆

Fq'
〈
巳
凶
・

]FCMM)

(3) 

一

九

一

八

年

三

月

一

丸

一

八

年

九

月

圏

内

用

右

旋

凡

・

ニ

四

斤

一

志

六

・

五

七

片

輪

出

用

君

最

大

志

宍

・

八

片

一

O
志
C
・
一
一
一
八
片

(
p
e
r
-
5
c
m
E
F
2
E島

E
5
5
E
P
E
F
E
F
F
E唱

E
Z
E
q
p
哩ュ

c士
宮

E
2勺
2
2
P
E
W
N
E
C
:
=
r
o
F
E
E
-

ト
シ
営

p
利
潤



同一

E
E
E
-
Fロ
『
理
由
日
出
自
己
7

冨
ロ

T
U
E・

)

山
間
関
召
。

z
t
F
R
問
。
盲
目
白

σEEmmMCロ
S
F
η
E乙
里
色

E
可
手
〈
乙
同
呂
田
、
町
町
民

-z

山
門
出
向

Z
Z
F
E
F
吋
宮

Z
E晶
w
a
F
O
E
S九

四

月

HZm叫】
P
J『

Z
E
V
S同
冨
S
F
q
〈。】・
4

岩
田
・
喝
事
。

(

一

一

)

危
機
に
於
け
る
英
図
炭
鉱
労
働
白
諸
問
題利

潤
を
確
保
す
る
か
に
問
題
を
持
っ
た
。
郎
ち
そ
れ
は
如

何
に
賃
銀
を
切
下
げ
、
労
働
時
聞
を
長
く
し
、
労
働
強
化
主
行
う
か
の
問
題
と
な
っ
た
。
か
か
る
努
働
者
へ
の
負
婚
の
特
嫁
は
茨
鎖

英
国
決
鱗
業
白
危
機
に
際
し
て
安
本
階
級
は
如
何
に
茨
仮
を
切
下
げ
、

農鋪業戻v'他産業成年事事働者賃金比較妻

産 業 a 霊月有119E9T82力中9す5目年年賃寧』金にる9 1 1 | | l 
1(f週9u2l5l年we9給ek且) 

Iミ:iilw a Y Se rvice 150414406L s 
5 4 d 

BuLzladbmog urers 125155s7d 

Dock 
La.bourers 

(百拾)

Elecー tLicaitbyouSruEprps ly 120 I 54510 U 

Gas w口rks '115 I 52 s 11 d 

L(lcal A，lthority': 
110 I 53， 5 <1 Laboure(s 

T，仁amnwdaltycstcx.s 112 i54s9d 

Drivers lOO 595 2 d 

Roard Transport 125 535 2 d 

ぐ心altgernMocueinnd i、nvgaagned s SullriS 6.'3-90 1145 (l c1-52，昌 6<1
Undergrou 
Surf乱.ce

EnLg14nMeeurzmezgs • 80-85 405 2 d 

S}3L1paIIJhUoludr1enE g 7o-80 385 5 d 

h口nOre and 2750 5E 7d← 6 s 2d 
IrOl1stone Mining (ー交代営哲)

Agriculture 59-90 1295 -37 S 6d 

イ
ギ

u
J
ス
炭
輔
業
と
勢
働
者
階
蔽

静
六
十
八
巻

三
八
七

第
六
輔

Report df the Royal Commis~i()n On the coal 

indll日 ty.Vol. 1. ]925. pp. ]56. 157. 、



イ
ギ
刊
J

ス
炭
鋼
業
と
努
働
者
階
殻

第
六
十
凡
巻

耐
労
働
者
の
第
乏
化
在
進
行
せ
し
め
、
資
質
賃
金
の
一
低
下
、
労
働
僚
件
の
悪
化
は
諜
し
か
っ
た
。
賃
金
、
労
働
時
間
、
災
害
、
生
活
保

三
八
八

第
六
披

四

件
、
特
に
住
宅
、
・
以
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
と
れ
を
明
ら
か
に
す
る
。

決
鎖
労
働
者
白
賃
金
は
他
産
業
に
比
較
し
て
必
中
し
も
良
好
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
(
前
掲
表
参
照
)

第
一
次
大
戦
中
に
没
餓
労
働
者
の
貨
幣
賃
金
は
上
昇
し
た
と
は
い
え
、
前
表
に
土
つ
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
そ
白
増
加
率
は
他
産

業
よ
り
も
低
い
。
で
は
資
質
賃
金
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

炭鏑平均賃金

増加比率

(1880.年より)
19.20 - March 

Jtme 152 年 増187加9年串暮(出哨) 

Septe mher 164 

December 165 1880. 4.58 

1921 恥iarch 133 1890 43~64 I 

Jnn'e 119 
190.0. 53~22 

September 110 

Dece皿 ber 92 
1910. 4968 I 

1911 50.52 
C口mmitiee on IIldustry 

1912 呂3~12
Tmde SllTvey of Industry 

Relation. 1926. p. 97. 
1913 58~59 

1914 60~0.0. I 

191G 78.05 

1916 103.75 

1917 133.75 

1918 133.75 

1919 133.75 

1920. 133.75 

1921 128.475 

生活賢増加寧

(1914年 6月基準)

F皿lay，A. G】bson:

The Cual Mi田 ng

Indus.try of the 

Kingdom. 1922. p. 

145. 



IBe，…1川………wげ山巾w Pove町o凹叫v刊et y1i B……10同………o刊刊一一w刊叫巾一M昨蜘山e白町a叩nl B lhM……o叩川w川 H
Sta.ndurd St且ndard I Need討tnnd坦，d

% % % 

A B A B A R 
All undergrOl7nd 2~O 9.4 2.8 28.1 22.4 58.6 

All surface 5.2 52.0 29.3 78.4 76，1 99.4 

All underground and 
4.6 17.7 12.0 37.9 32.9 66.5 

5urface 

イ
ギ

B
ス
山
庫
鎖
業
と
勢
働
者
階
級

Rowntreeの基準陀よるもの， 19田年上宇期

2. A.... .Families as percentagc of all men 

B， ... .Ceildren as percentage of all clllkiren in that" grade. 

Report of the H:oyal CUHJl!lission nn the coal indu5try. VoL 3. 1'025， p. 865目

生
活
費
の
戦
前
よ
り
の
激
し
い
増
加
に
針
し
、
賃
金
は
一
九
一
九
年
‘
八

%
の
増
加
(
生
活
費
は
二

3
財
布
二
九
三

O
年
六
月
で
は
一
一
一
四
%
の
増
加
に

(
生
活
費
は
一
五
ニ
ガ
晴
、
前
表
参
照
)
従
っ
て
戦
時
中
白
生
活
費
白

騰
貴
に
、
針
し
賃
金
増
加
下
廻
っ
て
い
た
。
か
く
て
決
鱗
労
働
者
白
生
活
白
貧
困

す
ぎ
な
い
。

化
は
上
表
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
極
め
て
悲
惨
な
赦
侃
に
亘
っ
た
白
で

あ
る
。加

え
て
決
鎖
労
働
者
の
賃
金
は
業
種
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
差
は
甚

そ
の
改
善
は
産
業
組
織
白
一
般
的
諸
問
題
。
基
本
的
な
解
決
な
し
に
考

し
く
、

f主
主主 さ
鋭、れ
豊子 な
働い
日寺 R司
問題
は と
ーな
九つ
o 1<ζ 

i¥ 
4ド

の

r 
o 

rコ
B 
与d
向

問。
問
<> σq 
E 
" <1'. 。
目

h 
o 

に
止
っ
て
坑
内
夫
八
時
間
(
坑
外
夫
に
は
直
則
さ
れ
主
に
規
定
さ
れ
た
が
、
と
れ

は
各
揚
時
間

(
E
E
S四
戸

E
4
は
除
外
さ
れ
、
事
質
上
八
時
間
牛
が
平
均
的
危

¥ 

も
の
で
あ
っ
た
。
前
記
し
た
通
ロ
ー
ヤ
ル
テ
什
か
ら
生
す
る
茨
坑
位
置
む
非
合

理
性
は
不
必
要
に
長
い
坑
遣
を
取
ら
し
め
、
省
揚
時
間
も
地
方
に
よ
円

J

て
差
が

甚
し
く
、
所
謂
「
坑
口
か
ら
坑
口
ま
で
」

(
F
E
Eロ
r
S
F再
)
は
十
時
間
以

上
の
も
の
も
あ
っ
た
。
八
時
間
法
は
茨
鍬
山
労
働
者
に
と
っ
て
未
だ
十
分
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

館
大
十
八
巻

三
八
九

第
プて

披

五



イ
ギ

P
ス
炭
繍
業
と
努
働
者
階
綾

第
六
十
八
巻

三
九

O

第
六
観

~ ，、

一
九
一
八
牛
来
六
時
間
制
の
要
求
と
し
て
現
れ
た
D
で
あ
る

J
F

如
何
に

労
働
組
北
が
行
は
れ
て
い
る
か
は
シ
ャ
ド
ウ
ウ
ェ
ル
白
指
摘
す
る
ダ
1
ラ
ム
炭
鉱
地
方
白
一
般
死
亡
率
、
幼
児
死
亡
率
、
出
生
率
に

従
9
4
て
八
時
間
法
の
修
正
は
鼠
に
戦
前
よ
り
要
求
さ
れ
、

よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、

又
災
害
の
増
加
は
と
れ
を
如
賀
に
一
不
す
も
白
で
あ
る
。

主要原因にk畠傷害人敬

Explosion 169 1.11 H民 101 

F叫lsof Ground 55，446 62，341 G3，148 70.20 

Shaft accident 873 !J65 

II旦ulageacc.ident 40，946 44，1441 46，976 54，61 

Other accid臼，t 46，649 57，319) 59，64.5 09，590 

To1al helow grollnd 144，083 164.，823 170，868 195，47 

Railway & c. 4.，045 4，15日 4，256 4，711 

Othe1:' 7，73] 9，980 11，205 13，516 

T ()tal below ana且bnve
155，859 178JJ62 186，388 213，699 

grOlmk 

NuemnEbpelr oyFeed rL000 145.6 154.9 158.6 172.9 

Report of the Royal Comm路 島ion nn the coal indnstry. 1925. 

p. 86. 

t1: 
基と
く n
も ら
のの
で災
あ害
り が

多
と ν、
n と
の と
根は
木経
的管
1~停の
決惑
は f長
決件

オし抗
て 園
い有

たの化
。t1:

侯
7と
ね
ば
な
ら
な
ν、
こ
と
曲三

指
摘
さ

山
友
鱗
労
働
者
D
生
活
は
特
に
住
宅
に
於
い
て
悪

保
件
に
治
か
れ
て
い
る
。
第
一
の
問
題
は
E

。話
a

E
q
E山
口
眠
、
で
あ
る
。
五
室
以
下
の
住
居
に
あ
り

E
っ
一
室
二
人
以
上
白
住
ん
で
い
る
の
は
、

九

一
二
年
に
於
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

守
ェ

1
ル
ズ
で

七
・
五
%
、
グ
1
ラ
ム
で
三
二
・
二
%
、

ラ
ン
ド
で
一
二
三
・
七
%
で
あ
り
、
特
に
茨
鱗
白
密
集

ス
コ
ッ
ト

地
は
五

O
V月
以
上
を
不
し
て
い
る
。
第
二
に
そ
れ

ら
建
物
白
諸
保
件
で
あ
る
。
荒
践
し
た
、
風
雨
に

さ
ら
さ
れ
亡
い
る
屋
根
を
持
つ
建
物
、
衛
生
設
備



の
快
如
、
過
山
町
な
歩
道
、
水
道
の
紋
如
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
あ
。

と
の
よ
う
陀
茨
鉱
山
労
働
者
の
生
話
は
「
不
十
分
な
食
料
、
不
十
分
な
、
住
居
不
十
分
な
被
服
、
段
見
聞
」
を
じ
か
持
た
ふ
な
い
生
活
で

る
っ
て
、
ま
さ
に
貧
凶
そ
の
も
の
で
あ
れ

J

た
。
す
べ
て
己
れ
ら
労
働
諸
怯
件
白
題
化
は
英
国
表
鱗
業
白
根
本
的
な
改
革
以
外
に
是
正

さ
れ
歩
、
労
働
者
自
身
モ
れ
を
自
問
比
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
し
亡
か
か
る
経
山
世
間
諸
像
件
が
第
一
夫
大
戦
後
の
園
有
化
斗

q
D契

註
川
川
政
府
税
制
目
下
に
あ
っ
て
賃
金
は
上
げ
ら
れ
た
。
一
九
一
七
年
九
月
一
じ
日
一
六
歳
以
上
一
日
一
志
六
片
一
六
歳
以
下
一
日
九
片
増
額

一F

九
一
八
年
七
月
一
目
克
に
一
六
歳
以
上
一
日
一
志
六
片
一
六
歳
以
下
一
日
丸
片
増
額

一
九
一
九
年
一
月
九
回
二
八
歳
以
上
一
日
ニ
志
一
宍
歳
以
下
一
日
一
志
噌
鋪

向

日

-
E
-
z
-
P
F
開
。
。

2
5
0
5島
問
。

E
-
Z
E
3
3
J士
宮
君
主
仏
耳
目

F
E
Z
F
2
2・
E
誌
宅
・
宰
匡
凶

骨
諸
物
借
り
一
九
一
四
年
陀
封
比
し
た
ご
五
年
目
騰
貴
は
女
三
週
り
で
あ
る
。

d

河

川

川

師

団

副

田

町

割

引

油

田

制

叩

叫

可

凶

剖

1

1

1

a

v

r

a

 

c

m

出

J

匝

山

町

s
曲

目

)

E

1

t

t

仁

I

n

s

e

-

-

E

 

u
h
z
u

叫

9

向
一
即

m

d

d

p

く

機
と
な
る
の
で
あ
う
た
。

料

ンン

食

ベ

パ

間
春
場
所
要
時
間 ン

グ

肉

Fレ% 問時

イ
ギ

9
ス
卦
錬
業
と
捧
働
者
階
扱

タ39.8 "ず30分以 F

28.2 ジヤガイ毛

賃

"'，他

料

0.2家

21号待

被
従つ C第働時間

は60%が 8時間燃

半以上となる。

(G. D..II仁olc:

LαbOllr in the 

coal-mining in-

dustry. 1923. P 

"".) 

そ

45 

45~ôO 

60分以上

第
六
十
八
巻

大a

第
六
抽
出

七



イ
ギ

p
ス
長
銭
業
と
労
働
者
階
叡

胡児

死亡車
-~~ 
死亡率

22 110 England and Wales 15，7 

2.87 133 17.3 

35.1 110 16.8 

34.9 145 18.7 

34.3 155 17.5 

23.3 164 18.9 

31.5 153 17，1 

第
六
十
八
樺

第
六
競

J、

均

一

v

九
一
八
年
の
冨
・
】
『
E
C
・
回
目
決
議
(
所
調
印
♀

F
喧

ユ

同

2
0
E
Z
E
)
と
し
て
六
時
間
制
の
要
求
が
出
さ
れ
て
い
る
c

R
R
E
2
ι
R
Z
吉
井
o
E
2
2
F
m
E己
HNmHhZ由
。
内

F
E
O
仏角川

HW52仏
切
場
町
内
官
何
回
目
]
一
目
白

C
4
0
5
E
E時
【

C
R
U
S且
三
一
回
。
冨

E
Z
E凹
E
問
。
民

akpn
司、

E

F
弘
三
恒
例
同
ち
己
目
ョ
目
印

Mmw】
日

-
v
o
E
V
M
E
Z宮
内
凶
食
向
。
『

Em]弘
首
己
目
ョ

E

F
三

〉

F
=
(
F
ロ-
z
-
n
o
H♂
岡
市
V
白
色

J

目ν
・
日
目
・
)

向

車

ム

L

生

ラ

示

叫

)

出

戸

を

u
m

グ

態

'

位

欺

且

い

リ

I

I

U

L

h

u

 

d

車

川

9

H

斗

X

1

凶

か

h

m

白

地

肌

叫

凹

鎖

J
叫

出

炭

出

叩

L
M

て

w
d

L

山

N

1

内

市

a
d

白
骨

M
F
A
V
O
げ

則

。

を

る

い

刷

S

表

方

い

凶

出

土

地

て

付

加

ブし

30.9 132 17.0 

g
 

n
 

z
 

p
 

qu 
C
 

1

0

 

u

h

 

b

g

 

d

α

 

E

E

 

-

-

。。

ι
n
s由
時

3hHZ【
泊
打
。
目
白
恒
三
百
周
↑
一
回
巴
同

3
5ュ・

]ZF∞
匂
念
凶
・

同
内
旬
。
ユ
。
『
岳
伶
円

σ自
E
E
H
C向
。
ロ

Z
'
E己

H
U
E丘
町
可
〈

S
M
H
@凶
印

〉

-uHU9ML
ヨ
Z
3
u円

MYMMWP

〉
ロ

E
同
己
円

i
H
宮

E
白書
h
s
a
F
0
5
E一回
n
n
F訟

E
H
W同
町

m
F
E
U
ω
・

司

-
E・)

(8) (7) (6) 

DQrham Cは.mtry

王Ietton

Easington 

Seaham 

Stanley 

四

一
般
的
危
機
以
前
の
炭
鍍
附
労
働
組
合
運
動



英
図
労
働
組
合
運
動
白
震
の
力
は
六
丈
産
業

(
U
3
F
0
2己
皇
宮
内
4
・3
)
F
n
r
B
E仏
a
o
o
ご
E
Z
4
3
)
S哩
宮

E
品
目
-

mEゆ
l
E
E
Z
(
S
F
E仕
品
目
島

24炉
問

E
m
Z
E
E肉

(
S
F。
S
E
E
-
g
m
Z
(
3
P
O
E
M
-
zこ
に
あ
る
と
謂
れ
Z
H
特
に
茨
鍍
労
働
運

動
の
近
代
英
園
労
働
蓮
動
に
於
け
る
役
割
は
重
要
で
あ
る
。
山
友
鎖
勢
働
者
が
英
図
産
業
労
働
者
中
占
め
る
比
重
の
高
い
こ
と
は
肱
に

指
摘
し
た
鮪
で
あ
る
が
、
英
闘
労
働
組
合
の
組
織
閣
に
つ
い
て
、
叉
労
働
黛
去
の
闘
係
忙
ワ
い

τも
同
一
白
事
情
に
あ
る
ブ

'11'世 1，OUO人

卜IlT刊誌:日jZJ忠弘13TFU-CDEgress FGdEration G-B. 

1900 1，972 1 200 48 22 363 

l"JOl 1，979 1，400 50 22 344 

1902 1，966 1，500 50 22 343 

1903 1，g42 1，423 49 21 339 

1904 l，pll 1，541 51 20 326 

1905 1，934 1，555 52 19 323 

1906 2，129 1，700 δ2 26 332 

Hi07 AOd p竺42占lo 1，7Z7 67 3o 458 

1908 2， ~R9 1，7011 70 34 590 

1909 2，369 1，648 73 3生 603 

J9.10 2，565 1，662 78 36 597 

イ
ギ
リ
ス
炭
鏑
業
と
勢
働
者
階
菰

(1)金書移働組合及 T.U.( 白数字は G.D. H. Cole 

A 'shod history of thc British working cIass皿か

vement. 1947・p.484による。

。)三聯合。数字は-I>ageAmul ; The Miner. 1949. p. 

393. ，亡よる。

事
六
十
八
巻

三
九
三

第
六
揖

カe



イ
ギ
リ
J

ス
茨
輯
業
と
勢
働
者
階
融

削 0，000

33:2，ケ43

306，262 

171，000 

ls8，OOO 

Iる8，9l5

102，627 

1，154，634 
2，894，181 

(1918) 理事働寓加盟主要事事働組合員盟

Miners Fedemtion of Great Britain 

可肌Jrkc.b，National Uni岨 of Gcncrn.l 

Tcxtile Factory Worker'，s Association， United 
Engineers Amalg田 11atedSociet y of 

Workeτ's Union 

Railwaymen， National Union 

LabOllτ" National All1algamated Union or 

other 

tulale 

Reportοf the Nintcenth Antlllual Conferen-ce of the Labour l)arty 

(1919) pp. 悩~91 より市製。

3人

第
六
十
八
巻

九
四

第
六
暁

5

5

4

4

2

2

1

1

8

0

 

2

1

 

(1918) 

J.L.P. 

B.S.P 

Local Parties 

下vrinersFederatinn 

U. Te:xt，i1e Faeiory Workers 

General W orkers 

署警働韓請員構成

Pockers 

SteeI Smclters 

Engineers 

N.U.K 

R.仁.A.

'Oder trade UnIon 

T otal Socialist S回 ieties

Total Lucal rarties 

Total 1rade Unians 

5 

49 

57 
一三
O

(G. D. 1-王 Culc A short history of the 

Labol1T Party. 1948. p. 87.) 



炭
鉱
努
働
者
の
英
図
労
働
界
に
於
け
る
地
位
を
構
成
の
耕
よ
り
み
て
、

位
は
運
動
自
般
を
み
る
と
と
に
よ
う
て
更
に
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

そ
の
重
要
性
そ
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
そ
の
指
導
的
地

註
( 1) 

巴

E冊目
E

問。
=
m
E菌

-
H
E
b
。C
E
S
出
口

EE-
旬

。

)

( 

) 

英

図

坑

夫

聯

ム

日

成

立

前

最
初
の
英
図
没
鏑
業
に
於
け
る
勢
働
運
動
と
も
い
う
べ
き
も
白
は
十
七
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
。
採
掘
の
措
置
展
と
と
も
に
茨
坑
が
次

第
忙
深
く
友
る
や
、
炭
坑
で
の
一
災
害
は
増
加
し
、
落
盤
、
爆
賞
、
及
び
悪
い
通
風
が
次
第
に
問
題
と
さ
れ
、
労
働
僚
件
に
づ
い
て
D

労
働
者
の
不
平
が
生
じ
た
。

る
。
し
か
し
そ
白
後
彼
等
は
、
労
働
保
件
の
改
善
に
ヲ
い
て
何
ら
改
埠
引
を
途
行
す
べ
き
手
段
を
持
ち
得
な
か
り
た
。
何
と
左
れ
ば
彼

ら
の
間
に
何
ら
組
織
的
危
閤
結
は
み
ら
れ
友
か
円

J

た
か
ら
で
あ
る
。

一
六
六
二
年
叶
ち
0
4司
E
円
地
方
の
炭
坑
夫
は
特
に
不
十
分
な
謹
風
に
古
い
て
園
主
に
請
願
し
て
い

(W025mroeS
の
形
で
雇
傭
さ
れ
て
い
的
。
十
八
骨
組
及
び
十
九
世
紐
初
期
に

於
け
る
諸
問
題
は
と
の
年
女
契
約
を
め
、
ぐ
っ
て
、
彼
ら
D
経
梼
保
件
。
繕
績
に
関
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
一
七
=
一
八
年
の

常
時
決
坑
労
働
者
は
雇
怖
、
主
と
「
年
女
契
約
」

岡山口問
ω
の
}
耳
目
に
於
け
る
叛
抗
、

二
十
年
頃
の
何
百
円
目
E
F
E
E
E司
ωEH0・
印

O
E
2百
円
の
斗
い
、

一
七
六
一
立
年
の
尽
日
巧
E
H

一
八
一

O
年
の

Z
2
n
Z
E
r
o
E
E
U
U
2宮
自
の
大
罷
山
菜
、
す
べ
て
と
れ
ら
は
「
年
弐
契
約
」
に
闘
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
稀
に
生
ビ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
て
、
決
し
て
本
続
的
闘
結
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
ワ
た
。

一
九
世
紀
初
め
ほ
産
業
革
命
の
進
展
、
茨
鉱
業
の
愛
達
し
た
時
期
で
あ
る
。
茨
坑
夫
が
閣
結
の
必
要
を
感
じ
た
り
も
こ
の
時
期
で

あ
っ
た
。
「
年
次
契
約
」
を
め
ぐ
っ
て
の
一
八
一

O
年
の
斗
争
が
闘
結
禁
止
法
令
f
p
g
r
E喜
自

F
S
L
4
c
e
E
S
)
に
よ
り
て
弾

地
方
の
大
罷
業
、

イ
ギ
リ
ス
茨
鋼
業
と
努
働
者
階
救

第
六
十
八
巻

九
豆正

第
矢
甥

コ



イ
ギ
リ

J

ス
茨
鋼
業
と
第
働
者
階
扱

事
肯
十
八
巻

三

大4

7ミ

第
六
韓

一
一

同
即
さ
れ
た
こ
と
が
一
肘
闘
結
へ
の
運
動
の
契
機
を
な
し
、
最
初
の
労
働
組
A
n
D
形
成
に
稜
展
し
た
が
、
そ
れ
は
一
八
二
四
年
ま
で
待

m吋

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
決
鎖
業
に
於
け
る
労
働
組
合
の
成
立
は
比
較
的
恥
そ
く
、
十
九
位
紀
初
期
の
英
図
努
働
組
合
運
動
で
は
む

し
ろ
他
産
業
の
後
墜
を
う
け
る
も
白
で
あ
っ
た
。

組
合
結
成
は
一
八
二
四
年
D
1
2
γ

ト
ラ
ン
ド
で

D
'
g
z
E百
円

F
目
。
回
を
始
め
と
し
て
一
二
五
年
に
か
け
て
を
最
初
の
時
期
と
み

な
ず
こ
と
が
川
山
県
よ

U
却
ち
地
方
組
合
の
結
成
が
各
地
で
試
み
ら
札
、
彼
等
の
運
動
は
賃
金
減
額
、
ト
ラ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
へ
の

反
封
労
働
時
間
白
短
縮

T
坑
内
少
年
第
働
時
間
的
摂
縮
)
に
指
向
さ
れ
た
。
と
れ
ら
の
組
合
を
基
礎
と
し
て
炭
鍛
労
働
者
の
窮
乏
せ
る

状
態
と
チ
市

J
チ
ス
ト
運
動
は
次
期
の
組
織
笠
展
に
努
力
せ
し
め
た
。

品者

で
一
八
四
一
年
結
成
さ
れ
た
大
英
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
炭
坑
夫
組
合
三
日
正
旨

m
S
E
8
1

F
E
F
M同

Eau-島

HE自
色
)
は
全
国
的
規
模
で
組
織
と
れ
た
最
初
白
も
の
で
あ
る
。
と
の
聯
合
慨
は
マ
ル
チ
ン
・
ジ
ュ

l
ド
(
冨

EHロ

]
出
品
。
)
の
一
指
導
に
よ
ね

J

「
一
般
的
反
抗
精
神
」
を
以
て
法
枠
的
座
制
に
劃
す
る
頑
強
な
低
抗
を
四
三
四
四
年
に
展
開
し
た
。
印
ち

そ
の
運
動
目
標
は
主
と
し
て
主
総
訟
の
反
割
に
や
か
れ
、
如
何
に
四
高
の
大
衆
が
「
貨
忙
被
座
泊
者
側
の
最
も
賞
讃
に
値
す
る
隠
忍

〉

と
勇
筑
と
、
聴
明
と
而
し
て
冷
静
と
を
以
っ
て
戦
は
れ
た
」
も
の
で
あ
る
か
は
肱
忙
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
か
。
ま
さ
に
悪

戦
苦
闘
の
一
八
四
四
年
の
罷
業
は
炭
坑
夫
に
階
級
品
R
識
h
T
一
白
血
判
せ
し
め
た
も
の
の
、
と
れ
を
契
機
に
し
て
大
芙
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
組

合
は
弱
化
し
、
四
六
年
の
炭
鉱
業
の
不
侃
に
よ
っ
て
四
八
年
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
炭
坑
夫
の
全
国
組
織
の
再
編
は
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
(
ヒ
o臣
官
官

F
E
B
E
E但
L
C
に
よ
る
一
八
六
三
年
の
全
岡
炭
坑
夫
組
合
日
宮

F
E
E
E
E
F
E
U
)
ま
で
な
か
っ

た。
ウ

A

1
タ
フ
ィ
ー
ル
ド
(
君
持
品
E
5

出
比
抗
夫
の
組
合
退
勤
む
再
興
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
指
導
白
下
に
行
は
れ
た
。

一
八
五
八
年
の
全
園
協
議
合
(
2
9
P
。
S
H
P
O
P
3
0
4



一
八
六
三
年
金
園
炭
坑
夫
組
合
が
ず

1
ズ

(
Z
E
Z
の
大
脅
で
始
め
て
杢
閤
組
織
と
し
て
の
基
礎
が
確
立
し
た
。
モ
白
運

動
目
標
は
雇
傭
僚
件
の
改
善
、
炭
坑
取
締
法
の
改
訂
、
控
年
労
働
時
間
(
一
四
歳
以
下
町
八
時
間
}
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
と
の
組
合

一
八
七
一
年
の
刑
法
修
疋
法
と
左
っ
て
現
れ
も
凡
。
組
織
は
み
穴
第
陀
護
展
し
、
茨
坑
夫
か
ら

E
鰹
て

運
動
の
成
果
は
一
八
六
七
山
悼
の
主
従
法
、

議
世
同
に
代
去
を
迭
う
た
の
も
蛍
時
で
あ
る
。
し
か
し
共
園
が
帝
閥
主
義
段
階
に
入
る
と
と
も
に
生
じ
た
恐
慌
は
特
忙
茨
鎮
業
に
深
刻

一
八
七
O
F
T
後
守
の
組
合
運
動
に
も
反
映
し
た
。
企
図
茨
坑
夫
組
合
も
僅
か
二
三
白
地
方
闘
限
白
み
と
な
わ

J

、
そ
の
劉
立

で
あ
り
、

物
と
し
て
生
れ
た
合
同
決
坑
夫
組
合
(
一
入
六
九
年
結
成
)
も
七
九
年
治
減
し
た
。
従
り
て
八

0
年
代
は
如
何
陀
組
織
強
化
す
る
か
が

常
商
の
課
題
と
な
ワ
た
の
で
あ
る
。

噂

英
嗣
山
玩
鍬
の
地
方
分
散
、
労
働
傑
件
白
地
方
的
差
異
は
決
坑
夫
一
の
労
働
運
動
の
統
一
を
極
め
て
困
難
な
ら
し
め
、

(
こ
の
一
こ
と
は
既

に
並
べ
仁
合
同
早
川
坑
夫
組
合
の
結
成

ιも
現
わ
れ
て
い
る
。
)
具
仰
向
吃
は
八
時
間
制
、
従
償
賃
金
制
(
百
九
回
品
切
E
r
d己
E)
を
め
守
っ
て
、

6
 

聯
合
へ
の
努
力
は
苦
斗
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

註
山
第
一
同
日
(
一
六
六
二
年
)
は
一
一
、

0
0
0
人
が
参
加
し
、
横
い
て
一
六
七
六
年
第
二
同
百
四
請
願
が
行
わ
れ
て
い
る
。

3
・
垣
内
t
e
・
吋
官

日

E
4
c
h
F
O
E
-ユ河川豆沼戸出
E

E
日
・
句
・
回
・
)

J

向
初
期
目
第
働
者
は

m
q
E
。
自
由
形
で
雇
傭
さ
れ
て
い
た
が
と
れ
は
一
回
世
相
末
に
消
誠
し
(
但
し
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
一
七
九
九
年
ま
で
つ

づ
く

τ
年
究
契
約
が
と
っ
て
代
っ
た
。
年
究
契
約
は
そ
の
後
叩
間
争
に
も
か
か
わ
ち
ず
一
八
七
周
年
ま
で
織
摘
し
て
い
る
。
(
『
品
。
〉
E
。
J
4】

un

ぜ
目
白

m
p
凶
む
が
@
℃
凶
印
)

向
ウ
エ
ッ
プ
は
英
圏
第
働
組
合
運
動
目
先
闘
を
イ
ン
グ
ラ
y
w
p

西
部
四
羊
毛
職
工
、
及
び
ミ
り
い
フ
ン
ド
白
骨
権
論
物
土
年
。
庚
汎
な
る
圏
結
に

求
め
て
い
る
。
(
ウ
品
川
ソ
プ
勢
働
組
合
運
動
車
荒
畑
謬
上
容
六
一
一
頁
)
司

山
内
一
凡
ニ
四
年
主
E
E耳
ア
知
識
人
ニ
七
人
が
曾
脅
し
た
山
が
最
初
で
、
ニ
五
年
に
は

E
F
5
5
5
5
Z
5
ι
で
結
成
氏
〉

5
5
E自

F
n
S
E
E
B
B
-叫
が
議
行
さ
札
た
。
=
二
年
に
は
切

E
F
4乱
盟
で

h
p
F
5
E
q
由。
n
W
4
0角

n
S
H
冨
白
目
m
M
V
結
成
さ
れ
て
い
る
。
(
吋
。
一
明

イ
ギ
D
ス
茨
鏡
業
と
勢
働
者
階
組

事
六
十
八
巻

=一九七

事
宍
鵠

= 
一



イ
ギ
UJ
ス
炭
鋼
業
と
第
働
者
階
紋

第
六
十
八
巻

=
一
九
八

事
ム
J、
披

古

田

〉
B
Z
H
H
Z
冨
5
2
・

5c'軍
主

自

の

ロ

日

'
D
e
w
-
〉
m
p
E
F臨
時
主
主
F
L
E
E
r
-
E
品
己
科
医
ロ
T
E
E
-
-
E
4
ヤ
話
)

己
申
時
期
に
結
成
が
多
く
試
み
ら
れ
た
り
は
ロ
0
3
S
E
t
-
F
伴
者
研
の
廃
止
が
あ
っ
た
と
と
も
に
、
一
八
二
五
年
の
不
況
の
反
映
で
あ
る
。

向
特
に
大
き
い
乎
識
は
一
八
三
一
年
り
出
向
E
B
Z
c
ユE
E
宮ユ
E
仏
の

R

町
一
)
S
H
ミ
ロ
4
E
E
f
d
E
C
ロ
ョ
四
一
一
高
入
、
一
一
ヶ
月
に
亘
る
ト
ラ

ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
、
少
年
第
働
時
間
短
縮
に
劃
す
る
闘
争
で
あ
っ
て
、
少
年
第
働
時
聞
は
十
二
時
間
を
獲
得
し
た
。
q
c
m
o
〉
目
。
丹
、
『
F
o
昌
吉

F

H
C
品

。

【
V

目

。

)

、

/

向
嘗
時
の
茨
鏑
第
働
者
町
駅
態
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
イ
ギ
リ
d

ス
に
於
甘
る
勢
働
階
級
心
献
躍
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

め
]
出
E
R
.
m
F
E
E
Z
E
え
P
E
民

E
E
H
Eか
岡

田

V
E
は
昔
時
的
強
い
地
方
組
告
、
例
え
ば
己
h
E
E
Z
c
h
F
E
E
-
Z
ユB
P
E
Z
邑
寄
肉
、

J
へ2
E
E
完
を
基
礎
と
す
る
も
の
ご
、
と
白
限
り
毘
心
意
味
で
の
全
国
組
合
で
は
な
い
。

山
門
出
品
坑
夫
白
要
求
事
項
は
夫
白
諮
り
で
あ
る
。
(
一
)
支
抑
悼
を
桝
自
に
よ
ら
ず
し
て
重
量
に
去
る
こ
と
、
(
二
)
政
府
四
検
閲
官
四
検
査
を
程
た
る

秤
と
分
銅
に
よ
ワ
て
捕
器
を
決
定
す
る
乙
と
、
(
一
ニ
)
雇
傭
契
約
期
閣
を
半
年
と
す
る
こ
と
、
(
回
)
罰
金
制
度
目
殴
止
左
出
来
高
に
よ
る
支
抑
、
(
五
)

長
坑
所
有
者
は
事
b
彼
ι
m
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
第
働
者
に
劃
し
て
は
歩
〈
と
も
一
週
四
日
間
万
五
そ
れ
と
同
一
四
賃
金
を
保
護
す
る
義
務
を
負

う
4

き
と
と
(
エ
シ
ゲ
ル
ス
・
イ
ギ
n
y

ス
に
於
け
る
労
働
階
級
山
欺
態
、
マ
ル
・
エ
ン
全
集
第
三
巻
、
三
六
九
頁
)

山
川
エ
ン
ザ
ル
ス
前
掲
帯
=
七
一
頁

)
 

川
一
八
四
四
年
四
活
動
と
し
て
は
四
七
年
四
月
議
曾
に
検
査
官
任
命
心
請
願
を
行
っ
て
い
る
o
こ
の
運
動
が
一
八
王

O
年

白

冨

E

T

m
ヨ
E

E

〉
日
と
な
っ
た
。
(
吋
戸
向
。
〉
】
E♀

J『
宮
ω
E
E
O
司
法
広
@
目
句
・
品
目
)

)
 

仰
と
の
間
P
主
な
翻
き
と
し
て
は
、
例
え
ば
一
八
五
二
年
白
由
。
己
E
F
H
r
-
5
2
ぜ

旨
m
S
E
E
S
-
一
八
五
八
年
四
手
国
p
t
、
c仲間
E
B
冨
自
由
ば

d
g
s
の
結
成
が
あ
る
。

何
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
以
外
に
耳
E
S
E
E
岳
号
払
(
民
国
同
)
同
2
・
〕
回
開
E
m
z
o
u
m
Z
E
m
-
-
E
4
@
)
が
い
る
。

川

w
m
h語
F
J
E
E
V
M
H
ゅ
の
ロ
ッ
グ
・
ア
ウ
ト
を
契
機
と
し
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
開
催
し
た
も
の
で
、
参
加
代
議
員
は
回
、

0
0
0人
(
出
回
陸
自

5

]26ロω

出
向
見

Z
F
負
。
一
己
吋
』
「
白
色
命
】
@
]
E
白
'
A
M
肌
戸
)

)
 

刊
こ
の
闘
の
事
情
に
つ
い
て
は
ウ
ゴ
ノ
プ
世
話
組
告
翠
閉
ま
首
謀
上
告
一
一
八
八

i
二
九
五
一
良
悲
一
問
。

似
一
八
七
一
一
年
Z
E
S
F
己
c
E
b
と
3
G
E
L
t
町
二
一
一
人
を
議
舎
に
詮
っ
た
。



M

一
八
六
三
年
金
園
開
設
坑
夫
組
骨
結
成
後
そ
や
樹
立
国
憶
と
し
て
、
一
八
六
九
年
骨
同
炭
坑
夫
相
骨
(
〉
自
己
哲
芦
屋

E

E
宮
亘
書
自
且

EMnp

〉
〉
昌
)
が
ラ
ン
カ
シ
ヤ
を
中
心
と
し
て
カ
ム
パ

1
ラ
ン
ド
、
プ
リ
ス
ト
ル
ま
で
白
範
園
で
同
。
E
H
F
E
E刊
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。

廿

一

八

八

0
年
代
、
炭
備
は
(
ど

Z
S
F
]
7
4
E【

p
v
E
(凶
)
M
E
F
4〈己
E
自
色
再
S
E
c
-
h
z
E
E
R
(
3
F
n
F
c
-
E
m
V

《

J
E
E
R
m
(
ε

4
3
F
E
E
F
芦品目
M
Z
-
m
E
E
w
u
q
r
Z
E
B
U
F
S
E
m
E
E
M
(
J
M
E
E
5
z
=
F
E問
問
。
豆
、
百
王
『
唱
巴
E
P
E
E
-
。
E
阿
国
巳
色
町
四
グ
ル

ー
プ
民
合
れ
特
に
事
四
の
ぎ
Z
5
3
F
2
8
E
E
が
運
動
心
主
導
樺
を
と
フ
た
。
一
ん
八
一
年
ヲ
ン
カ
シ
ヤ
炭
坑
夫
聯
合

t
r
F
E
E
u
E
B

E
E
2♂
司
E
R白
神
戸
。
与
が
結
成
さ
れ
書
記
長
の
ト

1
マ
ス
・
ア
シ
ュ
ト
シ

(J『
f
E
E
〉
m
F
tと
は
ヨ
ー
ク
シ
ャ
中
ベ
シ
・
ピ
ッ
力
l
ド
(
国

E

F
長
自
己
)
と
聯
絡
し
、
輪
会
へ
の
努
力
を
行
ヲ
た
。

中
央
心
地
方
に
は
共
諮
り
利
害

(
1地
盟
的
緊
密
、
附
宵
働
保
件
白
均
一
、
従
償
賃
金
牢
反
針
宰
)
白
一
致
が
あ
っ
た
。
南
者
代
表
は
失
四
如
〈
一
致

を
み
て
い
る
。

Rh吋同
wp丹
署
0・
F
O
R℃
岡
田
自
陣
伊
丹

Z
E
t
F
n
n
o
Z町民自内命、

1
E問。。起用閉め』〈
E
Z
E℃旬。ユ

g
q

【

E
E
o
f

ヴ

Z
V
E
C日
=
司
自
色
町
回
目
MnSMqud司
VO

ロMPU司

E
Z
E
E
m
E
F
H
F
n
邑
d
E
5
2
=
E
F
2
2

】

2
4
E
4
Z
F
H
A
M
E
E
F
E
m
F
H
E二
宮

E
目。

z
z
n
z
z
R
R
A
E
F巳

a
A
d司
宮
島

当

E
u
m
E目
白
ロ
品
目
己
MunFn
目。一見

E
O己
n
w
(《
)
♀

c
r
z
]
P
E由国)ョ

ζ

れ
が
最
も
聯
骨
へ
自
主
い
機
舎
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
一
般
的
に
圏
結
心
意
識
が
低
か
っ
た
n

そ
の
こ
と
は
一
八
八
三
年
自
賃
金
問
手
に
反
映
し
、

共
同
開
宇
は
行
い
得
ず
資
本
由
説
勢
を
許
し
た
。
即
ち
一
八
八
四
年
目
賃
金
減
舗
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
八
八
五
年
の
吉
1
グ
シ
ヤ
目
賃
金
融
額
反

曹
関
手
に
は
ラ
ン
カ
シ
ャ
も
援
助
し
、
金
閥
的
組
椴
へ
の
勤
き
が
み
ら
れ
彼
撃
は
夫
の
如
〈
述
べ
て
い
る
。

J
P
E
E仲
V
E
R
V
E
P
間

B
。
E
H
P
E
E
n
-
5
0耳
目
。
コ
円
建
園
口
紅

C℃
F
o
g
p
p
E
E】

E
P
2
5ロ
E
E
M凶作孔

4P問
2

F戸
仲
間
の
の
。
E
F
E
-『
Z
W
E開

1
p
n
c
F
F
F
E
H
E仏
関

E
Z
m
r
(冨
4
H
F
呂
田
)

'
し
か
し

ι
れ
も
長
敗

L
、
一
八
八
六
年
に
は
個
々
に
従
間
賞
金
串
反
封
に
つ
い
て
交
惨
し
た
到
、
敗
北
に
よ
っ

c
杭
紬
は
扇
極
化
し
た
。
乙
の
事
態

忙
於
て
ア
ン
カ
シ
ヤ
が
今
一
度
全
閣
骨
議
を
提
案
L
、
一
八
八
六
年
十
一
月
曾
識
が
開
か
れ
、
寝
い
て
ん
一
七
年
に
も
開
催
さ
れ
一
般
炭
坑
夫
に
呼
び

か
け
る
己
と
に
し
て
聯
骨
へ
近
づ
い
て
行
っ
た
白
て
る
る
。

(
p
m
o
k
v
E
一。-T
同
官
冨

g吋
目

E
h
p
o
E
Y
毘

4m)

イ
ギ

np
ス
炭
輔
業
と
傍
働
者
階
扱

事
六
十
八
巻

=
一
九
丸

静
六
輯

= 
五



イ
ギ

wd
ス
炭
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業
と
捗
働
者
階
組

第
六
十
凡
巷

四
O
O

第
六
按

-~ ，、

( 

) 

英
図
坑
夫
聯
合
の
成
立
よ
り
第
一
弐
大
戦
ま
で

企
図
組
織
の
た
め
に
二
つ
白
考
え
方
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
ダ
l
ラ
ム
に
上
司
て
代
表
さ
れ
る
聯
合
鴨
で
あ
り
、

ヤ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
全
国
車
一
組
織
で
あ
っ

b
o
前
半
相
は
地
方
強
化
案
で
あ
り
、
後
者
は
中
央
集
様
佑
で
あ
る
。
と
の
同
者
。

封
立
は
一
八
八
七
牛
開
催
芯
れ
た
合
議
で
の
八
時
間
制
に
上
る
生
産
制
限
の
問
題
で
激
化
し
た
。
従
債
賃
金
率
を
採
用
し
て
い
た
ダ

1
ラ
ム
及
び
ノ

1
ザ
ム
パ

l
ラ
ン
ド
は
凡
時
間
制
忙
反
封
し
叫
途
に
一
八
八
八
年
、
純
粋
に
賃
金
問
題
と
し
口
帥
ち
従
慣
賃
金
率
反

釘
の
一
地
方

(
Z
S
F
唱己何回、可。吋
t
E
Z
巴

-
E
4
m
E
F
Z己
E
Z
E
M
}岡
田
町
与
が
ラ
ン
カ
シ
ヤ
D
主
唱
白
下
に
舎
合
し
、

一
つ
は
ラ
ン
カ
シ

ヨ
ー
ク
シ
ヤ
の
季

議
に
共
同
斗
争
を
行
。
た
。
と
り
勝
利
が
犬
英
坑
夫
聯
合
(
旨
5
2
.
u
司邑
R
5
8
0同

F
E
F
M
E
E
)
の
結
果
と
な
う
た
白
で
あ
る
。
か

〈
し
て
従
憤
賃
金
率
に
従
い
、
八
時
間
制
に
反
謝
す
る
ダ
l
ラ
ム
、
ノ
ー
ザ
ム
バ

1
ラ
ン
ド
を
主
踏
と
す
る
奮
合
同
茨
坑
夫
組
合
と

矢
英
坑
夫
聯
合
が
劉
立
し
た
。
大
英
坑
夫
聯
合
の
課
題
は
そ
の
第
一
同
大
乱
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
八
時
間
法
、
雇
、
主
責
任
法
、

闘
際
協
調
、
賃
金
問
題
、
未
熟
練
工
む
諸
問
題
で
あ
っ
た
。

特
に
大
英
坑
夫
駒
合
合
が
運
動
し
た
の
は
八
時
間
制
度
及
び
賃
金
司
題
で
あ
る
。
茨
坑
夫
に
と
っ
て
労
働
時
間
。
問
題
は
、
他
産

業
が
失
業
問
題
か
ら
提
起
さ
れ
た
む
に
封
し
、
先
イ
一
生
産
制
限
の
観
薪
か
ら
出
さ
れ
た
。
八
時
間
制
問
題
は
留
指
導
者
と
労
働
大
衆

υ
 

の
劃
一
立
の
焦
仲
間
v
と
し
て
現
れ
か
し
か
[
坑
夫
聯
合
は
一
八
八
九
年
白
決
議
に
も
明
ら
か
に
し

τ
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
組
織
り
目

的
と
し
、
全
力
を
あ
げ
て
八
時
間
制
獲
得
に
努
め
た
。
勢
働
組
合
合
議
弓
同
邑

Z
H
E
S
C品
5
3
4
・d
・2
の
八
時
間
制
の
運
動
も
大

坑
夫
英
聯
合
の
運
動
に
他
友
ら
な
い
。
坑
夫
聯
合
の
と
の
斗
争
は
、
直
接
行
動
に
よ
る
ベ
き
か
、
議
合
斗
争
に
上
る
べ
き
か
が
問
題

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
~
、
町

と
さ
れ
、
常
に
後
者
を
諜
ん
で
行
は
れ
弁
。
養
本
階
級
、
官
僚
、
ダ
1
ラ
み
を
主
と
す
る
奮
指
導
者
の
強
い
反
封
に
直
面
し
在
が
ら

主
一
十
年
に
瓦
る
議
曾
斗
争
骨
隠
忍
を
も
っ
で
続
行
し
、
途
に
一
九

O
八
年
の
八
時
間
労
働
法
白
制
定
を
獲
得
し
た
。



八
時
間
労
働
法
獲
得
斗
争
の
過
程
で
今
一
つ
白
兎
裏
目
様
で
あ
る
賃
金
問
題
が
斗
は
れ
た
。

一
八
九
一
年
ま
で
、
犬
英
坑
夫
聯
合

は
四
一
心
%
の
増
額
を
享
受
し
、
運
動
は
勢
働
時
間
短
縮
忙
指
向
さ
ホ
て
い
た
。
し
か
し
九
二
年
以
来
賃
金
に
闘
す
る
費
本
攻
勢
は
甚

し
〈
、
坑
夫
聯
合
合
は
賃
金
問
題
を
組
織
強
化
の
観
賄
か
ら
考
慮
し
、
九
一
一
年
、
甫
ウ
ェ

I
ル
ズ
、
ダ
l

ラ
ム
地
方
(
未
加
入
の
地
方

で
品
あ
)
の
賃
金
斗
手
を
援
助
し
た
。

九
三
年
の
茨
鎖
業
の
不
品
に
止
る
各
地
方
の
賃
金
誠
額
(
二
五
%
誠
)
に
封
し
、
途
陀
大
英
坑

夫
聯
合
は
断
間
抵
抗
す
る
事
に
決
定
し
た
。
七
月
か
ら
十
一
月
ま
で
五
ヶ
月
に
亙
る
四
+
高
人
の
斗
争
は
「
過
去
百
年
間
、
或
い
は

事
賀
世
界
史
上
舎
で
み
ざ
る
最
大
の
最
も
影
響
白
あ
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
と
れ
に
主
っ
て
賃
金
減
額
に
服
し
た
も
の
り
慢
質
的
な

最
低
賃
金
制
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
陀
と
り
斗
争
が
組
合
運
動
を
啓
渡
し
、
車
に
努
働
階
級
の
閤
結
の
力
の
み
で
な

く
、
彼
の
生
活
欣
態
、
階
級
閥
係
を
知

ιし
め
た
。
そ
し
て
そ
の
後
の
九
十
年
代
は
雇
主
責
任
法
の
修
正
問
題
に
努
め
、
そ
れ
に
成

功
し
た
。

し
V

坑
夫
聯
合
り
か
か
る
活
動
は
議
曾
斗
品
ず
に
重
黙
を
ゐ
か
れ
、
従
っ
て
議
曾
代
表
を
怠
る
必
市
町
を
認
め
た
D
は
骨
田
然
の
と
と
で
あ
る
。

一
八
九
二
年
に
は
六
人
の
代
表

(
F
F
町内

2
5
w
]
s
u
d
d吋

m
o
p
〉
ゲ
詰
官

5
白井戸円《

r
Fヨ
君
。

au)
が
迭
ら
れ
、
銃
に
九
五
年
の
選
事

に
は
一
一
一
人
の
労
働
代
表
中
五
人
は
坑
夫
で
あ
り
、

一
九
一

O
年
の
勢
働
代
表
四
三
人
の
中
坑
夫
聯
合
代
表
は
一
五
人
を
占
め
、
彼

等
は
議
曾
労
働
黛
の
評
議
の
中
で
責
要
た
位
置
を
占
め
て
き
た
。

国
制
合
舎
が
最
初
意
闘
し
全
国
統
一
組
織
を
完
成
(
一
九
O
入
年
}
す
る
に
は
前
越
の
如
き
幾
多
の
斗
争
を
護
過

L
て
注
さ
れ
た
も
白

で
あ
る
。
そ
白
設
展
は
著
し
い
も
の
で
あ
う
た
が
、

旬。。

「
急
速
な
歩
調
」
で
な
く
、

「
漸
造
的
護
展
」
を
も
っ
て
行
は
れ
た
白
で
あ

坑
夫
鞠
合
は
多
数
の
組
合
員
を
抱
擁
し
た
強
さ
は
あ
っ
た
が
、
他
面
聯
合
組
織
と
し
て
白
快
離
を
組
織
上
に
有
し
て
い
た
。
茨
坑

イ
ギ
ヲ
ス
茨
鋼
業
と
勢
働
者
階
組

事
六
十
八
事

四
O 

事
六
輔
副
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M.F.G.H.組合員教 (1889)

現品 境別 |坑円糊者l組合 員

Yorkshire 30，000人

Lanιashire 5u，OOO 22，000 

Midlana Fedc.lation 35，000 12，000 

Derbyshire 15，000 3，000 

Nottiロghum 10，000 5，000 

North Vii'al四 10，000 3，500 

Nurthumberland 26，000 13，000 

Ayshire 10，000 1，000 

Pag-e Arnot The Miner， 1949， p. 100 

(1910) 主要地域組骨貝殻

Northullerland 

Durharn 停
六
十
八
巻

37，361人

121，805 
82，271 

57，516 

37，428 
31，252 

137，553 

Yorks 

Lancs and Cheshire 

Denbv 

Notts 

South Wales 

回

O 

第
，、
蹴 l

597，154 BιF.G.B‘ 

i¥ 



夫
賃
金
の
地
域
差
撤
駿
の
た
め
、
克
に
日
給
最
低
賃
金
制
を
目
標
に
行
っ
た
十
二
年
の
斗
一
字
で
労
働
者
の
要
求
H

大
人
五
志
、
少
年

二
志
の
全
圏
内
最
低
額
の
要
求
が
、
政
府
案
の
地
直
最
低
額
の
制
定
に
蹄
結
し
た
の
は
ま
さ
に
組
織
的
紋
鮮
に
よ
っ
て
統
一
行
動
が

ム
」
り
得
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
坑
夫
聯
合
は
成
立
以
来
、
最
低
賃
金
制
、
八
時
間
制
、
モ
白
他
由
主
要
目
標
に
、
常
に

英
闘
労
働
運
動
の
主
桂
と
し
ず
」
の
役
割
を
田
市
し
て
来
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
逗
動
は
議
曾
斗
年
に
重
黙
が
恥
か
れ
た
。

し
か
し
坑
夫
聯
合
は
嘗
初
よ

D
沓
組
合
主
義
に
劃
す
る
新
組
合
主
義
、
或
は
地
域
利
害
の
樹
立
を
内
包
し
績
付
た
。
今
世
紀
に
入
円

J

¥
て
全
園
皐
一
聯
合
慣
と
し
て
完
成
し
た
が
、
そ
れ
は
組
織
閣
で
白
統
一
で
あ
り
、
組
合
話
動
そ
由
、
も
む
に
つ
い
て
の
統
一
は
十
分
期

し
得
な
い
ま
ま
時
出
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。

註

山

ダ

1
一
フ
ム
は
聯
合
に
闘
し
扶
叩
如
き
指
針
を
出
し
て
い
る
。
(
一
八
八
一
二
年
)

a
h

吋
宮
門
調
。
闘
の

H
P
F
5
-
a
m凶
自
民
自
己

z
m目白
R
E
S
-昆
E
m
n
u
Z
Z
S
F
E
F戸内

4
4
S
E
A
S白
色
白
色
戸
自
己
8
5
5
E
E
m
z
z邑
伶
凶
E

4
品
。
官
。
E
百
四
E
E邑
F
E
Q
】o
m
z
m同
窓
口
宮
内
向
M
W宮
-
q
u
E
句。
E

E
ロ吋

(Hrmmh川目。丹

1HJHO
冨
ロ
局
内
冨
悼
む
・
唱
・
∞
Y

沼
)

向

W

F

E

一
フ
ム
、
ノ
1
ザ
ム
パ
1
ラ
ン
ド
は
ニ
交
替
制
で
働
い
て
お
り
、
一
月
ポ
ダ
年
の
野
働
時
間
制
限
は
成
年
野
働
者
の
便
宜
に
干
捗
す
る
も
の
と

し
て
猛
烈
に
少
年
八
時
間
勢
働
法
案
に
反
釘
し
て
お
り
、
地
方
的
産
業
四
例
外
的
な
扶
態
に
加
え

ιれ
る
特
昧
な
干
捗
に
封
ず
る
抵
抗
は
だ
ん
だ
ん

成
年
第
働
時
間
り
立
法
的
統
制
に
針
ず
る
一
般
的
反
封
に
登
展
し
た
U

(

ウ
ェ
ツ
プ
野
働
組
合
運
動
史
荒
畑
課
下
巻
三
七
頁
多
聞
)

内
大
英
坑
夫
聯
合
第
一
同
大
曾
は
一
八
九
C
均
一
月
二
十
二
二
十
四
日
、

7
3
T
(
E
E長
E)
で
行
わ
れ
た
。
未
熟
練
エ
と
は

憧
時
多
〈
の
農
業
か

b
坑
夫
に
な
っ
た
も
心
が
あ
ー
っ
た
事
情
に
止
る
。
(
】
F
明
。
旨
ロ

c
f
吋-一見出回目
n
p
冨
邑
ア
己
凶
)

情
成
年
山
間
坑
夫
の
八
時
間
労
働
制
陀
到
す
る
奮
指
導
者
自
反
封
は
強
硬
で
あ
っ
た
。
一
八
八
九
年
議
合
委
員
官
で
四
八
時
間
制
に
つ
い
て
り
投
票

結
果
は
、
(
賛
成
三
丸
、
六
ニ
丸
葉
、
反
謝
六
一
一
、
八
八
三
票
)
奮
指
導
者
自
勝
刺
を
物
語
る
も
り
で
あ
る
。

(
F
E
J
匂

-zp)

尚
一
八
八
九
年
十
一
月
二
十
六
日
=
ュ

1

ス
ポ
ー
ト
(
吋
4
2
4
0同
【
)
で
山
坑
安
聯
舎
で
快
議
し
て
い
る
。

「
久
草
炭
坑
、
坑
内
捗
働
者
四
坑
口
か

b
坑
口
ま
で
の
八
時
間
制
を
獲
得
す
芯
ょ
う
努
力
す
る
乙
と
」
(
出
-
F
E】4
Y
E
E

HCHω
・
司
∞
回
。
)

国

EZmVAUOMWM4Mm仏
P

イ
ギ

B
ス
炭
錨
業
と
第
働
者
階
級

第
六
十
八
巻

四

O
=
一
第
六
臨

= 
7L 



イ
ギ
9
ス
山
抗
鋼
業
と
勢
働
者
階
組

第
六
十
入
者

凹

O
四

第
六
披

[!g 

O 

尚
一
八
九
O
年
官
接
行
動
か
議
官
関
与
に
上
る
か
を
考
慮
し
た
結
果
、
後
者
に
決
定
L
、
一
八
九
ニ
年
大
婁
坑
夫
嚇
合
自
己
H
F
も
ス
ト
ラ
イ
キ

は
最
後
的
手
段
で
議
曾
荷
動
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る

O
B品
。
除
目
旦
吋
宵
足
首
町
出
邑
'
司
下
回
謡
、

5AW)

m川
常
初
議
曾
で
川
り
反
卦
盟
闘
は
一
八
九
二
年
第
二
讃
曾
で
油

4
5
れ
て
い
る
如
〈
、
賃
金
を
下
げ
る
、
生
産
を
縮
少
す
る
、
慣
格
を
上
げ
る
、
労

働
者
白
統
計
は
疑
わ
し
い
撃
で
反
軒
さ
れ
て
い
た
。
一
九
O
一
年
下
院
第
二
調
合
に
提
出
、
一
一
一
四
:
一
五
=
一
で
否
決
、
一
丸
O
二
年
同
じ
〈
二

O

凡
:
一

O
七
で
否
決
、
と
の
後
直
接
活
動
に
上
る
べ
き
か
否
か
が
討
論
さ
れ
、
世
衆
垣
り
に
決
定
、
一
九

O
一
一
今
年
炭
坑
取
締
修
E
捷
案
に
挿
入
出
試

み
ら
札
先
敗
L
、
一
九
C
七
年
第
二
調
曾
を
=
セ
三
・
二
一
二
三
で
逼
過
し
、
一
九

O
八
年
に
政
府
案
と
し
て
提
出
さ
札
、
第
二
調
曾
を
三
九
0
・
・
一

=
0
7
一
蓮
遇
、
第
三
讃
曾
を
二
六
回
:
八
九
で
遁
り
上
院
に
誼
附
、
可
決
さ
れ
法
律
と
な
っ
た
。

(
F
E目
電
-
E
P
ω
ω
φ
I
!
ω
詰
)

向

H-E4
市
出
量
・

向
一
八
九
四
年
〉
弓
切
E
司
、
一
入
九
六
年
陀
】
L
S
R
r
r同
ω
、
一
ん
九
九
年
同
札
国
〔

Z
F
司
L
g
E
E
2九
回
引
向
島
内
司
巳
5
2
、
一
九
O
入
平
に
ロ
E

岳
pgu

zoユ
言
ヨ
吉
岡
]
自
ら
が
大
実
坑
央
聯
合
に
加
入
し
た
。
(
巴

m
Z
E
4
Y
2
3四
国

E
g
y
p
m
-
F
E
P
E宰
-
謂
V

品。
F
台
。
E
)

( 

) 

第

*-
大

戟

期

4

第
一
次
決
戦
勃
護
営
初
(
一
九
一
四
年
)
炭
坑
夫
に
と
っ
て
の
課
題
は
、
一
九
一
一
一
年
制
定
さ
れ
た
最
低
賃
金
制
白
資
施
を
め
ぐ
っ

て
新
協
約
配
給
ぶ
に
あ
づ
た
。
と
れ
は
西
ヨ

1
ク
シ
ヤ
の
間
島
と
し
て
提
起
さ
れ
た
が
、
甚
し
い
物
債
の
騰
貴
は
大
英
坑
夫
聯
合
問

腕
の
運
動
を
必
要
と
し
た
。
運
動
に
よ
っ
て
増
額
は
得
ら
れ
た
が
聯
令
の
要
求
す
る
全
園
統
一
的
増
額
は
獲
得
し
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
賃
金
に
り
い
て
は
賞
質
的
向
上
社
伴
は
な
い
政
府
の
増
加
割
合
に
満
足
し
て
、
所
謂

R
E
F
Z
。
。
与
え
長
。

zpzsu
と
し

て
の
石
茨
増
産
に
協
力
し
た
の
で
あ
る
。

践
争
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
問
題
忙
な
っ
た
の
は
徴
兵
に
土
台
て
生
じ
た
努
働
力
木
足

2
r
E
E
E
)
陀
閥
し
て
で
あ
る
。
坑
夫

の
徴
兵
除
外
、
復
蹄
坑
夫
。
職
場
移
動
の
自
由
に
針
し
て
坑
夫
聯
合
は
斗
守
し
た
。
し
か
し
戦
時
干
遜
じ
て
、
階
級
斗
争
と
し
て

D



性
格
を
も
つ
も
の
は
な
〈
、

例
り

に
後
屈
さ
せ
た
」
白
で
あ
る
c

叶
坑
夫
は
そ
の
他
白
イ
ギ
リ
ス
努
働
宥
階
級
と
同
じ
く
、
愛
図
的
に
彼
等
の
利
害
b
k
一
因
家
会
憾
白
利
害

坑
夫
聯
合
自
憾
の
性
格
も
戦
時
中
は
殆
ん
ど
不
艶
で
あ
る
。
戦
時
中
聯
A
刊
の
財
政
的
立
場
の

t

強
化
を
計
り
、
一
九
一
六
年
の
決
議

に
基
い
て
地
方
組
令
を
合
同
し
、
組
織
強
化
、
中
央
集
権
化
が
企
て
ら
れ
た
が
完
全
な
も
の
で
は
な
く
坑
夫
聯
合
白
組
織
機
構
の
-
小

備
は
銑
忙
指
摘
さ
れ

τゐ
担
、
と
れ
は
後
白
斗
手
に
於
て
も
現
れ
ね
ば
な
ら
な
か
ワ
た
。

b
F

戦
時
中
の
協
調
主
義
的
な
組
合
活
動
は
、
戦
後
一
般
的
危
機
の
段
階
に
於
て
質
的
縛
換
を
し
な
け
れ
ば
解
決
州
市
市
な
い
ま
で
に
歪

っ
た
。
剖
ち
炭
鉱
業
の
費
本
制
を
謀
本
的
に
艶
草
し
友
付
れ
ば
解
決
山
来
な
い
ま
で
の
諸
問
題
を
蓄
積
し
て
い
た
り
で
あ
る
。
か
く

て
戦
後
茨
飯
野
働
問
題
は
闘
有
化
斗
一
部
?
と
し
て
行
ム
削
れ
る
に
至
。
売
。

註
仰
一
丸
一
回

l
一
丸
一
志
年
に
か
け
て
最
低
章
金
革
政
訂
に
闘
す
る
与
議

問
ウ
ェ
ツ
プ
接
働
組
合
運
動
史
、
荒
畑
課
下
巻
一
六

O
頁

尚
一
九
一
六
年
サ
ウ
ス
ポ
ー
ト

2
S
F聞
記
己
〕
白
決
議

「
す
べ
て
の
炭
坑
野
働
者
は
大
英
坑
夫
聯
合
に
屈
さ

L
め
る
べ
く
出
掠
る
匝
り
の
努
力
が
梯
わ
る
べ
き
と
と
」
(
口
・

U
-
F
P
-
f
E
-
E富岡
E
p
o

ns-H吉
E
一m
FユE
5
r
E
8・国
V
Z
)

惜
時
時
職
笹
川
り
坑
夫
聯
合
組
合
員
数
は
女
頁
に
表
示
す
る
。

向

a

九
一
五
年
十
一
月
交
活
及
蝿
遭
と
三
角
同
盟
(

J

『ロ】
u
k
〉

E
B
E
)を
結
成
し
た
こ
と
は
忘
A

い
ら
れ
て
は
な
ら
な
h
v
c

m
ウ
ェ
ツ
プ
勢
働
組
合
運
動
具
荒
州
謬
下
巻
一
六
八
、
一
六
丸
頁
品
世
間
。

イ
ギ
リ
ス
炭
蝿
業
と
勢
働
者
階
級

第
六
十
八
告

四
O
五

第
宍
競

四



イ
ギ
U
J

ス
世
鏑
業
と
野
働
者
階
級

第
六
十
八
巻

四

四
O
六

第
六
観

(1914-21) (車位1，000人)

先也 域 ~U 叶州側 1919

Yorkslure 。。 90 1似) 142 142 

Lalicashire and 72 70 75 ー 75 I 75 I 80 80 90 
Ch己shire

Midland 54 54 54 u4 54 54 '64 04 

Derbyshire 33 35 35 35 39 39 49 49 

Notts 28 30 、30 30 30 30 35 35 

Leicester 6 6 6 6 7 7 7 8 

SOllth Derbyshire 4 4 4 4 6 5 6 6 

North可Vales 12 10 12 12 13 13 15 16 

Somerset 4 4 4 4 5 5 6 6 

TIristol 2 1 1 1 1 1 1 2 

Scotland 75 。。 90 90 90 90 90 110 

SQuth、Nq.les 116 134 127 147 158 160 180 200 

Northumberlnnd 38 38 37 36 40 40 41 41 

Durham 120 120 120 120 120 126 126 126 

Clev'erland 9 8 9 9 9 9 9 9 

Comberland 8 8 8 8 8 13 13 13 

Forest of Deam 2 2 2 2 5 5 6 6 

正阻t 3 6 5 1 1 1 z 

Cokemen 8 9 9 10 

Ellgiz曲 目 白
14 19 20 

Tolul |叫ベ出竺J---=倒

801 899 955 

夫英首央腕舎組合員1!1

G. D. II. Cole Labour in the coal industry. 1923. p. 65 

「



五

炭

鏡

園

有

化

斗

宇

( 

ー
) 

茨

鱗

闘

有

化

案

D

提
起

英
閣
に
於
け
る
出
品
鱗
園
有
化
が
労
働
者
階
級
白
現
質
的
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
、
関
有
化
を
目
標
と
じ
て
斗
争
が
行
は
れ
た
の
は

大
戦
後
の
一
般
的
危
機
の
段
階
に
於
て
で
あ
る
。
し
か
し
大
戦
後
園
有
佑
斗
手
と
し
て
行
は
れ
た
の
は
過
去
の
茨
鎖
園
有
化
問
題
に

つ
い
て
の
歴
史
的
所
産
に
基
き
得
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
園
有
化
が
山
川
級
斗
争
と
し
て
展
開
さ
れ
る
た
め
に
は
十
分
左
主
般
的
、

客
観
的
保
件
。
成
熟
を
倹
た
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。

英
国
凸
十
九
品
川
粗
末
占
り
生
じ
た
近
代
枇
合
主
義
の
主
柱
は
フ
ェ
ピ
ア
ン
主
義
に
求
め
ら
れ
る
。
と
白
思
想
主
代
表

f
る
人
々
が

リ
カ

l
ド
の
一
地
代
論
?
へ
ン
リ

l
、
ジ
ヨ

1
3
(国
g
q
p
o品
。
)
の
枇
脅
理
論
に
碁
い
て
園
有
化
白
理
論
を
展
開
し
た
と
と
は
周
知

の
遇
り
で
あ
る
J

ー
と
白
理
論
が
努
働
者
階
級
の
図
有
化
斗
争
に
奥
え
た
影
響
は
大
き
い
。
そ
れ
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
形
成
」
に
参
加

し
た
賞
味
に
於
て
で
あ
る
。
し
か
し
本
論
に
於
て
は
労
働
者
階
級
の
側
面
か
ら
取
扱
う
こ
と
に
す
る
。

決
鎖
所
有
者
が
多
額
白
鎖
国
使
川
料
を
枚
取
し
、
と
の
鎖
直
使
肘
料
が
労
働
者
自
負
椿
に
縛
嫁
さ
れ
亡
い
る
も
の
で
あ
る
と
と
は

印
刷
に
述
べ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
ヘ
ン
り
1

・
ジ
ョ
ー
ジ
、
フ
ュ
ピ
ァ
ン
理
論
は
先
づ
直
戦
的
に
と
白
鎖
直
使
用
料
令
。
吉
広
三
慶
止
に

反
映
さ
れ
る
。
郎
ち
一
八
八
六
年
の
労
働
紅
合
曾
議
(
づ
一
色
。
口
E
S
C
J唱
担
割
)
は
弐
の
如
き
決
議
を
行
っ
て
い
る
。
「
己
D
合
議
白

意
見
で
は
、
銭
高
使
用
料
及
び
英
閣
の
一
土
地
所
有
者
に
よ
っ
E
要
求
さ
れ
る
他
の
賦
課
金
は
不
正
且
ワ
有
害
で
あ
る
。
木
正
、
何
と

な
れ
ば
我
々
の
餓
物
資
源
は
凡
て
の
人
白
利
益
に
役
立
せ
ら
る
べ
き
に
そ
れ
ら
は
鱗
物
資
源
の
濁
占
を
も
形
成
す
る
か
ら
。
有
害
、

何
と
な
れ
ば
そ
れ
ら
は
我
々
の
一
重
要
産
業
に
枕
を
課
し
、
我
々
の
商
業
的
繁
柴
を
妨
害
し
、
費
木
家
に
つ
い
て
は
利
潤
を
制
限
し
、

労
働
者
医
O
い
て
は
抵
に
鈴
り
に
も
低
い
賃
金
吃
限
る
か
ら
で
あ
る
。
」
土
地
図
有
論
を
基
礎
に
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
、

イ
ギ
リ
ス
炭
繍
業
と
努
働
者
階
扱

第
六
十
八
巻

四
O
七

静
六
披

フ
ェ
ピ
ア
ン
の

四



イ
ギ
リ
ス
炭
鏑
業
と
勢
働
者
階
扱

理
論
が
山
坂
鎖
業
に
於
て
は
鎖
直
使
間
料
の
問
題
に
現
れ
た
の
は
営
然
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
鎖
直
使
刷
料
反
封
は
続
い
て
一
八
九

め

h

一
一
年
の
勢
働
組
合
合
議
忙
も
附
さ
れ
、
立
法
活
動
ψ
為
す
べ
き
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
努
働
組
合
合
議
の
決
議
は
皐
に

川サ

に
ご

r
E
L可創出回同日一

ζ

す
ぎ
な
か
う
た
。

一
八
九
三
年
に
樹
立
野
働
黛
が
結
成
さ
れ
、
そ
れ
に
擦
る
ケ
ャ
・
ハ
1
4
7
ィ
を
代
表
と
す
る
官
時
の
枇
曾
主
義
者
の
忌
想
が
山
氏
鏑

園
有
化
問
題
に
影
響
し
た
。
一
八
九
七
年
白
大
英
坑
夫
聯
A
口
に
逸
ら
れ
た
ス
コ
ッ

1
ラ
ン
ド
聯
合

(FC尽
E
F
L
E言
語
)
の
決
議
が

そ
れ
で
あ
る
。
卸
ち
一
「
産
業
及
び
祉
合
生
話
の
最
長
u

の
日
航
路
を
確
保
す
る
た
め
に
は
土
地
、
鉱
山
、
鍛
道
及
び
生
産
手
段
が
人
民
白

吟

た
め
に
闘
家
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
管
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
絶
割
に
必
要
で
あ
る
c
」
と
れ
に
封
し
大
合
は
ヨ

l
ク
シ
ャ
小
ら
提
山

さ
れ
た
、
枇
品
目
、
主
義
に
反
針
し
、
組
合
主
義
に
準
擦
す
べ
し
と
の
修
正
案
を
可
決
し
た
。
(
一
三
問
、

0
0
0票
・
工
二
、

0
0
0票
)
但

し
鉱
山
、
鍛
道
、

j
地
白
幽
有
に
つ
い
て
は
必
裂
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
む
で
あ
る
。
し
か
し
首
時
未
だ
民
主
的
管
理
の
理
念
が

容
認
せ
ら
れ
な
か
っ
た
白
は
勿
論
の
と
《
一
、
闘
有
化
に
つ
い
て
指
導
者
聞
に
意
見
の
相
異
が
あ
っ
た
。
己
の
己
と
は
英
園
代
表
。
図

m叶

際
合
議
で
白
立
抑
留
に
占
っ
て
も
明
ら
か
宇
一
あ
る
。

第
六
十
八
巻

四

O
八

第
穴
競

四
国

大
英
坑
夫
聯
合
は
一
九

O
八
年
ま
で
八
時
間
労
働
法
獲
得
に
努
め
九
時
び
嗣
有
化
を
問
題
に
し
た
の
は
一
九
一

O
年
白
大
舎
で
あ

っ
て
土
地
、
鍛
山
、
及
び
鍛
治
の
幽
有
が
再
び
確
認
さ
れ
た
。
従
来
は
云
う
ま
で
も
な
〈
V
と
の
大
合
で
の
決
議
も
、
ジ
ェ
・
ポ
ン
ズ

が
指
摘
す
る
如
く
、
「
ご
ま
か
し
の
表
示
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
り
で
あ

Z
。
前
世
紀
と
異
る
こ
と
は
、
労
働
大
裁
が
固
有
化
を
単
な

る
理
想
と
し
て
の
政
策
で
な
く
、
資
際
的
政
策
と
し
て
自
己
の
生
同
い
か
ら
認
識
し
始
め
た
こ
と
で
あ
う
た
。

茨
鍛
園
有
化
問
題
は
廿
に
英
樹
枇
曾
理
想
の
焦
耕
と
さ
れ
た
。
営
初
ジ
ョ
ー
ジ
、
フ
ヱ
ピ
ア
ン
の
思
想
が
反
映
し
、
弐
い
で
ケ
ヤ

ハ
1
デ
ィ
の
批
品
問
主
義
思
想
が
影
響
し
た
。
と
れ
と
同
じ
く
突
闘
の
軍
命
的
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
も
大
戦
前
の
決
鱗
幽
有
化
案
に

関
係
せ
す
に
は
止
か
な
か
っ
た
。

下
ム
・
マ
ン

2
8
旨

E
)
白
「
努
働
者
階
級
に
謝
す
る
経
済
的
解
放
は
、

労
働
者
階
級
が
職



場
、
工
場
、
倉
庫
、
製
作
所
、
及
び
鎖
山
、
結
舶
、
端
艇
、
機
関
室
及
び
仕
事
の
・
止
と
な
は
れ
て
い
る
何
庭
で
で
も
断
乎
と
し
て
そ
の
権

力
を
主
張
し
、
園
際
的
に
組
織
さ
れ
た
傍
働
者
階
級
の
権
力
に
よ
っ
て
、
養
本
主
義
生
産
が
全
廃
せ
ら
れ
、
ま
た
か
く
し
て
枇
曾
革

命
が
賞
現
せ
ら
れ
る
ま
で
、
結
え
宇
生
十
周
機
閥
に
封
ず
る
彼
等
の
統
制
を
蹟
大
ず
る
と
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
確
保
さ
れ
得
る
。
」
と

云
う
考
え
方
は
そ
の
ま
ま
一
九
一
二
年
、
南
ウ
ェ

l
ル
ズ
の
「
坑
夫
の
女
D
手
段
」
(
吋
宮
冨
5
0
1
凶
話
王
宮
喧
)
に
現
れ
た
。
と
れ
は

強
力
な
中
央
集
様
組
織
に
基
い

τ革
命
的
産
業
活
動
を
行
い
、

ス
ト
ラ
イ
キ
に
ワ
ぐ
ス
ト
ラ
イ
キ
を
以
て
せ
ば
者
本
主
義
は
利
潤
を

消
失
し
、
遂
に
坑
夫
は
掌
中
に
自
己
の
斉
業
主
獲
得
出
来
る
。
そ

L
て
完
全
な
労
働
者
階
級
の
管
理
制
度
の
下
に
置
き
得
る
と
考
え

る
も
の
で
あ
っ
た
。
所
開
「
坑
夫
の
た
め
の
宏
一
鋲
」

(
同

4

宮
冨
E
R
P
H
F拘
置
E
n
a
)
を
叫
ん
だ
の
で
あ
品
。

そ
し
て
サ
ン
ヂ
カ

H
λ

f
に
よ
る
炭
鉱
園
有
化
の
方
法
は
革
命
的
直
接
行
動
に
あ
っ
た
。

と
れ
に
謝
し
て
同
じ
く
一
九
一
二
年
大
坑
夫
聯
合
は
闘
有
化
案
を
提
附
し
た
。
と
れ
は
皐
に
決
鰍
の
決
磯
省
移
譲
、
及
び
茨
臨
四
省

町

に
よ
る
全
産
業
の
管
理
を
規
定
し
た
に
池
ぎ
な
か
っ
た
も
白
で
あ

Z
。
議
命
円
斗

q
E運
動
基
軸
と
し
て
斗
ヨ

τき
た
大
英
坑
夫
聯
令

指
導
者
が
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
そ
拒
否
し
た
と
と
は
疑
念
の
品
陣
地
は
な
い
。
従
っ
て
ウ
ェ
ツ
プ
も
弐
の
如
〈
指
摘
し
て
い
る
。
「
聯
合

舎
が
常
時
‘
坑
夫
自
身
の
た
め
に
確
保
し
よ
う
と
介
意
し
て
い
た
一
切
は
、
自
由
に
し
て
令
法
的
な
努
働
組
合
運
動
で
あ
っ
た
。
」

英
闘
枇
合
思
想
は
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
か
ら
ギ
ル
ド
枇
合
主
義
陀
移
行
す
る
。
と
れ
は
又
大
英
坑
犬
聯
合
の
固
有
化
案
に
も
み
ら
れ

る
。
即
ち
一
九
三
一
年
白
闘
有
化
案
タ
佐
、
大
戦
に
入
っ
て
中
絶
し
、
再
び
一
九
一
八
年
サ
ウ
ス
ポ
ー

題
に
さ
れ
た
時
は
、
車
に
闘
家
に
よ
る
究
鎮
の
移
譲
は
廃
止
さ
れ
、
労
働
者
の
民
主
的
管
理
(
官
僚
機
梢
仁
よ
ら
す
地
方
升
檎
主
義
)
を

令
む
園
有
化
案
を
し
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

(FE}40}同
こ
の
大
合
で
問

第
一
，
次
大
戦
の
終
る
ま
で
の
閤
有
北
案
白
餐
遜
を
概
観
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
英
岡
枇
曾
主
義
岡
山
恕
の
推
移
モ
の
も
の
を
現
は

イ
ギ
ヲ
ス
炭
輯
業
1
4

労
働
者
階
融

都
宍
十
八
巻

四
O
九

第
六
腕

一
四
王

ー



イ
ギ
リ
ス
炭
髄
業
と
時
働
者
階
融

第
六
十
八
器

四

O 

第
六
腕

.-
四

す
も
の
で
あ
る
。
炭
鉱
闘
有
化
に
現
れ
た
決
鏑
日
労
働
者
の
考
え
は
英
図
的
批
合
主
義
の
典
型
的
な
も
り
と
も
云
え
る
。
し
か
し
大
戦

が
格
る
ま
で
闘
有
化
は
階
級
斗
争
と
し
て
の
保
件
を
も
た
栓
か
っ
た
G

そ
れ
を
輿
え
る
も
の
は
大
戦
後
D

一
般
的
危
機
で
あ
る
。

註
山
門
岡
H
E
C
E
F同
-
H
百
円
。
己
目
白

5
5マ
・
ロ
吉
岡
2
0時

Z
5
0
E
Z
E
r
o白
】
由
呂
田
弔

Hll悶

向
一
八
九
三
年
目

T
・
U

・
C
白
決
議
は
究
心
様
で
あ
る
。

「
本
骨
識
は
暗
ん
ど
士
玉
高
白
勢
働
者
世
闘
家
の
所
有
明
で
あ
る
生
産
物
を
地
下
か
ら
採
掘
す
る
に
従
事
し
て
い
る
事
貨
に
鑑
み
、
決
鏑
業
も
亦
郵

政
省
tt
同
じ
〈
園
家
白
一
部
局
た
る
べ
し
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
従
つ
亡
前
の
事
責
及
意
見
を
具
現
す
る
法
案
を
準
備
す
る
よ
う
議
曾
委
員
曾
に
指

示
す
る
。
」

(
吋
品
。
〉
E
c
h
-
-
E
宮
E
q
E
-
E
M
V
H
E・)

何

回

m
H
H
W
F国
民
同
吋
宮
崎
己
ロ

B
L
P
o
p
S
2
2
2
5「

J

『】
M
m
F
F口
同
垣
内

R
E
E吋
〈
己
・

ω
-
E日
・
唱
・
】
g
d
F
Pノ
ッ
ト
は

J
f
g己
E
Z自主

と

R
Z
O
E
O
-
z
a耳
=
を

T

・
U
・
C

の
ご
一
回
自
身

E
E巳
ミ

と

批

判

し

て

い

る

。

一

ョ，

州
円

E
聞
の

k
r
E
T
4
Z
冨
宮
内
『
昌
吉
・
ヲ
白

2
・

問
一
八
丸
七
年
一
月
司
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
八
回
国
際
骨
読
で
フ
ラ
ン
λ

よ
り
固
有
他
前
提
案
さ
れ
た
。
実
園
代
衰
の
う
ち
大
英
坑
夫
聯
合

の
大
部
分
は
賛
成
し
た
が
、
ゾ
ョ

1
ン
・
ウ
4

ル
ソ
ン

(
7
5
君
MUS)
と
喧
夫
会
閤
組
合
代
喪
は
反
劃
し
英
図
代
表
は
分
裂
し
た
。

(
F
E・"ヲ

日∞
ω・
)

向

田
E

出

E
己
4
-
2
0日
出

岡

山

E
U
凸

E
-
4
E
L
P
E
H
F
ヲ
晶
君
・

m川
ウ

ェ

ツ

プ

労

働

相

骨

運

動

車

荒

畑

課

下

巻

二

凡

一

ニ

頁

掲

茸

。

、

山
門
ロ
巴
目
白
-
n
o
r
・
〉

u
F
Z
E閉ざ
4
3【

【

Z
F
E
m
V
毛

C品
目
一
問
。
F
E
E
0
4
0
E
g同
冨
台
間
以

ω践

的
ウ
ェ
ツ
プ
勢
働
組
告
運
動
史
荒
畑
謹
下
巻
二
八
七
頁

阿
曽
輔
君
官
二
八
七
頁

日
一
九
一
八
年
大
英
坑
夫
聯
合
は
究
の
如
き
決
議
を
行
う
て
い
る
。

「
と
の
大
曹
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
量
産
業
を
私
的
所
有

E
d
r私
的
支
削
か
ら
捗
働
者
及
び
園
家
に
よ
る
共
同
円
支
聞
及
び
管
理
を
伴
ろ
園
家
一
昨
有
に
ω



移
譲
す
る
の
、
明
か
に
図
家
民
有
利
詰
る
時
期
針
決
鏡
業
心
歴
史
上
に
到
来
し
た
。
と
由
意
見
に
従
っ
て
、
産
業
上
。
新
震
民
局
面
に
徴
し
℃
本
法

案
が
控
律
と
な
る
時
、
上
記
非
同
心
支
問
及
び
管
理
陀
開
ナ
る
規
定
を
作
る
よ
う
に
、
炭
糟
園
有
白
法
案
草
稿
(
一
九
一
二
年
ス
ワ
ン
シ
l
犬
舎
で

一
致
を
見
、
そ
の
後
執
行
委
員
曾
及
第
働
裁
に
止
り
修
正
さ
れ
た
が
)
を
直
ち
に
再
考
す
ベ
き
こ
と
を
全
固
執
行
委
員
曾
に
指
令
す
る
。
更
忙
提
案

草
稿
に
つ
い
て
執
行
委
員
曾
か
ら
報
告
を
う
け
、
旦
ヴ
新
法
案
の
法
律
制
定
を
碓
買
に
す
お
よ
う
金
園
町
勢
働
集
主
協
力
す
ベ
き
最
良
の
手
段
を
決

定
す
る
た
め
早
期
に
大
舎
を
開
く
こ
と
を
決
議
す
る
。
」

(
口
・
閉
・
同
・
円
。
-
0

・
Hし
島
自
同

E
H
E
n
s
-ー自
E
国
間

E
E
Z可
・
巴
ぉ
・
目
M
E

さ
E
)

柑
こ
れ
に
つ
い
て
ノ
1
ザ
ム
パ

l
ヲ

y
ド
坑
夫
組
合
の
冨
P
E
E
r
2
は
央
白
よ
う
に
遮
ベ
て
い
る
。

‘
 

「
一
九
一
一
一
年
以
車
、
そ
の
問
題
に
闘
L
τ

の
考
え
は
成
長
成
熟
し
つ
つ
あ
る
。
邸
ち
今
や
坑
夫
は
車
に
固
有
化
を
求
め
る
の
み
で
な
〈
て
炭
坑
P

共
同
管
理
を
要
求
し
て
い
る
。
」

(
問
問
。

-
ι
p
f
叶

Z
E
-
-
E
E
Z目

F
M
M
由
自
己
目
見
山
量
創
出
m
p
m
M
O
D

冨
冨
宅
】
い
l
E
)

( 

ー) 

一
九
一
九
年
白
岡
有
化
斗
争

第
一
次
大
戦
後
の
一
般
的
危
機
が
英
闘
に
於
て
如
何
忙
茨
鱗
業
忙
焦
鮪
的
に
あ
ら
は
れ
た
か
、
炭
鉱
労
働
者
が
如
何
な
る
赦
態
に

者
か
れ
た
か
は
す
で
に
述
べ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
と
の
危
機
が
某
本
的
目
は
茨
鉱
業
の
生
産
構
法
白
諸
矛
盾
に
基
因
す
る
限
り
、
日
恥

鯖
労
働
者
に
と
う
て
、
自
己
の
経
機
的
諮
僚
件
の
政
善
は
史
館
業
の
生
産
構
法
そ
の
も
の
の
基
本
的
改
善
以
外
に
達
成
し
得
な
い
と

と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
従
来
か
ら
の
要
求
で
あ
勺
売
開
有
化
は

一
般
的
危
機
の
段
階
に
於
て
は
理
念
的
性
格
の
も
の
で
は
な

く
、
現
質
的
な
一
要
求
、

目
。
そ
の
巾
心
的
危
も
白
と
在
っ
た
。

第
一
次
大
戦
後
努
働
者
階
級
は
如
何
に
し
て
園
有
化
の
必
要
を
考
え
、
如
何
な
る
内
容
を
も
た
ら
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
か
。
大

英
坑
犬
聯
合
書
記
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ツ
ヂ
ス

(
F
g
r
出
O
L
肉
窃

)

D

r
解
は
ど
れ
を
一
不
す
も
白
で
あ
る
。
彼
は
大
戦
後
D
茨
鏑
業
の
問
題

イ
ギ

P
ス
炭
鋼
業
主
勢
働
者
階
叔
戸

事
六
十
八
巷

凹

第

六
現

四
4コ



イ
ギ
W
J

ス
炭
鋼
業
と
捗
働
者
階
扱

第
六
十
一
八
巻

囚

第

披

回
l¥.， 

「
わ
れ
わ
れ
は
か
く
し
て
生
産
の
減
少
と
同
時
に
利
潤
の
増
大
に
直
面
し
て
い
る
。
と
れ
ば
健
全
産
業
と
位

格
づ
け
ら
れ
る
か
。
尚
口
聞
と
し
て
怖
し
く
高
い
償
由
帽
を
支
掛
う
乙
と
に
よ
り
、
多
額
白
利
潤
を
奥
え
ね
ば
な
ら
な
い
泊
費
者
は
、
炭

鉱
菜
私
的
所
布
、

-
A
ひ
そ
む
支
配
白
下
で
、
期
待
に
値
す
る
利
益

E
も
た
ら
し
て
く
れ
る
産
業
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
出
来
る
か
。

わ
れ
わ
れ
は
ζ

の
非
常
に
債
値
あ
る
商
品
り
莫
大
な
貯
減
E
こ
の
闘
に
持
う
て
い
る
と
い
う
霊
長
鑑
み
て
山

れ
だ
弐
の
如
く
述
べ
る
。

鎖
直
使
用
料
白
非

合
理
性
、

生
産
及
び
消
費
過
程
に
於
け
る
浪
費
、
生
産
性
の
減
少
、
生
産
費
の
増
大
、
資
質
賃
金
の
低
下
、
す
べ
て
こ
れ
ら
は
資
本

制
生
産
に
よ
る
私
的
企
業
白
諸
矛
盾
か
ら
生
ナ
る
も
の
と
し
て
、
炭
鉱
業
常
面
白
問
題
を
具
鰐
的
に
提
起
す
る
。
郎
ち
如
何
に
し
て

私
的
企
業
に
ど
る
繰
艇
は
矯
正
さ
れ
得
る
、
営
産
業
は
自
立
さ
れ
得
る
か
、
好
録
件
が
勢
働
岩
に
よ
り
享
受
さ
れ
得
る
か
、
公
共
白

利
径
と
な
る
か
、
全
般
と
し
て
炭
鉱
業
が
す
べ
て
白
依
春
産
業
の
部
績
的
一
耐
祉
を
も
た
ら
す
よ
う
友
方
法
で
旗
大
さ
れ
得
る
か
の
諸

問
題
で
あ
る
。
そ
の
併
決
ト
刀
法
主
彼
は
固
有
化
に
求
め
て
次
の
よ
う
に
述
ベ
る
。
「
す
べ
て
白
利
益
を
包
括
す
る
計
査
は
闘
有
化
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
園
有
化
在
る
考
え
は
一
特
殊
産
業
白
、
例
え
ば
茨
鉱
業
、
本
来
の
諸
困
難
か
ら
殻
展
し
て
来
た
の
で
な
い
。

均

労
働
者
の
心
白
中
に
成
長
し
て
き
た
熱
望
で
あ
り
、
過
去
五
十
年
間
経
横
人
に
よ
っ
て
討
議
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
」

で
は
闘
J

骨
化
の
意
味
を
如
何
に
嗣
附
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
う
士
で
も
な
く
茨
鍛
闘
有
は
園
家
に
よ
る
金
山
茨
鎖
の
所
有
主
意

一
う
は
管
理
の
一
問
題
で
あ
ワ
た
。
ホ
ツ
ヂ
ス
は
株
式
の
闘

家
移
譲
に
円

J

い
て
は
柿
償
を
み
と
め
、
耽
補
償
を
支
梯
う
こ
と
に
上
う
て
国
家
或
い
は
産
業
に
負
権
を
長
び
か
す
よ
う
な
形
で
の
柿

償
を
許
さ
?
、
補
償
は
生
産
に
準
採
す
べ
き
と
の
主
張
壮
行
ラ
。
問
題
の
第
二
刻
、
管
理
に
G

い
て
は
「
官
僚
的
管
制
」

(
E
E
E
Z

E
E
S
M
m
E
Z
S
)
で
は
な
く
、
闘
家
政
策
の
理
念
と
一
致
し
た
能
う

Z
限
り
地
方
分
様
式
一
一
a
z
E
E
E
E
B
)
を
と
り
上
げ
る
。

味
す
る
。
問
題
は
そ
の
賀
加
に
あ
っ
た
。

一
ワ
は
補
償
の
問
題
で
あ
り
、

ホ
ツ
ヂ
ス
心
見
解
を
代
表
せ
し
め
て
帥
労
働
者
階
級
白
闘
有
此
に
つ
い
て
の
基
本
的
概
念
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
ホ
ツ
ヂ
ス
の



見
解
が
買
に
努
働
者
階
級
の
主
張
を
代
将
ず
あ
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
ね
ば
た
ら
泣
い
。
決
鏑
勢
働
者
が
闘
有
化
を
自
己

の
階
級
的
利
害
の
貼
か
ら
、
公
共
の
利
訴
の
立
場
か
ら
、
全
際
業
的
利
害
の
立
場
か
ら
提
起
し
た
と
と
、
並
び
に
努
働
者
の
管
理
を

要
求
し
た
と
と
に
は
異
論
は
な
か
っ
か
ロ
補
償
に
つ
い
て
は
具
る
。
日
労
働
者
階
級
の
中
佐
、
有
償
は
現
在
の
所
有
者
の
利
潤
以
上
む

も
の
わ
包
囲
家
が
保
詮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
を
れ
に
よ
っ
て
茨
館
者
本
の
海
外
投
資
を
可
能
な
ら
し
め
、
努
働
者
階
級
白
課
税
を
増
す

も
の
で
あ
っ
て
、
関
有
化

E
資
本
主
義
的
令
却
化
に
代
替
せ
し
め
る
巴
も
の
で
あ
る
と
い
う
強
硬
な
主
張
を
見
出
す
。
補
償
問
題
を
め

ぐ
る
労
働
者
階
級
内
部
の
凡
仰
肝
心
相
違
は
極
め
て
兎
腕
す
べ
き
封
立
で
あ
る
。

柿
償
問
題
に
ワ
い
て
内
部
的
封
立
を
有
し
ー
た
が
ら
も
、

ホ
ッ
ヂ
ス
の
見
解
が
支
阻
的
で
あ
う
た
。

一
九
一
八
年
の
大
英
坑
夫
聯
合

案
と
し
て
提
出
さ
品
川
た
も
の
は
と
の
ホ
ッ
ヂ
ス
の
見
解
の
公
的
表
現
で
あ
る
。

第
一
弐
大
戦
後
白
国
有
化
斗
ザ
は
、
と
り
一
九
一
八
年
の
案
に
基
い
て
一
九
年
常
初
か
ら
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
賃
金
三
o
v
m
D
増

額
、
六
時
間
制
白
山
氏
施
、
茨
鎖
国
布
化
(
こ
れ
戸
中
心
的
)
が
要
求
と
し
て
閉
さ
れ
た
。
労
働
大
衆
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
以
て
牛
う

と
と
を
決
意
し
た
白
で
あ
る
叫

政
府
は
賃
金
問
題
の
み
に
限
r

正
し
て
交
渉
一
せ
ん
と
す
る
も
事
態
の
重
要
性
に
争
議
の
延
期
策
を
と
っ
た
。
即
ち
調
査
委
員
合
白
設

白
h
q
h

提
案
し
、

一
二
月
一
初
日
妻
員
曾
を
没
足
せ
し
め
た
所
調
サ
ン
キ

1
委
員
曾

(F雪
山
口
自
足
Z
E
え

F
5
4
z
:
r
:色
E
b
g
m
Z
)

こ
れ
で
あ
る
。

サ
ン
キ
1
委
員
合
の
構
成
は
坑
夫
聯
合
の
力
に
よ
っ
て
そ
の
字
数
は
勢
働
者
代
表
で
あ
円
J
h
o
委
員
合
の
一
目
的
は
茨
鍛
業
の
地
位

)
 

及
び
傑
件
の
調
夜
、
特
巴
一
賃
金
、
時
聞
が
決
鏑
M

労
働
者
の
各
種
等
級
で
差
が
あ
句
む
か
、
あ
り
と
す
れ
ば
ど
の
程
度
宮
で
、
如
何
な

〉

る
方
法
で
賃
金
は
増
額
さ
れ
、
時
間
は
短
縮
さ
れ
る
か
に
賃
金
勢
働
時
間
、
努
働
僚
件
の
不
均
等
が
あ
る
か
、
あ
れ
ば
ど
の
程
度

イ
ギ

D
ス
炭
鋼
業
と
努
働
者
階
叡

第
六
十
八
巻

回

= 

停
大
韓

四
:IL 



イ
ゼ
叫

B
ス
炭
繍
業
ζ

労
働
者
階
担

四

四

第
六
按

一
主

O

第
六
十
八
巻

是
正
さ
れ
る
か
ヨ
生
産
費
、
分
配
及
び
全
憾
と
し
て
の
茨
鎖
業
組
織
冊
将
来
の
茨
鏑
業
の
機
構
等
に
あ
っ
た
。

〔

サ
ン
キ

1
委
員
合
が
政

L

肘
に
よ
る
手
議
同
遊
子
段
で
あ
る
以
よ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
開
始
前
に
報
告
が
必
要
ー
と
さ
れ
、
従
っ
て
事
賞
開

品
開
期
日
直
前
陀
中
間
報
台
が
渡
表
さ
れ
た
。
委
只
曾
の
巾
間
報
品
口
は
各
界
代
表
に
よ
っ

τ三
つ
に
分
れ
た
。
労
働
者
階
級
を
代
表
す

坑
夫
u
A
ぴ
消
費
者
白
た
め
の
園
有
を
結
論
し
、
坑

る
委
員
は
三

O
郊
の
増
額
、

主
代
表
は
賃
金
及
び
労
併
時
間
問
題
に
限
定
し
、
賃
金
は
成
年
労
働
者
一
一
同
一
志
六
片
、
年
少
者
九
片
、
努
働
時
間
は
七
時
間

外
は
八
時
間
)
に
す
べ
き
こ
と
そ
主
張
し
、
サ
ン
キ

1
議
長
の
代
表
す
る
中
間
沃
は
賃
金
を
成
年
一
日
二
士
山
、
」
年
少
岩
一
志
、
努
働
時

間
は
一
時
間
の
即
時
短
縮
止
共
に
吏
忙
事
情
忙
ょ
っ

τ
一
九
二

O
年
末
一
時
聞
の
短
縮
を
論
じ
、
産
業
機
構
に
つ
い
て
は
労
働
者
の

一
九

O
八
年
白
八
時
労
働
法
の
改
正
(
六
時
間
制
)

( 

坑

企
業
参
加
の
方
向
を
準
備
す
る
闘
有
を
暫
定
的
に
勧
告
し
た
。

サ
ン
キ
1
委
員
舎
に
於
て
最
も
現
在
の
炭
鉱
業
組
織
に
最
も
批
判
的
謹
言
が
戦
時
中
の
政
府
要
員
よ
り
な
さ
れ
、
そ
D
謹
一
言
に
上

っ
て
個
人
企
業
の
非
経
済
性
は
暴
露
さ
札
た
の
で
あ
U
J

た
c

こ
れ
に
蒸
い
て
委
員
曾
は
個
人
所
有
の
諸
紋
騎
手
指
摘
l
h、
暫
定
的
に

共
の
如
き
報
告
を
行
っ
た
の
で
あ
る
の

今
ま
で
既
に
興
え

ιれ
仁
掩
言
に
徴
し
て
色
景
鏑
兼
自
所
有
及
び
境
協
の
現
在
制
度
は
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
晶
つ
で
、
固
有
聞
も
国
家
買
収
仁
よ

m
 

る
統
一
方
法
か
叉
哉
同
管
理
か
何
れ
仁
せ
よ
何
等
か
の
悩
の
制
度
が
現
在
に
と
っ
て
代
ら
ね
ば
な
品
な
い
叫

+
シ
キ
1
委
員
舎
の
中
間
報
告
に
至
る
第
一
段
階
は
現
伏
の
統
計
的
介
析
で
あ
っ
た
。
政
府
は
議
長
報
告
の
賢
施
主
約
し
、
こ
れ

に
基
い
て
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
輿
論
も
ァ
委
貝
、
合
報
告
宇
一
受
諾
じ
、
そ
の
今
後
の
活
動
に
侠
っ
と
と
に
決
定
し
て
盟
国
業
は
延
期
さ
れ

た
。
政
府
の
意
岡
は
成
功
し
た
の
政
府
は
攻
勢
の
準
備
を
行
い
、
坑
主
は
勢
力
の
結
集
号
一
計
り
得
る
こ
、
ん
と
に
左
打

J

た
の
で
あ
る
。
四

月
末
よ
り
委
日
只
品
目
は
将
来
の
産
業
機
構
忙
り
い
て
の
検
討
を
行
り
た
c

努
働
者
階
級
は
備
業
権
の
無
償
設
牧
と
共
は
産
業
の
所
有
移



に
組
織
持
働
者
の
参
加
に
よ
る
管
問
方
式
を
要
求
し
た
。
こ
と
に
於
て
委
員
合
は
再
び
内
部
分
裂
を
生
じ
、

権
の
闘
家
へ
の
移
譲
(
但
し
有
償
、
労
険
者
は
無
償
世
主
張
し
に
)
、
炭
坑
、

統
一
意
見
は
鱗
直
使
山

地
直
委
員
合
ヒ
於
け
あ
勢
働
者
P
経
営
参
加
許
界
に
止
ま
っ

た
。
決
鎖
の
園
有
化
は
大
部
分
の
賛
成
に
抱
ら
下
坑
主
及
び

r
F
E
d
R吉
田
に
よ
っ
て
反
劃
さ
れ
た
。
坑
主
は
直
披
的
に
担
否

し
、
認
め
た
諮
問
的
委
員
合
の
設
也
は
何
ら
現
扶
宇
縫
え
る
べ
吉
村
質
LV一
も
た
、
な
か
っ
た
。
(
師
に
同
一
機
関
が
晶
つ
向
。
)
ダ
ヅ
カ
ム
ー
は

私
企
業
で
の
ト
ラ
ス
ト
化
を
主
張
し
、
努
働
者
階
級
は
サ
ン
キ
1
議
長
の
提
案

7
多
数
意
見
)

L

L

同
一
で
鏑
直
使
用
権
及
び
茨
鎖
業

の
園
家
移
管
を
提
案
し
た
。
(
但
し
モ
の
管
理
に
つ
い
て
は
雨
者
異
る
。
サ
Y
斗

l
は
迎
合
地
直
許
議
曾
及
び
炭
坑
委
員
禽
を
主
張
し
、
毎
働
者
は

全
閥
抗
鱒
評
議
曾
仁
責
任
を
県
え
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
全
閥
、
地
区
、
茨
坑
の
各
委
員
曾
の
任
務

ω匝
別
い
か
明
確
で
な
い
に
め
に
責
任
を
査
開
表
競
評

議
曾
仁
興
え
よ
う
と
し
仁
も
の
で
、
不
適
営
な
中
央
集
摺
仁
は
反
論
し
ご
い
ト
い
こ
と
じ
臨
時
わ
な
い
。
)

大
英
坑
夫
融
制
A
け
に
と
っ
て
サ
ン
キ
1
報
告
、
ど
の
本
質
的
嘉
兵
か
ら
、
従
来
の
要
求
を
貫
徹
す
る
か
、
現
史
的
に
ル
ソ
ン
h
f
l
報
告
白

賀
現
に
十
う
か
の
問
題
と
な
っ
た
。
か
〈
て
聯
合
は
「
坑
夫
は
委
員
舎
の
多
数
波
勧
告
を
直
ち
に
災
殺
あ
ら
し
め
る
べ
く
十
分
な
文

持
を
興
え
る
準
備
を
も
っ
]

B

と
し
て
後
者
に
決
定
し
お
。
現
時
門
糠
件
に
よ
っ
て
第
一
孝
の
安
協
が
な
さ
れ
た
。

三
の
精
紳
と
文
字
遁

H
」

(
E
F
m
ω
1
1
5
P
E
2
)
委
員
合
空
口
の
賢
施
主
約
束
し
た
政
府
は
、
坑
主
側
の
利
害
に
立

っ
て
ま
「
足
ら

Z後
に
閤
有
化
骨
一
拒
否
す
る
は
至
。
た
。
報
告
後
に
行
わ
れ
た
ヨ

l
ク
シ
ヤ
の
雲
仙
ぷ
直
接
政
府
に
釘
抗
す
る
も

の
で
あ
り
、
従
っ
て
枇
合
不
安
を
牛
一
千
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
園
有
反
封
の
論
操
べ
比
す
る
に
せ
よ
、
本
質
的
に
は
資
本
利
害

の
擁
護
に
立
ち
、
者
本
家
階
級
利
害
の
代
理
執
行
の
役
割
を
呆
す
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
ゎ
。

国
有
化
は
前
記
ダ
ツ
カ
ム
案
の
私
的
企
業
機
構
E
基
礎
に
し
た
劃
一
的
統
制
に
変
質
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
と
り
政
府
の
資

大
偽
捕
ま
↓
宮
の
円
。
P
何
回
。

]
E
3
?
で
あ
ワ
た
。

本
家
へ
の
完
全
な
稚
毘
は
労
働
者
階
級
忙
封
す
る
背
信
行
震
で
あ
り
、

イ
ギ

P
ス
炭
鋼
業
と
第
働
者
階
級

第
宍
十
八
巻

四

五

第
占
八
腕

五



イ
ギ
リ
ス
茨
欄
業
と
努
働
者
階
級

第
六
十
八
巷

四

六

第
宍

腕

五

政
府
の
拒
rw
に
到
し
で
英
園
努
働
者
隣
級
は
全
勢
力
を
結
集
し
て
、

サ
ン
キ

1
委
員
合
勧
背
の
即
時
履
行
を
再
確
認
し
、
労
働
組

合
合
議
陀
訴
夕
、

一
九
一
九
ん
は
i

九
月
労
働
組
合
南
町
議
も
と
れ
白
支
持
を
決
定
し

τ
い
る
。
と
れ
に
従
う
て
努
働
組
令
曾
議
は
第
一
}
手

段
と
し
て
の
政
府
の
餐
更
是
E
、
第
二
手
段
と
し
て
大
衆
の
啓
蒙
を
行
づ
た
。
し
か
し
勢
働
組
合
合
議
の
斗
争
は
園
街
化
十
争
と

し
て
の
仲
格
ψ
喪
失
し
、
時
砕
蒙
括
動
そ
の
も
の
に
志
向
さ
れ
た
。
か
〈
て
一
九
二

O
年
コ
一
月
特
別
労
働
組
合
曾
議

ω
招
集
と
注
り
、

圏

在

化

の

た

め

の

奈

闘

罷

業

の

賛

否

を

問

ラ

た

の

で

あ

お

。

度

樹

H

三
四
四
、

0
0一υ

そ
の
結
果
は
賛
成
n
五
三
四
、
九
九
九
票
.

票
、
反
劃
の
中
に
は
ヨ

1
ク
シ
ヤ
、
ダ
1
ラ
ム
等

D
九
地
方
が
あ
り
、
聯
合
は
分
裂
を
生
じ
た
。
と
れ
は
坑
夫
聯
A
u
右
沃
と
他
産
業

労
働
組
合
右
混
と
の
結
合
に
上
る
結
果
で
あ
る
。
と
れ
は
叉
労
働
組
合
合
議
に
明
白
に
反
映
し
た
。
労
働
組
合
曾
議
は
一
金
問
罷
業

で
の
努
働
組
合
活
動
か
、
二
線
選
奉
準
備
の
政
治
的
宣
停
と
す
る
か
り
形
で
ロ
賛
否
を
求
め
、
一
、

O
五
O
、の

0
0票
に
封
す
る

三
、
七
三
二
、

oon~票
で
議
合
活
動
の
採
刷
、
直
接
行
動
の
否
決
と
さ
れ
た
。
品
同
坑
夫
D
大
部
分
は
直
接
活
動
を
望
ん
だ
の
で
あ
る

'刀

勢
働
組
合
合
議
の
決
定
は
労
働
黛
政
府
の
樹
立
に
侠
っ
と
と
で
あ
っ
た
。

J
一
常
君
主
叶
え
ぬ

C
E
S
寄
目
。
『
2
E
z
c
g
]山田
a

eロ
こ
は

E
Z
r
「

Z
F
o
E
F
E同
の
E
E
E
E
Mて

u

に
代
え
ら
れ
た
白
で
あ
る
、
と
白
採
決
は
決
定
的
意
味
を
持
円
J
O

何
と
怠
れ
ば

園
有
化
斗
f
ず
は
と
れ
に
よ
勺
て
破
滅
せ

L
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

J

涯
勤
は
再
び
賃
金
斗
争
陀
舞
い
戻
う
た
。

一
九
一
九
年
の
閥
有
北
斗
手
。
目
標
は
茨
鍍
白
固
有
化
と
そ
白
後
の
勢
働
者
白
管
現
参
加
で
あ
っ
た
。
と
れ
に
止
っ
て
賃
金
、
労

働
諸
燦
件
の
根
本
的
改
革
を
閏
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
則
は
現
貨
に
歪
曲
さ
れ
、
安
協
の
結
果
は
途
に
目
標
そ
の
も
白
の
一

愛
更
に
到
っ
た
の
で
あ
右
。
と
の
斗
争
陀
於
で
資
本
階
級
と
園
家
権
力
と
結
合
、
坑
夫
聯
合
、
努
働
組
合
合
議
で
の
右
翼
勢
力
白
抜

大
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
友
ら
左
い
。
山
祝
鎖
勢
働
者
大
島
県
は
者
木
家
階
級
の
力
と
政
府
の
裏
切
り
に
斗
年
白
力
は
弱
化
せ
し
め
ら
れ
、
右



、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

資
勢
力
に
よ
う
て
そ
の
要
求
は
非
諒
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
政
治
的
純
情
制
的
罷
業
は
指
導
者
府
陀
よ
っ
て
終
済
主
義
に
特
化
せ
し

め
ら
れ
た
u

註
山
内
フ
ヲ
シ
ク
・
ホ
ッ
ヂ
ス
は
一
九
一
凡
年
上
り
坑
夫
聯
合
白
書
記
と
な
る
。

向

P
E庶
民
邑
開
m
m
'
Z
E自
己

E
E自
主

F
n
E
E
F
H
C問。・日

MEa-

m円
同

M
E
M
-
-
w

弔
缶
|
宙

山門

EVE-w】

VH》∞
T
1
5

向

F
E
u
-
v
g
「
官
惜
的
容
理
」
は
ア
ェ
ぜ
ア
ン
の
一
理
念
で
あ
っ
た
。
己
目
貼
異
る
。

川
町
冨
岡
田

E
a
r
2
(凹
再

a
Z
4
0内
神
宮
岩
国
『
己
記
臣
官
ユ
自
色
冨
甘
え
k

，E
2
5
c
s
r
F
V【
奇
∞
EEMm(戸
司
の
凶
'
)
叩
見
解
も
同
様
で
あ
る
。

同
1

2

2
・
ロ

2
0乙
E
C
m
Z・
冨
告
・
℃

-
E・
刃
向
唱
。
ぇ
。

2
5
5
5
m
E
V
〉
E
E
p
b
m
a
g自
主

H
r
o
E
C己『
E
q
-
-島
参
照
。

何

〉

ユ

E
司
目
。
百
耳
目
牛
凸
〉
回
国
百
戸
時

-
n
O
B
E
C
E
Z
E
E《
山
口
邑

-
E昌
司

-
E。目

向
一
九
一
九
年
二
月
、
十
一
一
、
=
一
日
の
坑
夫
聯
骨
協
議
曾
で
ス
ト
ラ
イ
キ
決
定
を
投
票
忙
即
ち
、
(
一
)
一
=
o
M
P
増
額
、
今
一
)
六
時
間
制
、
(
一
三

徴
兵
坑
夫
の
勢
働
組
骨
賃
金
草
で
の
扶
養
、
(
周
」
茨
錨
白
園
有
、
(
五
)
政
府
が
も

L
上
記
要
求
を
掠
め
々
い
な
ち
そ
れ
を
確
保
す
る
た
め
会
圏
ス
ト

ラ
イ
キ
に
賛
成
す
る
か
。
以
上
五
項
目
白
賛
否
を
問
う
こ
と
忙
決
定
し
た
。
政
府
は
-
一
月
三
十
四
日
決
鋪
業
委
員
骨
法
案

(
p
t
r
ι
5
5判

。
。
自

E
E
S
Eロ
|
|
山
こ
れ
が
後

o
m
4
m
H
h
c
g
E
E
E
o『

F
A
E
4
E
C
岳町

g弘
吉
弘

E
Z
W
の
某
礎
に
な
る
)
を
下
院
に
出
し
て
ス
ト
一
y

イ
キ
鶴
岡
酷
陀
努
め
た
。
=
十
五
日
六
一
豆
、
一
大
四
票
に
劃
し
一

O
豆、

O
八
一
一
一
票
で
明
ト
ラ
イ
キ
を
決
定
し
た
。

山

門

委

員

長

官

5
2
m
g古
河

政

府

任

命

〉

ユ

F
R
F
E
S叫
す

mZ仏
国
百
三

E
ロ
目
同
)
〉

EH耳
目

E
】日目

(
S
E唱
E
q
)
叶

FOES

T
-
E
(
p
m
E旬。
3
0
4
炭
坑

E
代

表

何

百

E
言
】

]E♂
戸

当

F
』
F
】
吋
町
。
品

MO
坑
喪
聯
合
指
名
問
。
古
河
内

F
H
E
F
同

2
5
n

E
邑
Y
F
E
W
出
邑

m
g
Z
O
P
E
N凶
冨

S
4
政
府
及
び
坑
夫
聯
合
南
者
一
致

IHN・
ロ
同
，

2
5
3
ω
E
B
4
垣
島

V

問

〈

B
E
E
F
E
Z
F
5
5
2二
戸
山
富
|
一
民
主
参
照
。

町
伺
人
所
有
に
よ
る
究
鮎
一
四
項
目
が
宮
骨
官

5
5
E
F
E
E
s
a
E
E
P
E
E
R
で
指
摘
さ
札
て
い
る
。
例
え
ぽ
所
有
者
は

〔役
轄
の
利
害
闘
侍
か
ら
護
民
を
制
限
す
る
、
地
理
的
諸
慌
件
に
つ
い
て
の
科
皐
的
研
究
に
基
〈
炭
鏑
賞
展
の
一
般
的
計
査
四
世
如
隼
。

イ
ギ
uJ
ス
茨
輔
業
と
勢
働
者
階
紐

第
六
十
八
巻

四

七

」

第
六
器

五
= 



• 

イ
ギ

p
ス
炭
鉱
業
主
労
働
者
階
級

〉

」
四

mmHErmw
問。唱。岡崎・同一×-

V
八同

一
九
一
九
年
四
月
十
五
日
投
票
、
政
府
案
賛
成
H
宍
九
=
一
、
六
八
四
車
、
反
釦
H
七
六
、
丸
丸
ニ
票

H

従
来

F
R
E
E
S
F
E
E目
】

♀

E

C
巳
q
E
2
が
あ
っ
た
。

日
目
一
口
・
ロ
・
。
OHm-Fmpげ
CE同
E
F
m
n
Z】
自

E
E刊
百
官
民
4

E
回
日
間
ド
邑
印
a

M
i
m
-
E
m
w
君
。
t
h
v
J
p
n
m
Z
4
t
F
o
p
-員
E
E
冨
z
g
-
H
e回
』

噌

H
S

内
川
サ
ン
キ
1
報
告
後
下
院
で
の
妥
本
陪
棋
士
一

O
O
名
の
固
有
佑
度
調
署
名
運
動
は
政
府
自
態
度
を
艶
更
せ
し
め
、
政
府
は
そ
の
後
、
茨
坑
主
と
尉

(
 

政
的
調
整
白
新
た
な
計
壷
を
郡
密
に
行
っ
て
い
る
。

(FH仏
J
-
Y
E
-
4
・)

川
町

E
P
W
]
W
H
。F

山
門
戸
口

E
C
H
m
-
F
σ
E
E
F
o
o
-
-
B
E
Z
E
L
5
5・
5
日
匂
・

5
。

静
六
十
凡
各

四

戸、

第
六
盟

五
P'l_ 

( 

) 

九

二

O
年

の

十

手

一
九
一
八
年
に
大
英
坑
夫
聯
合
の
炭
鎖
闘
有
化
案
が
提
案
ヌ
一
れ
、
失
い
で
翌
年
サ
ン
キ

1
報
告
を
め
ぐ
っ
て
現
質
的
な
固
有
化
斗

雫
が
行
わ
れ
た
υ

し
か
し
こ
れ
は
資
本
家
階
級
及
び
闘
家
権
力
の
攻
勢
に
土
台
て
、
又
労
働
指
導
者
の
経
持
主
義
的
、
現
賀
へ
の
妥

協
態
度
に
よ
っ
て
労
働
者
階
級
の
分
裂
を
生
じ
挫
折
す
る
に
至
っ
た
。
労
働
者
階
級
の
安
協
的
態
度
及
び
そ
の
統
一
の
紋
如
は
、
ア

九
二

O
年
に
於
て
は
坑
主
側
勢
力
の
増
大
、
現
資
的
に
は
政
府
に
よ
る
立
法
措
置
、
と
し
て
先
づ
現

b
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
一

O
年
一
一
一
月
政
府
は
茨
坑
緊
急
法
案
(
神
宮
冨
巨
由
開
同
需
品
2
4
〉
。
与
を
通
過
せ
し
め
た
。
労
働
者
は
サ
ン
キ

l
中
間
報
告
に

基
い
て
坑
、
主
利
潤
を
制
限
す
べ
く
修
正
意
見
今
一
川
じ
た
が
無
修
正
で
制
定
さ
れ
、
と
れ
に
よ
古
て
坑
士
一
は
サ
ン
キ

l
勧
告
の
一
屯
笛
り

一
志
一
一
片
以
上
む
利
潤
を
政
府
に
よ
っ
て
保
詮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
将
来
の
産
業
組
織
に
つ
い
で
は
何
ら
の
規
定
も
行
わ
な
か
ヲ
売
。

と
の
具
悦
的
計
撃
は
八
月
の
鯨
業
法
(
害
巳
凶
何
回
出
会
E
4
Pの
ご
と
な
う
て
現
わ
れ
た
。

鉱
業
法
は
「
炭
鉱
管
理
由
改
正
を
規
定
し
、



茨
鍵
業
を
規
制
し
、
疏
業
及
び
そ
れ
ら
に
定
泊
さ
れ
て
い
る
人
々
と
開
係
あ
る
他
の
目
的
の
た
め
」
の
も
の
で
あ
っ
た
。
構
成
は
コ
一

部
に
分
れ
、
第
一
部
は
批
畑
山
局

(ZJO
冨
E
仰向宮

1
5
2
3『
時
吉
田

O
P
E
L
F邑
与
の
設
置
、
そ
の
権
限
、
構
成
を
規
定
す
る
も
の
で

サ
シ
キ

l
削
仙
台
の
そ
れ
に
代
る
政
府
案
の
具
現
で
あ
り
、
第
三
部
は
坑
夫
昭
利
基
金
の
規

あ
り
、
第
三
部
は
茨
織
の
調
整
に
闘
し
.

定
で
あ
る
の

労
働
者
階
級
は
こ
の
鍛
業
法
を
サ
ン
キ
l
報
告
の
多
数
意
見
の
具
現
で
な
〈
、
ダ
ツ
カ
ム
案
H

私
企
業
制
の
同
復
を
意
闘
す
る
も

勾

の
で
あ
る
、
全
園
劃
一
的
賃
金
制
を
要
求
す
る
大
英
坑
夫
聯
合
の
分
裂
を
策
し
た
・
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
従
っ
て
政
府
に
よ
る
訟

い
ち
早
く
聯
合
は
そ
の
態
度
を
表
明
し
た
。

案
の
準
備
に
際
じ
、

「
乙
の
大
曾
は
鍛
業
法
案
文
を
険
制
し
仁
結
果
、
も
し
そ
れ
が
法
律
ド
な
る
と
す
れ
ば
告
案
の
数
果
護
生
を
拒
絶
す
る
よ
う
決
定
し
、
下
院
通
温
を

阻
止
す
べ
〈
随
時
凡
ゆ
る
手
段
を
使
間
す
る
よ
う
傍
倒
鍍
じ
悶
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
(
一
九
ニ

O
年
六
月
)

法
律
制
定
後
は
各
委
員
合
に
委
員
参
加
配
担
否
す
る
と
と
に
占
っ
て
消
極
的
な
反
劉
を
な
す
に
止
ま
っ
た
。
資
本
及
び
園
家
は
立

法
措
置
に
よ
っ
て
茨
一
鱗
労
働
者
白
闘
有
化
の
原
則
的
要
求
を
弱
化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
に
は
中
心
的
要
求
で
あ
っ
た
園
有
化
は
そ
の
斗
手
白
挫
折
後
如
何
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
品
ら
う
か
。
闘
有
ル
叩
白

原
則
を
坑
夫
聯
合
は
放
棄
し
た
り
で
あ
ら
う
か
。
次
の
坑
夫
、
聯
合
の
一
九
二

O
年
年
弐
大
合
で
の
決
議
は
こ
れ
に
答
え
る
巴
も
の
で
あ

る。

「
こ
の
大
曾
は
茨
繍
業
を
園
有
化
す
ゐ
仁
め
法
律
制
定
に
つ
い
て
の
政
府
自
逗
背
骨
遺
憾

ι考
え
、
そ
し
て
提
銭
業
炉
公
有
さ
れ
、
園
家
と
従
事
し

て
い
る
技
術
的
及
び
筋
肉
勢
働
者
の
代
表
と
の
問
で
淫
皆
き
れ
な
い
限
h
、
社
曾
の
利
篠
山
満
足
与
華
誕
と
し
て
茨
鏑
業
は
決
し
で
い
有
か
れ
な
い
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
う
信
念
を
再
確
認
し
、
政
府
が
嘗
産
業
の
所
有
と
府
営
仁
守
い

τ、
こ
山
基
本
的
な
国
型
草
色
諮
げ
る
こ
と
を
鈴
僕
な
〈
さ
れ
る
ま
で
勢
働
者
階
級

の
考
え
骨
教
育
し
組
織
し
つ
づ
け
る
決
意
を
も
つ
も
め
で
ゐ
る
。
」

イ
ギ
咽
ク
ス
炭
鉱
業
と
労
働
者
階
扱

第
六
十
八
巻

四

ブL

第
六
概

五
五



第
六
十
凡
春

-
我
々
は
刷
所
鎮
炉
開
有
化
す
る
ま
で
茨
鏑
薫
り
政
府
税
制
山
継
績
を
要
京
ず
る
。
」

イ
ギ
q
d
λ

炭
鉱
業
と
労
働
者
階
級

四

O 

第
六
韓

一
五
六

と
れ
ら
の
決
議
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
聯
合
は
園
有
化
の
要
求
在
忘
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
と
こ
に
は
要
求
定
現

の
た
め
、
何
等
自
ら
の
一
力
に
よ
う
で
斗
い
と
る
決
意
は
み
ら
れ
な
い
。
闘
有
化
の
決
意
は
労
働
者
の
「
教
育
」
と
「
組
織
」
に
治
か

れ
て
い
る
。
し
か
し
問
題
は
一
斗
う
組
織
」
た
る
か
否
か
に
あ
る
。
斗
手
せ
事
に
し
て
政
府
が
闘
有
化
を
像
儀
な
〈
行
う
と
で
も
考

m，
 

え
た
の
か
の
再
び
過
去

D
E
F
E
ξ
E
E
P円
、
に
後
退
し
た
。
そ
の
決
議
が

J
一E
e
E
Hの
め
『

μ
E
R虫
、
、
と
稿
せ
ら
れ
る
の
も
営
然

で
あ
る
。

行
委
良
D
六
部
分
に

Z
っ
て
反
封
さ
れ
、

か
く
し
亡
一
九
一
一

O
年

ω
斗
手
は
全
く
賃
金
斗
争
に
費
質
し
た
の
で
あ
る
。
閤
有
化
費
現
の
た
め
の
直
接
行
動
は
坑
夫
聯
合
白
執

一
般
的
危
機
の
深
化
陀
占
ワ
て
生
じ
た
坑
夫
の
経
済
生
活
の
消
極
的
維
持
に
、
印
ち
資
質

賃
金
の
向
上
に
問
題
は
限
定
さ
れ
た
。

「
本
麹
付
委
員
曾
は
政
府
に
弐
的
事
を
要
求
す
る
よ
う
年
女
大
曾
仁
間
告
す
る
。
凡
て
の
圏
内
用
沼
田
川
使
椅
ト
ン
営
b
一
四
志
一
一
片
的
飢
時
引
下
げ
、

十
入
歳
以
上
の
坑
夫
蓮
骨
の
査
組
合
員
に
}
旦
一
志
円
増
額
、
十
八
歳
以
下
十
六
歳
ま
で
の
一
日
一
志
、
十
六
歳
以
上
り
日
九
片
的
増
酢

右
の
六
月
二
十
一
日
に
出
さ
れ
た
執
行
部
案
は
可
決
さ
れ
、
と
れ
に
慕
く
交
渉
は
政
府
の
拒
否
陀
行
詰
り
と
左
づ
て
、
八
月
半
二

投
票
の
結
果
は
罷
業
に
賛
成
が
っ
一
六
七
、
克
一

白
金
園
大
合
で
、
政
府
拒
絶
に
封
す
る
謝
策
を
組
合
員
に
問
う
と
と
に
決
定
し
た
。

七
票
の
多
数
を
一
不
し

h
。
従
つ

τ九
互
一
日
に
同
月
三
十
五
日
よ
り
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
指
令
し
た
の
で
あ
る
。
そ
白
後
も
政
府
の
態

度
は
強
硬
E
あ
っ
て
、
決
慣
に
つ
い
て
は
議
曾
承
一
品
宇
み
の
も
の
と
し
て
拒
否
、
賃
金
に
つ
い
て
は
と
れ
を

F
含

5
E
A
U
S
Z
に

よ
Z
調
停
案
を
示
し
た
。

ζ

白
調
停
に
つ
い
て
の
政
府
案
は
坑
夫
聯
合
に
よ
っ
て
反
劉
耳
れ
、
政
府
は
代
案
と
し
て
生
産
量
に
よ
る

賃
金
規
定
を
提
案
し
た
。
と
の
案
が
努
働
強
化
宇
一
強
い
る
も
の
と
じ
て
拒
否
し
た
坑
夫
聯
合
町
一
態
度
は
営
然
で
あ
ろ
う
。
か
か

Z
情



勢
に
於
て
坑
夫
聯
合
が
労
働
組
合
合
議
及
び
三
角
同
盟
白
仙
の
組
八
日
に
支
持
を
求
め
た
。
し
か
し
そ
れ
等
は
没
銑
努
倒
者
の
立
場
に

同
情
し
て
も
何
ら
積
極
的
支
持
を
行
う
も
の
で
な
か
っ
ゎ
。
坑
夫
聯
八
口
は
途
忙
一
時
的
鮮
の
た
め
に
、
現
貨
の
事
態
に
徴
し
て
賃
金

主
生
産
の
関
係
で
決
定
す
る
政
府
案
に
安
協
し
た
。
か
く
し
て
問
題
は
基
準
生
産
量
決
定
に
移
り
、
己
こ
に
再
び
双
方
D
意
見
封
立

が
生
じ
、
十
月
十
六
日
よ
り
十
一
月
三
日
に
至
る
問
題
罷
業
が
行
ば
れ
た
。
そ
の
問
主
謀
な
組
合
荷
動
は
弐
の
過
で
り
あ
る
。

全
開
銀
色
従
業
員
組
合
代
表
曾
議
二
十
四
日
「
妥
結
し
な
い
場
合
に
は
ス
ト
決
行
、
を
決
定

交
通
勢
働
者
並
令
執
行
委
員
曾
ス
ト
ラ
イ
キ
ド
つ
い
て
は
前
未
決
定

坑
夫
謹
骨
勢
打
委
員
曲
目
政
府
よ
b
の
曾
合
申
入
れ
仁
つ
い
て
の
受
諾

杢
闘
鍛
治
従
業
者
組
合
へ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
延
期
申
入
れ

三
十
四
・
五
日
・
六
日
坑
夫
週
令
と
の
政
府
交
渉
基
本
的
一
致
を
み
ず

途
に
二
十
八
日
暫
定
的
取
昔
め
に
到
達
し
と
れ
止
組
合
大
乗
の
輿
論
に
問
う
と
と
に
決
定
し
た
。
即
ち

↑
ご
志
増
額
を
イ
一
月
末
主
で
に
認
め
る
こ
ー
と

二
一
勢
資
双
方
は
将
来
の
計
費
に
つ
い
て
曾
う
こ
と
、
そ
れ
は
一
九
一
一
一
年
三
月
三
十
一
円
ま
で
政
府
に
従
う
こ
と

三
一
時
的
に
賃
金
は
全
半
産
量
と
生
産
債
格
に
際
じ
、
製
化
す
る
こ
と

四
二
志
の
増
額
は
三
四
六
U
二
五
O
(官
高
ト
ン
)
、
主
七
六
、
0
0
0磁
的
債
値
じ
相
醸
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

正
四
百
高
1
y
、
即
ち
二
八
入
、

0
0
0徳
的
増
減
仁
劉
し
、
ム
ハ
片
増
額
す
φ

こ
と

執
行
部
は
こ
れ
を
受
諾
す
る
よ
う
組
作
品
を
指
噂
し
た
。
そ
の
結
果
は
受
諾
H

一
二
三
八
、

O
間
五
票
、

十
月
一
一
十
日

一
一
十
三
日

反
迦
H
三
四
六
、
五

O
四
票

反
針
数
は
八
、
四
五
九
票
多
数
で
あ
っ
た
。
し
か
し
坑
夫
聯
合
指
導
部
は
票
決
に
は
三
分
。
二
多
数
を
要
す
る
規
約
に
準
披
し
て
反

樹
多
数
に
も
抱
ら
宇
受
諾
に
決
定
じ
た
。
と
と
に
於
て
罷
業
は
指
導
者
に
よ
っ
て
終
ら
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

b
れ
わ
れ
は
一
九
二

O
年
の
斗
一
事
経
過
を
明
ら
か
忙
し
た
の
で
あ
る
が
、
第
一
に
と
の
斗
争
は
闘
有
俗
に
つ
い
て
は
何
も
り
開
係

イ
ギ
uJ
ス
炭
鉱
業
と
労
岨
者
階
級

第
六
十
八
巻

四

第
プミ

腕

五
-l.; 
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イ
ギ
ヨ
ス
炭
拡
業
と
労
働
者
陪
融

事
占
ハ
十
凡
春

凶

第
六
説

五
戸、

を
持
た
な
い
、
車
な
る
賃
金
斗
争
と
し
て
の
特
格
を
も
ワ
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
努
働
大
衆
と
指
導
部
D
運
動
方
針
の
差
異
が
指
摘

さ
れ
件
る
u

印
ち
最
初
の
一
日
二
志
増
額
及
び
炭
値
切
り
下
げ
の
日
棋
は
執
行
部
の
安
協
に
よ
っ
て
決
使
問
題
は
除
外
d
れ
見
に
賃

金
は
生
産
量
吃
従
属
さ
せ
る
政
府
案
へ
の
修
正
と
赴
ワ
売
。
且
う
と
の
修
正
は
大
台
白
委
任
な
き
ま
ま
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
支

阻
向
指
導
者
は
一
貫
し
ご
賃
金
問
題
に
の
み
限
定
じ
、
且
つ
常
に
「
現
貨
に
微
し
て
L

安
協
を
重
ね
る
態
度
を
と
り
、
克
に
組
合
馬

主
制
を
も
否
認
す
る
行
動
を
と
っ
た
。
と
の
問
依
然
と
し
て
努
働
大
衆
は
園
有
化
の
理
念
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
坑
夫
聯
合

に
於
け
る
指
導
占
有
内
部
の
左
右
の
塑
如
上
層
部
、
宇
都
労
働
大
衆
白
見
解
の
苦
言
一
九
二

O
年
の
賃
金
斗
季
五
〈
の
一
一
時
的

解
決
た
ら
し
め
、
依
然
と
し
て
基
本
間
腐
は
獲
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

註
山
川

7
E
J「
v
b
B
E
同，

Z
E
E
E
w
自
白
血

H
a
S
F
F
O
E
z
gさ
Z
3
白
石
臼
-
H
V
E

，

向

一

九

二

O
年
鏑
業
法
に
つ
い
て
は
「
英
国
自
決
坑
委
員
官
」

森
閏
良
雄
氏
(
仕
官
政
策
時
報
第
二

Q
披
掲
載
)
参
照
u

的
]
。
吉
叶
同

Z
E協
同
}
民

E
E
3・
0
0
自
国
主
亘
F

F
。
E
Z
C
5
2
5日
「

司

-
E
E

C
-
ロ
・
ロ
・
。
。
向
。

"
H
m
H
V
O
E
E
F
m
n
R
L
E
E
E
m
E島
民
巳

4
・】む同

ω・
-v
・】回
ω・

山
門
戸
口
・
回
目
v
]
o
a
F
f
z司

E四
時

5

2
何
日

E
E晶

E
E
m
R
4・
邑
皆
同
v
・
5
p

m円

F
E
U
H
Y
H母国

向

HELJ
ヲ
同
沼
田

内
川
耳
巴
E
4
・
J
P何
百
回
E
m
F
U
F
H
E
Y
Z
E
4
m
E
E
E
E
m
古
島

4
2拝。

a
】
呂
同
匂
-
F

向

F
S
W

円

V

・。

的
錨
遣
は
ス
ト
フ
イ
h

す
り
失
敗
を
考
慮
L
、
仲
裁
に
よ
る
解
決
を
坑
夫
聯
合
に
勧
告
し
、
交
通
は
ス
ト
ラ
イ
キ
反
封
白
態
度
を
示
し
た
。
(
ロ
・
回

目
。
。
ぽ
『
げ
自
:
z
v
m
g己
E
E品

E
E凶
Z

E

自

宅

H
U
H
-
5凶・

川
い
唱
・

5
2
4
・
3
m
冨
E
品
。
岡
山
印
M
F
M
Z
F
E
Z
自

T
M
g
a吉
弘

-
4
2
Z
F
E日
・
句
・
戸
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阿
)

一
九
一
一
一
年
の
斗
争

一
九
二

O
年
の
斗
争
は
茨
鎮
の
引
下
げ
賃
金
の
納
額
を
め
寸
る
斗
争
と
し
て
、
出
杭
鱗
努
働
岩
の
経
務
保
件
の
一
時
的
改
善
の
た
め

に
行
わ
れ
暫
定
的
な
解
決
忙
経
っ
た
。
そ
の
前
年
に
展
開
さ
れ
た
斗
争
が
、
労
働
諸
傑
作
の
改
善
は
生
産
機
構
の
根
本
的
な
同
盟
草
に

よ
る
以
外
に
行
え
な
い
と
い
う
認
議
白
下
に
於
て
、
闘
有
化
社
目
標
に
行
わ
れ
た
と
と
そ
顧
み
る
よ
な
ら
ば
、
-
九
一
一

O
年
の
妥
結
が

恒
久
的
解
決
に
迫
ら
れ
る
と
と
は
台
然
で
あ
る
。
最
鍛
努
働
大
衆
は
私
紅
営
主
義
を
破
滅
し
、
産
業
の
統
一
と
云
う
杭
合
、
豆
義
的
盟

一
九
二
一
年
の
斗
争
は
勢
働
者
が
原
則
と
し
て
保
持
す
る
闘
有
化
の
理
念

念
b
q
一
持
し
て
、
根
本
的
併
決
を
欲
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
に
如
何
に
閥
係
主
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
二
一
北
の
斗
手
は
一
九
二

O
年
の
安
結
忙
碕
さ
れ
た
(
課
題
目
恒
久
的
制
皮
化
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
賃
金
李
白
決

定
、
そ
の
機
闘
の
制
度
化
に
あ
り
、
賃
令
翠
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
ワ
た
。

現
貨
の
賃
金
川
町
系
が
戦
時
白
物
偵
騰
貴
に
よ
る
幾
度
か
の
賃
金
改
正
に
よ
っ
て
極
め
て
複
雑
化
し
、

と
れ
の
簡
素
化
が
必
妥
で
あ

っ
た
。

(
乙
れ
に
闘
す
る
限
b
品
円
安
の
見
解
は
一
致
し
て
い
た
。
)
第
二
に
戦
後
の
基
準
で
の
一
賃
金
白
統
一
化
が
必
要
で
あ
っ
た
。
労
働
者

階
級
は
各
階
級
、
地
方
に
よ
る
賃
金
差
の
奈
図
的
調
整
を
要
求
し
、
資
本
家
階
級
は
地
方
を
基
礎
に
す
る
賃
金
規
定
在
、
主
張
し
た
。

一
九
一
一

O
年
よ
り
の
恒
久
的
賃
金
制
笈
の
一
交
渉
は
ま
歩
全
閣
賃
金
委
員
合

2
5
8也
君
品

n
p司
3
設
世
に
つ
い
て
行
む
れ
た
が
、

そ
白
機
構
に
う
い
て
努
資
の
見
解
は
相
還
し
た
。
卸
ち
前
者
は
ζ

れ
を
全
図
的
基
礎
に
止
る
賃
金
決
定
機
関
た
ら
し
め
、
後
者
は
地
方

去
に
某
く
賃
金
上
白
困
難
の
調
整
機
閥
た
ら
し
め
ん
と
し
た
。
と
の
釘
立
の
ま
ま
民
政
府
に
主
る
統
制
解
除
を
向
え
ね
ば
な
ら
な
か

政
府
は
労
働
者
階
級
の
強
硬
な
反
封
に
も
か
か
は
ら
宇
(
資
京
家
階
級
は
首
相
反
指
せ
る
も
後
ド
政
府
か
ら
の
利
潤
保
持
を
得
一
し
同
意
し
と

イ
ギ

w，
一
司
茨
鉱
業
と
労
醐
者
階
扱

第
六
ト
八
巻

囚

= 

第
プミ

披

五
九

¥ 



イ
ギ

9
ス
炭
拡
業
と
労
働
者
階
枇

第
六
十
八
巻

四

国

第
六
披

一
肯

O

ゎ

統
制
時
期
を
早
め
た
。
と
れ
は
海
外
市
場
喪
失
に
基
く
災
鎖
業
危
機
口
深
化
、
一
つ
は
労
働
攻
勢
に
封
属
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
統

制
解
除
は
賃
金
の
減
額
、
賃
金
地
域
差
b
k

必
然
佑
せ
し
め
る
。
賃
金
改
訂
は
山
県
念
に
問
題
化
し
た
c

三
月
三
士
一
目
白
統
制
解
除
を

前
に
し
た
と

D
情
勢
に
於
て
、
賃
A
R
全
園
統
一
白
書
一
求
は
単
に
全
国
賃
金
委
員
金
の
み
で
な
く
、
全
闘
利
潤

0

ア
ー
ル
制

(
F
E
S
S同

]
可

0
0
3

と
し
て
具
間
化
し
た
。
し
か
レ
か
か
る
要
求
成
立
の
過
程
に
於
て
可

持
働
大
衆
の
中
に
は

組
合
活
動
の
事
項
と
し

τ、
又

善、希王見
の、望 l'f
貨、の 間
金、あ 自
在、つ椋
li!fi、世e .!c 
{社、とし
す、と て
る、をの
と、看園
と、 t曲 11
にすイ七
あるを
ると放
とと 棄
しはす

1e"出る
り来 l亡

な劉
い九}す
。る

うた
望

如
何
な
る
賃
金
協
定
も
凶
行
化

P
遅
延
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
云
う

と
れ
陀
劃
し
て
指
導
者
は
現
町
の
降
件
の
も
と
で
の
最
善
は
各
地
方
で
の
最

一
九
一
一
一
年
の
斗
争
に
於
て
日
椋
設
定
の
第
一
段
階
に
閤
有
化
の
要
求
を
放
棄
し
た

の
で
あ
る
。

次
い
で
全
国
賃
金
委
員
合
と
全
国
プ
ー
ル
制
度
の
要
求
が
大
英
坑
夫
聯
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
Z
前
に
指
導
者
は
、
再
び
現
資
へ
の

安
協
の
態
度
が
現
れ
た
。
削
ち
執
行
部
が
、

卒
一
園
プ
ー
ル
制
度
の
要
求
放
棄
を
考
慮
し
た
こ
と
で
あ
る
。
執
行
部
は
弐
白
如
き
勧
告

を
協
議
舎
に
行
り
て
い
る
。

〆〆

「
我
ん
は
協
議
世
田
が
そ
の
決
議
に
基
い
で
各
地
方
自
意
見
を
徴
ず
る
こ
と
を
協
議
脅
に
訓
告
す
る
。
即
ち
各
地
方
は
全
圏
委
員
曾
及
び
全
圏
7
l
L
P

m
政
策
を
一
時
放
莱
し
、
地
方
選
時
で
一
時
的
協
約
を
間
開
立
す
る
と
一
五
う
見
解
エ
父
齢
を
品
吟
行
す
る
擢
似
を
勢
打
部
仁
奥
え
る
同
意
が
め
る
か
杏
か
、

何
と
な
れ
ば
現
在
の
景
拐
、
債
格

ω駅
態
は

E
常
で
な
い
。
め
」

執
行
部
は
確
固
た
る
信
念

E
保
持
し
て
い
在
か
っ
た
。
し
か
し
全
国
委
良
合
、

の

れ
た
。

全
閣
プ
ー
ル
政
策
は
地
方
機
闘
に
よ
っ
て
堅
持
さ

か
く
し
て
労
資
双
方
の
針
立
要
求
が
政
府
に
呈
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



J

坑
夫
聯
合
要
求

一
、
全
国
賃
金
委
員
歯

坑
主
側
逗
答

地
方
賃
金
委
員
曾

持
尭
聯
骨
要
求

四
、
利
潤
基
準
は
賃
金
山一O

%

玉
、
剰
検
分
の
回
分

一O
%

刺
主
H
潤
と
し
て

資
本
家
L

一O
%

賃
金
と
し
て
坑
夫
に

九

om

二

、

圭

関

プ

反
艶
・
自
由
競
事

ノV

聖書
年を
新伴
装う
準、

一
九
一
四
年
基
準
、

比
車
増
加
を
行
う

域
主
側
返
答

賃
金
の
一
七
%

2 
コ
ow河

J¥ 
O 
m 

坑
夫
聯
合
白
要
求
白
う
ち
重
姿
な
も
の
は
全
国
賃
金
委
員
舎
と
金
園
プ
ー
ル
制
度
で
あ
る
の
英
闘
茨
鱗
業
D
不
均
等
褒
展
に
よ
る

各
地
賃
金
去
の
是
王
の
た
め
に
、
賃
金
の
統
一
的
規
制
を
全
園
的
に
行
う
た
め
に
、
と
の
委
員
合
の
設
立
を
、
叉
金
闘
プ
ー
ル
制
の

主
主
張
し
た
。
雨
者
は
不
可
分
の
閥
係
に
あ
る
。
何
と
-
な
れ
ば
全
国
賃
金
委
具
合
は
全
園
プ
ー
ル
制
度
主
的
什
っ
て
始
め
℃
殻
力
を
護

必
要
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
金
園
プ
ー
ル
制
は
最
初
南
ウ
エ
ー
ル
ズ
坑
夫
聯
合
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
将
来
白
賃

金
制
度
は
炭
備
業
の
平
均
的
円
支
榔
能
力
に
基
か
し
め
る
。
ト
プ
ー
ル
制
度
を
設
け
十
平
均
賃
金
を
定
め
た
場
合
、

ζ

れ
は
支
櫛
能
力

な
き
炭
帥
酬
を
脱
落
廿
し
品
、
失
業
者
佐
生
ぜ
し
め
る
。
二
平
均
支
梯
能
力
に
基
い
て
賃
金
主
定
め
、
平
均
賃
金
の
支
梯
額
以
上
に
利

潤
そ
得
て
い
る
企
業
は
そ
の
超
過
分
を
プ
ー
ル
し
、
劣
悪
な
企
業
に
譲
り
平
均
賃
金

E
確
保
す
る
。
こ
れ
は
貰
際
的
且
つ
公
平
友
提

案
で
あ
る
。
三
と
の
方
法
に
か
は
る
も
白
と
し
て
は
利
潤
の
少
い
企
業

F
の
賃
金
を
基
準
と
し
、
こ
れ
を
す
べ
て
に
泊
目
し
て
均
一

を
計
る
。
と
れ
は
賃
金

E
常
に
低
く
、
者
本
家
利
潤
を
大
な
ら
し
め
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
か
く
て
第
一
第
三
案
、
印
ち
プ
ー
ル
制

イ
ギ
ヨ
ス
炭
鉱
業
と
労
働
者
陪
扱

第
六
十
八
巻

度
の
な
い
場
合
の
統
一
的
賃
金
制
は
低
賃
金
も
し
く
は
失
業
主
生
じ
、
第
二
案
プ
ー
ル
制
度
が
必
要
と
な
る
ー
ー
と
れ
が
そ
白
主
旨

~ ，、

四

ヨ王

第
宍

披



で
あ
る7)

叩イ
セギ
の p
，Jii ス

本望号

室撃
は長
最働
低者
賃階
金紋
確
f呆
l亡
あ
る
と
考
え
て
上
tハ。

帝
大
十
八
巻

回

~ 
r、

第
六
按

ム，、

坑
犬
聯
令
指
導
者
が
み

J

閤
賃
金
委
員
合
及
び
全
閣
プ
ー
ル
制
を
以

τ枇
曾
比
へ
の
手
段
と
し
、

如
何
に
園
有
化
理
念
L
」
結
合
さ
せ

ょ
う
と
一
も
、

そ
れ
は
全
く
資
本
主
義
機
構
を
前
提
と
す
る
賃
令
制
度
の
問
題
以
外
の
何
物
で
も
な
く
、
如
何
な
る
意
味
に
於
て
も
茨

銃
所
有
棋
の
一
杭
曾
化
主
基
本
と
す
る
閲
有
化
現
念
と
は
質
的
に
異
る
も
の
で
あ
る
。
斗
手
目
標
設
定
の
第
一
段
階
に
闘
有
化
心
要
求

b
L

放
棄
し
た
と
述
べ
た
所
以
と
れ
で
あ
る
。
三
月
三
十
一
日
統
制
は
終
り
、
前
記
一
史
求
を
樹
立
自
ま
ま
に
全
図
的
操
業
停
止
が
始
ま

ワ
た
。政

府
は
四
月
四
日
米
急
法

(
E
M
m
A
S
4
切
っ
喝

E
〉
与
を
出
し
事
態
に
そ
冷
え
た
。

一
方
政
府
は
交
渉
再
開
を
希
望
し
た
が
、
政
府

案
は
坑
主
側
の
返
答
と
同
一
で
あ
り
、
遂
に
十
三
日
坑
夫
聯
ム
げ
は
こ
れ
を
担
否
し
分
裂
に
至
。
た
。
三
角
同
盟
の
他
の
組
合
も
八
日

に
支
持
ス
ト
ラ
イ
キ
の
指
令
を
致
し
た
が
、
坑
夫
聯
合
の
政
府
と
の
交
渉
結
果
を
み
る
べ
く
十
一
日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
の
延
期
を
麓
明

し
た
。
し
か
し
十
二
日
完
余
に
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。
、
政
府
は
金
闘
賃
金
委
員
舎
の
み
を
取
り
上
げ
、
金
園
プ

1
ル
制
は
産
業
括
動

の
一
手
段
に
よ
ワ
て
政
治
目
的
配
獲
得
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。
首
相
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

の
一
議
明
は
こ
れ
を
示
す
も
白
で
あ
る
。

(
F
2
1
E
Z
同
関
与
の
下
院
で

「
遺
憾
で
あ
る
が
K
英
坑
夫
連
合
は
先
す
ご
う
叩
基
本
問
題
が
解
決
さ
れ
都
合
よ
く
妥
結
『
れ
る
ま
で
、
賃
金
額
に
つ
い
て
の
問
題
を
討
論
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
と
一
宮
う
線
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
非
常
に
盟
問
で
あ
る
。
一
つ
は
賃
金
の
室
園
的
規
定
で
あ
り
、
一
つ
は
査
園
7
1
ル
マ
ゐ
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

前
者
の
問
題
じ
っ
レ
で
は
す
で
に
賛
成
意
見
小
我
々
は
主
張
し
仁
。
査
関
プ

iuw
の
提
出
来
に
闘
し
て
は
同
意
し
な
か
っ
た
。
何
紋
な
れ
ば
そ
れ
は
統

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
川
医
、

制
の
再
建
を
含
み
罷
業
に
と
っ
で
叉
全
世
曾
に
v
ど
っ
一
し
有
害
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
晶
る
」

か
か
る
情
勢
に
於
て
坑
夫
聯
令
書
紀
ホ
ツ
デ
ス
は
現
質
的
解
決
と
し
て
地
方
基
礎
で
の
恒
久
的
解
決
、
却
ち
賃
金
問
題
に
闘
し
亡



。
政
府
提
案
を
考
慮
す
る
用
意
の
あ
る
と
と
を
述
べ
た
。
全
閣
プ
ー
ル
制
は
除
外
さ
れ
、
金
閥
的
基
礎
は
地
方
基
礎
に
置
き
換
え
ら
れ

ん
と
し
た
。
こ
れ
に
基
い
て
直
ち
に
政
府
は
交
渉
を
申
入
れ
た
。
そ
れ
が
坑
主
の
主
張
に
一
致
し
て
い
た
か
ら
に
他
た
ら
な
い
。
し

め

か
し
政
府
申
入
れ
に
封
し
執
行
部
は
全
園
賃
金
委
良
合
金
闘

0

ア
ー
ル
制
白
原
則
を
堅
持
し
て
〉
切
れ
を
拒
否
し
、
ホ
ツ
ヂ
ス
白
案
は
否

決
さ
れ
た
。
執
行
部
の
不
統
一
、
と
れ
は
組
合
勢
力
。
弱
化
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
外
部
諸
組
合
と
の
関
係
に
も
現
れ
た
白
で
あ
る
。

即
ち
鍛
造
従
業
員
組
合
は
坑
夫
聯
合
忙
交
渉
総
統
を
巾
し
入
れ
る
も
、
坑
夫
聯
合
は
握
否
し
綬
け
、
塗
に
一
一
一
角
同
盟
の
他
D
二
組
合

は
全
閣
プ
ー
ル
制
を
政
治
的
な
も
む
と
し
て
十
五
日
分
裂
し
た
。
一
民
国
]
仰
の
r
F
E昌、、
ζ

れ
で
あ
る
。
坑
夫
櫛
合
は
孤
立
の
ま
ま
斗

っ
た
。
二
十
八
日
政
府
は
従
来
の
方
針
の
童
ま
に
唯
一
、

0
0
0高
礁
の
補
給
金
主
申
し
出
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
白
担
否
、
し
か
し
坑

夫
聯
合
は
謝
内
的
に
、
針
外
的
に
全
〈
そ
の
貰
勢
力
を
失
う
て
い
た
の
で
あ
る
。
遂
に
五
回
匂
一
す
九
日
政
府
は
圏
家
樺
力
を
も
っ
て

す
る
解
決
強
行
策
(
〉
己
主

F
E
E
E
C
で
臨
ん
で
き
た
。
ま
さ
に
「
飴
」
と
「
管
」
白
政
策
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
反
濁
し
た
。
そ
れ
以

後
は
労
養
双
方
の
直
接
交
渉
に
移
り
、
坑
夫
聯
合
執
行
部
は
六
月
減
額
二
志
受
諾
に
決
意
し
、
全
国
委
員
合
回
設
置
士
れ
は
坑
夫
山

主
躍
し
に
6
泊
り
よ
う
に
踏
限
は
な
い
〕
地
方
基
準
で
の
賃
金
規
定
等
十
三
項
目
の
資
本
家
階
級
の
申
入
受
諾
を
大
衆
に
問
う
た
の
で
あ

る
。
翻
A
H
民
大
衆
は
原
則
を
維
持
し
、
担
否
む
態
皮
(
賛
成
U
一八
O
、
b
二
阿
、
反
掛
四
三
宝
、
六
一
四
}
を
示
し
た
。
そ
白
結
果
は
政

府
の
補
給
金
巾
出
の
撤
鹿
の
翠
明
と
な
り
・
執
行
部
は
途
に
こ
れ
に
服
じ
た
の
そ
り
決
定
は
大
衆
の
直
接
投
票
に
上
ら
す
、
地
方
機

関
の
態
度
決
定
に
従
う
と
と
に
し
て
受
諾
す
る
よ
う
地
方
機
闘
を
説
得
し
た
の
で
あ
る
。
直
接
投
票
に
よ
っ

τ生
れ
る
大
衆
の
担
否

の
態
度
を
怖
れ
よ
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
七
月
-
目
、
二
一
ヶ
月
に
亙
る
争
議
は
全
く
敗
北
の
う
ち
陀
、
且
つ
組
合
民
主
主
義
破
棄

の
弓
ふ
う
に
終
つ
一
た
の
で
あ
る
。

一
丸
一
一
一
年
の
斗
争
は
終
始
下
部
組
合
員
大
衆
の
不
満
、
指
導
部
に
よ
る
俄
臓
に
み
ち
た
も
の
で
あ
ワ
た
。
閏
標
設
定
白
第
一
段

イ
ギ

D
ス
最
鉱
業
と
労
曲
者
階
紙

静
六
十
人
巷

四

七

第
宍

強

二
主
一



イ
ギ
u
p

ス
茨
鉱
業
と
労
働
者
階
続

第
六
十

A
巷

国

A 

第
六
競

一
六
回

階
に
於
て
国
有
化
の
理
念
を
放
棄
さ
れ
、
全
園
委
員
曾
と
金
閑
.
ア
ー
ル
制
白
目
標
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
は
己
れ
の
遂
行
を
下
部

大
衆
は
あ
く
ま
で
堅
持
し
た
に
も
抱
ら
宇
、
斗
争
過
程
に
於
て
指
導
者
は
賃
金
問
題
に
限
定
せ
ん
と
し
、
途
に
最
後
段
階
に
於
て
斗

争
目
棋
は
執
行
部
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
た
。
且
ワ
争
議
安
結
決
定
方
法
に
於
て
、
組
合
員
大
衆
の
投
票
方
式
は
行
は
れ
な
か
っ
た
。

安
協
の
た
め
に
組
合
の
民
主
的
決
定
方
法
も
歪
曲
さ
れ
た
。
且
つ
安
結
保
件
そ
の
も
の
が
努
働
者
階
級
白
窮
乏
化
を
生
す
る
も
の
で

あ
り
生
活

P岡
田
師
、
失
業
の
増
大
に
よ
っ
て
組
合
員
大
衆
の
不
満
は
倍
加
さ
れ
た
。
「
大
英
坑
夫
聯
合
は
斗
う
組
織
で
な
〈
て
政
ハ
梼

閑
憾
で
あ
弘
」
と
大
衆
が
感
じ
た
回
は
営
然
で
あ
ろ
う
。
斗
品
市
を
敗
北
に
至
ら
し
め
た
決
定
的
要
因
は
口
言
自
)
可
白
云
う
如
〈
川
政

治
的
偏
向
に
あ

Z
り
で
な
〈
、
む
し
ろ
か
か
る
閏
標
の
不
明
確
に
あ
う
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
(
そ
の
他
闘
零
の
失
敗
の
原
因
と

し
て
連
合
組
織
機
稿
、
財
政
画
、
連
合
諸
組
合
の
背
離
、
資
本
攻
勢
等
が
あ
づ
に
こ
k
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
)

註
叫
回
V
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m
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E
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E
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元
持
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位
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語
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誼
開
時
K
行
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舎
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あ
ワ
た
が
そ
れ
は
激
し
い
第
働
攻
勢
を
招
〈
怖
れ
あ
p
と

ιて
茨
噛
業
を
早
め
た
。

向
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、
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F
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言
耳
目
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目
関
口
法
王
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E
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内
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色
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5
F
E
E回
目
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∞
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自
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山
門
出
吉
弘
-w

℃
・
自
国
主
開
a
u
見
解
が
指
摘
さ
れ
る
。

山門

EbJ
宅

「

臼

凶

1uu・

山
内
習
l
h
y
シ
ャ
、
ノ
1
ザ
ム
バ
l
ラ
シ
ド
と
小
五
地
方
は
執
行
部
案
に
賛
成
L
、
南
ウ
ェ

1

ル
ズ
、
ス
コ
ザ
ト
ラ
ン
ド
、
ラ
ン
カ
uv

ャ
、
ダ
1
フ

ム
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
及
び
八
地
方
は
反
劃
し
た
。
(
白
・
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の
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p
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き
比

E
E
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町
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忠
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町

向

]
E
E
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国

自

主
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E
E
S
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旨
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E

M
色
、
足
語
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首
相
よ
り
ホ
ッ
ヂ
ス
施
十
五
日
附
書
簡
は
衣
の
語
り
で
あ
る
b

「
ホ
ヲ
ヂ
ス
殿

昨
夜
下
院
で
叩
骨
告
に
出
席
し
た
数
人
白
人
が
貴
方
自
最
後
的
申
入
れ
の
目
的
を
私
に
惇
え
て
〈
れ
ま
し
た
。
彼
轄

HH貴
方
の
申

1
れ
た
ま
ま
由
言

葉
づ
か
い
で
は
あ
明
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
し
か
し
彼
等
の
受
け
た
一
般
的
印
象
は
寺
や
貴
方
が
プ

3
ル
制
泊
論
議
を
出
さ
ず
、
た
と
え
な
さ
れ
る
協

約
が
一
時
的
で
あ
り
、
又
一
に
と
え
持
南
恒

A
的
解
決
が
取
扱
わ
れ
る
時
が
あ
る
と
し
て
も
、
全
国
プ
ー
ル
制
の
提
案
に
つ
い
て
仕
現
在
は
討
議
横
行

を
固
執
せ
ず
に
交
静
す
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

も
し
こ
れ
が
貴
方
自
提
言
の
正
し
い
表
現
で
あ
る
な
ち
ば
、
私
は
賃
金
問
題
検
討
の
最
も
よ
い
方
法
を
考
え
た
く
、
本
目
牛
前
十
一
時
産
業
委
員
舎

で
中
坑
士
一
と

ω
骨
談
に
貴
方
側
代
表
。
お
越
し
を
お
待
ち
し
ま
す
。

ロ
イ
ド
・
グ
ョ

3
ジ」

山
叫
列
。

r
m
S
は
次
回
如
き
見
酔
を
表
明
し
て
い
る
。

〈
「
我
々
は
賃
金
問
題
を
討
議
す
る
と
と
は
問
採
な
い
。
我
闘
は
続
車
白
金
閤
.
ア
ー
ル
制
と
全
国
的
規
制
賃
金
制
度
を
竪
〈
主
張
し
な
け
れ
ば
た
ら
な

い
。
我
々
は
圭
圏
中
目
組
合
員
諸
君
。
同
情
を
得
て
き
た
G

」
(
耳
-
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イ
ギ

P
ス
茨
鉱
業
と
労
働
者
階
般

第
六
十
八
巻

四

。
多有
~ ，、
擁

占，、
一」/、

穴

結

語

英
固
に
於
て
闇
有
化
問
題
が
階
級
斗
争
と
し
て
炭
鱗
業
に
現
わ
れ
た
こ
と
は
、
費
本
制
生
産
諸
闘
係
の
矛
盾
を
最
も
多
く
炭
鉱
業

が
有
L
、
且
つ
炭
鎖
叫
労
働
者
が
十
九
世
紀
末
の
近
代
枇
合
主
義
の
成
立
と
同
時
に
大
英
坑
夫
聯
合
と
い
う
全
園
組
織
力
を
も
ち
得
た

事
情
に
よ
る
。

既
越
し
た
如
く
ち
炭
鏑
閤
有
化
は
十
九
世
紀
よ
り
努
働
者
。
要
求
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
要
求
は
枇
合
主
義
思
想
の
愛
選
に
照
隠
し
、
或

い
は
へ

Y

リ
l
・
ジ
ョ
ー
ジ
の
土
地
園
有
論
が
、
或
い
は
ケ
ヤ
・
ハ
I
J
7
ィ
D
祉
A

何
回
主
義
忠
忽
が
、
或
い
出
ト
ム
・
7

ン
白
サ
ン
ヂ
カ
リ

ズ
ム
が
反
映
し
た
。
そ
れ
ら
の
枇
省
主
義
思
想
主
消
化
し
℃
英
図
労
働
者
階
級
白
幽
命
化
概
念
は
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
卸
ち
生

産
手
段
の
幽
家
所
有
及
び
民
主
的
管
理
の
二
大
原
則
D
理
念
で
あ
り
、
合
法
的
運
動
に
よ
る
そ
D
貸
現
で
あ
っ
た
。
し
か
し
と
む
園

有
化
理
念
が
階
級
斗
守
'
と
し
て
現
可
化
し
た
の
は
第
一
次
大
戦
後
の
一
般
的
危
機
に
於
て
で
あ
っ
た
c

英
園
出
比
鍛
業
の
一
般
的
危
機

が
茨
鍬
業
の
生
産
機
構
の
諸
矛
盾
、
白
ち
鎖
匝
使
見
料
の
問
題
、
一
小
均
等
猿
展
等
々
に
基
図
し
、
第
一
次
大
戦
後
白
コ
ス
ト
高
、
市
場
の

喪
失
等
に
占
っ
て
深
化
し
た
。
そ
れ
は
直
ち
に
茨
鎖
労
働
者
白
生
話
係
件
の
劣
悪
化
で
も
あ
う
た
。
賃
金
及
び
野
働
誇
僚
件
の
改
善

は
闘
右
化
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
彼
等
自
身
認
識
し
、
と
と
に
於
て
第
一
女
大
戦
の
固
有
化
斗
年
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

園
有
化
斗
争
は
一
九
一
九
年
、
政
治
的
斗
争
と
経
済
的
斗
争
の
統
一
的
斗
手
】
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
一
九
二

O
一
年
は
全
く

D
賃
金
斗
争
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
は
全
閣
賃
金
委
員
合
、
全
園
利
潤
プ

I
ル
制
の
獲
得
に
斗
わ
れ
た
。
一
九
ザ
二
年
む
斗
争
主

国
有
化
へ
の
過
渡
的
斗
争
白
意
義
を
も
た
し
め
よ
う
と
す
る
に
し
て
も
、
y

て
れ
は
最
低
賃
金
制
確
保
の
斗
手
で
あ
り
、
利
潤
分
配
の

斗
争
で
あ
b
、

一
九
一
九
年
の
但
質
と
は
具
に
す
る
も
白
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
は
園
有
化
斗
争
は
一
九
一
九
年
白
斗
争
で
終



っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
図
有
他
斗
手
の
生
産
手
段
の
岡
家
所
有
、
民
主
的
管
理
の
原
則
を
最
も
堅
持
し
た
の

は
、
労
働
大
衆
で
あ
っ
て
彼
ら
は
自
己
の
劣
悪
な
生
活
保
件
か
ら
そ
の
目
標
を
見
失
は
な
か
り
た
。
こ
れ
に
到
し
園
有
化
斗
争
白
目

標
は
労
働
指
導
者
。
聞
に
は
常
に
動
揺
し
、
常
に
現
賛
同
安
協
が
企
固
さ
れ
て
い
た
。
政
治
的
、
経
済
的
斗
争
が
経
哨
倒
的
斗
守
に
脚

必
さ
れ
た
の
も
指
導
者
の
現
質
的
安
協
の
故
で
あ
る
。
そ
し
て
指
導
者
の
労
働
大
衆
に
輿
え
た
も
の
は
議
曾
斗
局
干
の
道
で
あ
ワ
た
。

こ
の
た
め
に
敢
え
て
指
導
者
は
組
合
氏
宅
主
誌
を
す
ら
犯
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
幽
有
化
問
題
は
第
二
次
大
戦
後
に
至
る
ま
で

の
長
い
議
曾
斗
争
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
国
有
化
が
労
働
者
階
級
の
長
期
に
亙
る
忍
耐
と
犠
牲
を
強
い
た
も
の
は
、
一
一
回
閤

家
権
力
と
資
木
家
階
級
の
結
合
に
よ
る
労
働
政
策
、
他
国
労
働
統
一
戦
線
の
未
熟
で
あ
る
。
モ
し
て
努
働
統
一
戦
線
の
未
熟
で
あ
っ

た
の
は
か
か
る
日
労
働
指
導
者
の
現
資
的
安
協
に
基
因
す
る
と
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
現
寅
的
安
協
と
は
資
本
と

の
、
圏
家
権
力
と
の
安
協
に
他
な
ら
な
い
。
同
点
働
大
衆
と
労
働
指
導
者
の
劉
立
を
内
包
じ
な
が
ら
も
指
導
者
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
粧

済
主
義
的
議
合
主
義
的
方
向
と
れ
が
第
一
女
大
戦
後
の
闘
有
佑
斗
号
の
一
一
不
す
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
危
機
の
第
一
期

l
直

接
的
行
動
が
如
何
に
挫
折
し
た
か
、
そ
の
時
の
労
働
指
導
者
の
同
封
し
た
役
割
を
図
有
化
斗
手
の
過
程
に
知
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
方
針
に
上
っ
て
行
は
れ
た
園
有
化
運
動
は
、
指
導
者
が
第
一
次
大
戦
後
の
斗
争
敗
北
後
、
大
衆
忙
期
待
せ
し
め
た
労

働
黛
政
権
に
上
っ
て
期
待
通
り
結
賞
し
た
。
ま
さ
に
期
待
遇
り
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
↓
へ
衆
が
堅
持
し
た
園
有
ル
仰
の
原
則
の
一
ろ

民
主
的
管
躍
は
再
び
現
質
的
安
協
の
た
め
に
放
棄
せ
ら
れ
た
。
一
部
」
で
は
あ
る
が
強
い
要
求
で
あ
っ
た
無
償
没
収
に
つ
い
て
も
同
一

D
こ
と
が
云
え
る
。
資
本
主
義
的
批
品
開
化
に
す
ぎ
な
い
。
労
働
者
階
級
の
固
有
化
理
念
民
現
の
た
め
一
に
は
こ
の
原
則
白
賞
現
が
必
要

で
あ
る
。
階
級
斗
争
の
歴
史
は
隼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
と
の
た
め
に
は
労
働
指
導
者
の
質
的
吏
新
、
労
働
大
衆
白
組
織
力
の

深
化
、
真
由
組
合
民
主
主
義
旧
確
立
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

イ
ギ
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ス
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